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一章　電脳世界





「あー……腹へった……」

　低い呻うめき声ごえが響く。

　とある町の片隅にひっそりと佇たたずむ一軒の古いアパート。

　築年数はあと少しで三十年の大台に乗り、外壁は色あせ、さびれている。取り壊す方が金がかかる、という理由だけで生き長らえているような建物である。

　二階建てで、一階と二階にそれぞれ三部屋ずつの計六部屋。今現在は、二階の真ん中の部屋にしか住居人がいない。

　そこから呻き声が聞こえている。

　表札に『桃もも井い』と記されている、その部屋から。

　畳張りできっちり十畳の間取り。内装は極めて質しつ素そで、古いテレビに冷蔵庫、食器棚、小さなちゃぶ台など必要最低限の家具しか置いていない。

　台所はある。トイレも洗面所と一緒になっているけど、ある。でも風ふ呂ろはない。

　風通しが悪く、北向きなので陽ひ当あたりも悪い。まだ四月の中旬だというのに、部屋内はじめじめとして蒸し暑ささえ感じる。

　そこに一組の若い男女が暮らしている。

「ああぁぁぁ……腹へったぁぁ……」

　畳の上に寝そべっていた男が、さっきよりも切なく呻うめいた。

　タレているのに妙な鋭さのある目。

　気難しそうな、やや上向きの唇。

　美男子とか美少年というには遠いけれど、整っていないわけでもない。好き嫌いのはっきり分かれそうなクセのある顔立ちをしている。

　歳としは、十七。現役の高校二年生。

　彼の名は――

「巧たくみくぅん………」

　と、この部屋のもう一人の住人が弱々しく呼びかけた。

「……どーした、ヒナ」

　ヒナと呼ばれた少女も、畳の上で力なく横たわっている。

　艶つややかな黒色のミディアムヘアーが白磁のような肌に映はえ、手のひらで隠せそうなほど小さな顔をしている。

　小さな顔の半分以上を占める大きな大きなタレ目。バッチリとした睫まつ毛げが目の大きさをさらに際立たせる。

　自称１５１センチ（正確には１４８センチ）と背も低く、胴長短足の幼児体型なのだが胸だけは人並み以上に大きいというアンバランスな体つき。

　子供のパンダみたい、と言われることの多いその容よう貌ぼうは、幼女とまではいわなくとも、少女という言葉がピッタリとくる。

　だが、実際は十五歳。現役の高校一年生である。制服を着ていてもそのことを信じてくれる人は少ない。

「巧くん……おなかすいたよぉ………」

「言うな。言うとますます腹が減るぞ」

「巧くんはさっきから何度も――」

「喋しやべるな。喋るとエナジーが減るぞ。目をつぶれ。眠れ。睡眠欲で食欲をごまかせ」

「わかった。ヒナ、頑張る」

　巧とヒナは、よく似たタレ目をすっと閉じた。

「………」

「………」

　ぐうううううう。

　二人同時に腹が鳴った。しかし、二人にはそれを恥ずかしがる体力も気力もない。

「やっぱ無理だよ……さっき起きたばっかりだもん、まだお昼だもん、太陽さん超眩まぶしいもん」

「そんなことだからヒナは小さいままなんだ。寝ない子は育たないんだぞ」

「成長期はもう過ぎたよ。てゆーか、食べなきゃ大きくなれないよぉ」

「ったく、しょーがねぇな」

　と、巧たくみは鈍にぶい動作で畳の上を這はい、冷蔵庫を開ける。

　中は空からっぽ。それはもう見事な空っぽだった。

「……ヒナ、金はあといくらある？」

「９円」

　巧は大の字になって天井を仰いだ。

「すげぇな……。どーしよーもない金額だな。あと１円あれば駄菓子ぐらい買えそうなんだけどな。絶妙に惜しいな」

「うん。なんか逆に、９円だけ残した自分を褒めてあげたいって感じだよ」

「おっ。うまいこと言うなぁ」

「うまいとか言わないで。美味の方で変換されちゃうから」

「そ、そうだな……」

　それからしばらく二人は会話もせず寝そべっていたが、それに飽きたのか、ヒナがその小さな体をもぞもぞと動かして忍びより、巧の背後からキュッと抱きついた。

　そして、かぷっ、と首筋に噛かみついた。

　噛みつかれた巧は大した反応もせず、ゆっくりと振り向く。

「……ヒナ」

「ふぁになに？」

「ふぁに、じゃなくて、なにしてんの？」

「ヒナ、巧くんを食べちゃうことにしたの」

　てへっ、といった感じで愛あい嬌きようたっぷりにパンダが笑う。

　巧は遠くを見るように目を細めて、

「………うざ」

　とっても煩わしそうにヒナを払いのけた。それでもヒナはめげることなく、

「うざくないよ、かわいいよ。ヒナうざくない。ヒナかわいい」

　と、呪じゆ文もんのように繰り返し、また抱きついた。

「……」

　巧が無言で払いのける。いっこうにめげることなくヒナがまたまた抱きつく。

　強めに払いのけて、起き上がって、ようやく怒った。

「さっきからなにがしたいんだよ！」

「甘噛みするぐらいいいでしょ、この甲か斐い性しようなし！」

「その甲斐性なしに食わせてもらってんのは誰だれだ！」

「食べさせてもらえないから食べちゃおうとしてるんだよ！」

「意味わかんねぇよ！　つーか、もう……すげぇ面倒くさい……」

「さっきからうざいとか面倒くさいとか……長年連れ添った女房にそんな言い方あんまりだよ！」

「女房って……」

　巧は長く切ないため息を吐き、それよりも長く息を吸い込んでから、

「ヒナはオレの妹だろ！」

　怒鳴る巧たくみのタレ目には、うっすらと涙が滲にじんでいる。どうしてこんなことを真面目まじめな顔して言わなきゃいけないのか、と思うと、なんだか泣けてきた。

　巧とヒナ。

　二人の名字は「桃もも井い」である。

　もちろん、夫婦ではない。

　桃井巧と桃井ヒナは兄妹である。

　兄妹なのだが……

「巧くんはホントに泣き虫さんだね」

　赤子をあやすように、ひしっ、とヒナが巧に抱きついた。さらに。

「でも心配しないで。ヒナは泣き虫な巧くんも大好きだからっ。小さいことにはこだわらない心の広い彼女だから」

　巧は涙を拭ぬぐい、ヒナを突き放す。

「……妹よ、頼むから心を狭くしてくれ。思う存分、兄を嫌いになってくれ」

「ムリだよ」

「ムリじゃない。頑張れ。ヒナはやれば出来る子だ」

「わかった。ヒナ、超頑張る。巧くんが胸を張って『オレの女だ』と言えるような女の子になってみせるよっ」

「ならなくていい！　頑張るな！」

「ふふ、言ってることがめちゃくちゃだよぉ」

「それはヒナだろ！　何万回言えばわかるんだよ？　ヒナはオレの――」

「小さいことにこだわっちゃダメだよ、巧くん！」

「小さくない！」

「そのとーりっ。この愛の前では兄だの妹だのそんなことはちっぽけな――」

「だああっ！　そうじゃなくて――」

　再び口論がヒートアップしてきたところで、ふらっ、と二人同時によろめいた。空腹の前では色んなことがちっぽけなことになってしまうのだ。

「……ダメだ。怒鳴るとエナジーが……」

「ううぅ……」

　二人、崩れるようにして畳の上に倒れ込む。そして、ちゃぶ台に虚うつろな目線を送る。

　ちゃぶ台の上には携帯電話が一台、置かれていた。

「電話さん、鳴らないね……」

「ああ、気持ちいいぐらいに鳴らないねぇ」

　二人は電話が鳴るのを待っていた。かれこれ一週間は待っていた。

　この電話さえ鳴れば――巧たくみに『仕事の要請』さえくれば飢えの苦しみから解放される。

　しかし、待てど暮らせど電話は鳴らない……。

「前々から聞こうと思ってたんだけど、巧くん、何のお仕事してるの？」

「前々から何度も答えてるけど、派遣の仕事だ」

「仕事の内容は？」

「肉体労働、かな」

「もっと詳しく」

「面倒くせぇ」

「……よしっ」

　と、ヒナは起き上がり、押し入れから工具用品を取り出した。ドライバー各種、レンチ、ハンマー。どれも使い方によっては充分、凶器になり得る代物である。

　巧はただでさえ青白い顔をさらに青くして、後ずさる。

「え？　ヒナ？　な、なにをする気……ヒナちゃん？　どーしたの顔が怖いよ？」

「ぶっ壊す」

「ダ、ダメ！　人間を壊しちゃダメ！　絶対ダメ！」

「やだなぁ、愛する巧くんを壊すわけないでしょ。壊すのはバ・イ・ク」

　部屋の外、アパートの駐輪場（といっても、ただの空きスペース）に一台のバイクが止とまっている。ヤマハのＸＪＲ。巧の愛車だ。

　なので巧は、工具片手に部屋から出て行こうとする妹の足にしがみついた。

「待って！　それも壊しちゃダメ！　お願い！」

「放して！　アイツのせいで我が家のエンゲル係数が……アイツ、一回の食事で何千円も使うんだよ？　機械の分際で生意気なんだよぉ！」

「その一回の食事ですんごい走るから！　一回ご飯を食べたらしばらく平気な子だから、だから許してあげて！　つーか、壊す前に売ること考えろよ！」

「じゃあ売る」

「売らないで！」

「んもうっ！」

　ヒナは巧たくみを押し倒し、その上にのしかかった。むにゅ、と幼い顔には似つかわしくない大きな胸を巧の胸に乗せ、赤ん坊のような手で巧の頬ほおを挟む。

「正直に答えてね？　嘘うそついたらチューの刑だからね？」

「わ、わかった」

「あのバイク、前は黒色だったよね？」

「黒かったねぇ」

「今はタンクとかハンドルが赤色だよね？　どうして？」

「成長期じゃね？」

　ヒナが唇を尖とがらせて、むーっ、と近づける。

　巧はどうにか首を捻ひねり、妹の口づけを寸前で回避して、

「ま、間違えた！　オレが赤く塗った！　カスタムしちゃいました！」

「……いくらかかったの？」

「５万」

「はあ？　ご、５万？」

　ヒナの驚きを、巧が間違った解釈をしてニヤリと唇を歪ゆがめた。

「信じられないだろ？　５万であの光沢はなかなか出せないぜぇ。ま、そこはオレの腕と愛情でカバーだよ。つまり、オレとアイツの愛の結晶があの情熱的な赤を――」

　バチン！　赤子の張り手が炸さく裂れつした。

「本当に信じられない！　あの鉄の塊に５万も使ってどうしてヒナがおなかすかさなきゃならないのよ！　巧くんはヒナとバイクどっちが大切なの！」

「バイク」

「負けない！」

　ヒナが唇を至近距離まで近づける。そうはさせまいと巧が抵抗する。傍目はためにはじゃれているようにしか見えない行こう為いだが、当人たちは色んな意味で真剣だった。そして唇と唇が触れるか触れないかギリギリのところで、巧は体の上のヒナを押しのけ、立ち上がった。

「いい加減にしろ！　そこまで言うならオレも言わせてもらうぞ！」

「なによ！」

　と、ヒナも体を起こす。

「この服だ！」

　巧は自分が着ている服を指さす。それは、どぎついピンク色のロングＴシャツで、でかでかとウサギの絵（劇画タッチ）がプリントされていた。

「その服がなに？」

「超ダセぇ！　バカ丸出しの色は百歩譲るとしても、なんだこの絵は？」

「さすらいラビットだよっ」

「キャラ名のことじゃない、このダサ加減のことだ！　なんなのこれ？　なんでコイツはちょっと男前なの？」

　巧の指摘を、ヒナが間違った解釈をしてパンダの瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせた。

「だよね、すっごく男前だよね。ヒナ一ひと目め惚ぼれ。これは絶対に巧くんに似合う、と思って衝動買いしちゃったの」

「……」

　ヒナの美的感覚や、似合うと思われていることのやるせなさ、生活品の購入を妹に一任している己の浅せん慮りよっぷりなどからまた涙が出そうになったけど、それを堪えて問う。

「いくらで？」

「３万」

　ちなみにヒナもおそろいのＴシャツを着ている。つまり、合計６万円。

「な、なに考えてんだよ！　てゆーか……ええ？　こ、これが３万？　このクソウサギのどこにそんな価値が……」

「さすラビのことを悪く言わないで！」

「略すな！」



    

  
    
      



    

  
    
      「巧たくみくんだってあの鉄てつ塊かいに名前を――」

「レッドフォードのことを鉄塊とは――」

　ふらふらっ。巧とヒナは貧血気ぎ味みによろめき、膝ひざをつく。

「……マジでやめよう。そろそろ活動限界が……」

「そ、そうだね……」

　二人は壁にもたれ、膝の中に顔を埋めるようにして動くのをやめた。呼吸もできるだけ最小限に抑えた。

　それでも、ぐううう、と腹は鳴り、肝心の電話は鳴りもしない。

　ヒナは顔を上げて、再度ちゃぶ台の上の携帯電話を見つめた。そして、ぽつりと呟つぶやく。「ヒナもお仕事しようかな……」

「は？」

　と巧はまだ顔を上げない。

「このご時世、家でゴロゴロ専業主婦なんてしてられないもん」

「専業でも主婦でもないだろ」

「主婦かボールペンかで言えば主婦でしょ？」

「人間か文房具かで訊きかれたら、な」

「じゃあ、ヒナは巧くんの嫁だよ」

「……はぁ。今そーゆーのマジでしんどいから勘弁してくれよ……」

「ヒナは真面目まじめに話してるのっ」

　すす、とヒナが巧の正面に移動した。

「別にね、厭いや味みとか当てつけで言ってるわけじゃないよ？　ただ純粋に巧くんだけを働かせるのが申し訳なくて……。ヒナももうすぐ十六歳だし、お仕事だって探せば見つかると思うの」

「……じゃあ、オレも真面目に答えるけど」

　巧は顔を上げ、ヒナを真まっ直すぐに見つめ返す。

「ヒナは働かなくていい」

「どうして？」

「どーしてもこーしてもない。お前はまだ十五歳の女の子なんだ、普通に高校生してればいいんだよ」

「すでに普通じゃないよ」

　冗談のつもりで言って、ヒナはすぐに後悔した。巧がほんの一瞬だけ申し訳なさそうに眉まゆをひそめ、それでも泣かずに、優しく微笑ほほえんだからだ。

「気持ちだけで充分だよ、ヒナ。今こんなこと言っても説得力ないけどさ、オレが働いてたくさん稼いで、楽させてやるから。だから心配するな」

　たしかに餓死寸前のこの状況では説得力の欠片かけらもないセリフだが、嘘うそ偽りもない。そこには真心と愛情がたくさん詰まっていた。

　感動したヒナは、瞳ひとみをウルウルさせて、

「心配なんかしてないよ。ヒナは巧たくみくんを信じてるっ」

「そうか」

「巧くん、カッコイイ」

「やめろよ」

「世界一カッコイイ」

「言い過ぎだって」

「宇宙一カッコイイ」

「……うん、もうそのへんでいいから」

　頬ほおを赤く染めて、うっとりと見み惚ほれるヒナ。

　巧はその熱視線から顔を背けつつも、まんざらでもない様子で苦笑する。傍はたから見ればかなりお花畑な雰囲気だが、ギャーギャーと怒鳴り合っているより随分マシな、穏やかな空気が十畳一間の部屋を包む。

　と、このへんまではよかったのだが……。

「巧くん、チューしてあげよっか？」

「……なんでそうなるんだ？　しかも、なんでちょっと上から目線なんだよ……」

「だって、巧くんがあまりにもカッコよくて優しいから、ヒナも何かお返ししてあげたいなぁと思って」

「………はぁ」

　本当は怒鳴りたいところだけれど、本当にエナジーが底をつきそうなので、巧は優しく諭すことを選んだ。

「いいか、ヒナ。よーく聞けよ。オレは・ヒナと・チュー・しない」

「どうして？」

「どうして？　どうしてそーゆー言葉が出てくるのかを逆に聞き――」

　プルルルルル！

　ちゃぶ台の上の携帯電話が音を鳴らした。

「「！」」

　巧とヒナは、その音を待ちに待ちすぎたためか、なぜか激しく狼ろう狽ばいする。

「た、たた巧くん！　でで電話さんが、電話さんがっ！」

「おおお落ち着け。げ、幻聴の可能性もあるぞ」

「これが幻だったり迷惑メールだったりしたらヒナは確実に逝けるよっ」

「は、早まるな、心を強く持て」

　巧たくみが恐る恐る手を伸ばし、携帯電話を取る。送られてきたメールの内容を確認する。

　そして――

「仕事きたあああああ！」

「やったああああああ！」

　二人は手を取り合い、餓死寸前だったとは思えないほどの躍動感で部屋中を駆け回った。

　ひととおり喜び終えてから、巧は玄関へと向かう。ヒナは正座をして見送りの姿勢。

「ちゃんと戸締まりするんだぞ？　誰だれか訪ねてきても居留守だぞ？」

「心配しないで。ヒナ、いい子で待ってる」

「なるべく早く帰るから、今日はヒナの大好きな寿す司しを食いに行こうな」

「うん！」

「よし。んじゃ、行ってくる」

「あ、待って。行ってきますのチューを――」

「しない！」

　巧は脱だつ兎との如ごとく部屋から飛び出して行った。

「もう、巧くんってホントに照れ屋さんなんだからっ」

　うふふ、と微笑ほほえむヒナは、遠ざかっていく排気音を幸せそうに聞いていた。



　とある町の、おんぼろアパートに住む一組の若い男女。

　桃もも井い巧と桃井ヒナは兄妹である。

　ただし、色々と訳ありの……。





『ブレイン・カンパニー』という会社がある。

　親会社は不動産から保険、金融業まで手広く経営する日本有数の大企業で、ブレイン・カンパニーは数年前に発足したメディア部門担当の子会社だ。メディア部門――といえば聞こえはいいが、ゲームソフトの開発・販売が主な業務である。三、四作品のスマッシュヒットを出した程度で、世間的な知名度はまだまだ低い。

　だが、その程度の会社にしては大きすぎる社しや屋おくを構えている。

　場所は、海の上につくられた埋め立て地にある。完成からまだ日の浅いその人工島は、建設物や人口もまだ少ない。その中にあって、ひときわ目立つ高層のビルが一つ、それがブレイン・カンパニー本社ビルだ。

　その社内。地下三階。

　左から順番に１、２、３……と番号の振り当てられた部屋が連なり、ビジネスホテルの宿泊フロアのようなつくりをしている。といっても、部屋の扉は自動ドアで、ドアの横には網膜センサーがついているなど、見かけよりもずっとハイテクな装置が備わっていたりする。

　地下三階の７号室には一人の女性がいる。

　ブレイン・カンパニーの社員、日くさ下か部べ小こ町まち。

　名は体を表す、とはよく言ったもので、実に美しい女性である。腰まで届く茶色い巻き髪、芸術的なまでに整った目鼻立ち、豊満な胸、くびれた腰つき、タイトなスカートからのぞく美脚……どれをとっても極上の一級品。絶世の美女、という表現も大袈裟ではないだろう。ただ、彼女が放つ妖よう艶えんな雰囲気は小町という和風な名前よりも洋風のそれの方が似合うかもしれない。

　その小町がデスクトップのパソコン画面に目をやり、ふう、と気け怠だるいため息をついた。剣けん呑のんな目つきですら色香がある。

　彼女はここ数年、「新作ゲーム」の開発に携わっている。ため息の理由はそのゲームにあった。

「65か……ちょっと厳しいわね……」

　カタカタとキーボードを叩たたきながら、悩ましげに漏らす。

　しばらくして、パソコン画面に廊下の監視カメラ映像が転送されてきた。とある人物が網膜センサーをパスし、今まさに部屋に入ってこようとしている。

　小町は憂ゆう鬱うつな表情を真面目まじめな仕事モードに切り替え、体をドア方向へ向けた。

「お、おはよーございます……」

　ふらふらとおぼつかない足取りで、桃もも井い巧たくみが入室してきた。そのまま倒れ込むように、床に腰を下ろす。

　小町は脱力気ぎ味みに微笑ほほえんで、真面目な仕事モードからデキの悪い教え子を見守る教師のような優しい顔つきになった。

「その様子じゃ、よっぽどお腹なかがすいてたみたいね」

「それもそうなんですけど、どっちかっつーと、精神的疲労の方が大きくて……」

「またヒナちゃんと何かあったの？」

　巧は具体的には答えず、ぽりぽりと頭を掻かきながら、

「アイツはいつになったら兄離れをしてくれるんですかね……もう高校生なんだし、そろそろシャレにならないと思うんですよ……」

「アンタが妹離れしないからよ」

「してますよ。がっつり離れてますよ」

「どうだか。ま、一番手っ取り早いのはアンタが彼女でもつくることね。そうすればヒナちゃんだってアンタを見る目が変わるかもよ」

「なるほど……いや、でもなぁ……」

「私のアドバイスが気に食わないわけ？」

　小こ町まちが冷徹な目で睨にらみつけ、巧たくみがあわあわと萎い縮しゆくする。

「そ、そうじゃないですけど……オレに恋人ができたりしたら、ヒナがもっと変な感じになりそうで………」

「アンタ、それ言い訳にしてない？」

「……はい。なんか、彼女なんてつくろうと思えばいつでもつくれる的な言い方しちゃいました」

「そういう意味じゃなくて」

「え？」

「そういう意味でもいいんだけど」

「んー……、彼女か……難しいなぁ。オレ、ツラが悪いからなぁ……」

　残念な美的感覚の持ち主である妹に毎日「カッコイイ」と言われている巧は、謙けん遜そんではなく、本当に自分のルックスが悪いと思っている。

「そうでもないわよ」

「マジっすか？」

「中の下ぐらいよ」

「……わかってるとは思いますが、フォローになってませんよ？」

「もっと正直に言ってあげようか？」

「全力で遠慮します」

「人間、顔じゃないわよ」

「小町さんは美人だからそんなことが言えるんですよ」

　さらりと、下心なく言う。巧は、男女の機微に関しては、疎いというか天然なところがある。ので。

「小町さんが彼女になってくれたら一番いいんだけどなぁ」

　なんてことも普通に言ってのける。

　小町は瞬間的に頬ほおを赤らめて、それを悟られまいと、すぐに険しい顔をつくった。

「な、何バカなこと言ってんのよ。何で私がアンタみたいな……そ、そりゃ、まあ、そのクセのある顔も嫌いじゃないけどね、だからって、何で私が……」

「ですよね。オレと小町さんじゃ釣り合わないっすよね」

「……」

　小町はなんだか複雑な気持ちになって、最終的にムカついた。とりあえず巧の頭を殴ることにした。

「イテッ。なんで殴るんすか？」

「釣り合わないってのはこっちのセリフよ」

「わ、わかってますよ」

　わかられてもそれはそれでイラッとするので、もう一発殴った。

「だから、なんで殴るんですかっ」

「うっさい」

「……？」

　なぜ小こ町まちが怒っているのかよくわからなかったが、これ以上言うとまた殴られるので、巧たくみは反論をしない。

　代わりに、すっと姿勢を正して、場の空気を改めた。

　小町も顔つきを仕事モードに戻す。

「――で、今日のオレの仕事はなんですか？」

　桃もも井い巧の仕事は――

『開発中オンラインゲームのテストプレイ』

　である。

　簡単に言ってしまえば『テストプレイヤー』だ。

　さらに付け加えると、ゲームの種類は、多人数参加型大規模オンラインロールプレイングゲーム――いわゆるＭＭＯＲＰＧ。インターネットの普及に伴い世界中でユーザー数が急増している人気ジャンルである。

　一般的にこの仕事は、開発関係者内で行う「αテスト」と一般からテストプレイヤーを募る「βテスト」の二種類があり、巧の仕事はαとβのちょうど中間ぐらいに位置する。

　いずれにしても、開発中のゲームなので、テストプレイヤーには「ゲームの内容を口外しない」という守秘義務が課せられる。巧がヒナに仕事内容を問われても適当に誤ご魔ま化かすのには、こういった理由もある。

　しかし、巧がヒナに言った「派遣の仕事」や「肉体労働」という言葉も嘘うそではない。

　ここブレイン・カンパニーで現在開発中のゲームは『特殊なゲーム』なのだ。

「今日の仕事はこれよ」

　小町が、プリントアウトした一枚の用紙を巧に手渡す。

　その一行目に、

【　魔ま鉱こう石せきを入手せよ　】

　と、太字で大きく記されている。これは『クエスト』と呼ばれるもので、プレイヤーが達成するべきノルマである。

　達成しなければ給与をもらえない。完全歩合制となっている。

　クエストが記された下の行からは、地図、エリア情報、出現モンスターとモンスターの弱点、推奨人数および推奨武器……などなどＲＰＧ用語をふんだんに使った文章が続く。ゲーム攻略本と同じで、プレイヤーはこれらの情報を元にゲームを進めていくのだ。

　巧たくみはその内容をくまなくチェックして、とあるモンスターの名前に目を留めた。

「――ライカンスロープ？」

「狼おおかみ男おとこよ。何度か戦ったことあるでしょ？」

「あー、アイツか。アイツ強いから苦手なんだよなぁ……」

「今回は『討とう伐ばつクエスト』じゃないから、遭遇したら逃げればいいのよ」

「アイツ足も速いからな……イヤだなぁ……」

「嫌なら受けなくてもいいのよ？　プレイヤーはアンタだけじゃないんだから」

「や、やりますよ。今日仕事しなかったら、お腹なかと背中がくっついちゃう……」

「だったら早く準備しなさい」

　巧は腰を上げ、今いる部屋の向かい――透明のガラス戸で仕切られた部屋へと移動する。

　その部屋は『プレイヤーズブース』という。

　壁の至るところから無数のプラグやコードが伸びていて、部屋の中央にある黒い椅い子すと繋つながっている。マッドサイエンティストが実験をする場所――というようなアニメなどでよくみる光景が、実際にそこにある。はっきり言って、異様な部屋である。

　巧が黒い椅子に腰を下ろす。

　すると、自動的にベルトが締まる。さらに首、二の腕、手首、足などにも同様にベルトがかかる。厳密にはベルトではない。ベルト状の特殊な装置だ。それぞれの部位につけられた装置には小型の液晶画面やキーパネルなどが付いている。

　ともかく、巧は身動きの取れない状態にさせられる。

　そこから先は小こ町まちの仕事だ。

　巧の体を縛る装置、そのパネルにコードを入力し、起動させる。それからプラグ接続に不備はないかなどを確認して、最後にヘッドフォン型のディスプレイを巧の頭に乗せる。人によって異なるが、ちょうど顔の半分が隠れるような格好になる。

『違和感はない？』

　ヘッドフォンを通じて小町の声が届く。

「大丈夫っす」

『そう。じゃ、早速行くわよ――』

　小町はすでにブースを離れ、向かいの部屋でキーボードを叩たたいている。踊るような指の動きの最後にエンターキーを押して、

『――ログイン』

　その声はもう、巧の耳には届いていない。



　――――ッ！



　巧たくみの体に何度経験しても慣れない強烈な負荷がかかる。

　次に、負荷とは真逆の浮遊感に襲われる。ふわふわと体が浮く、といった生易しいものではなく、体内にある臓器を根こそぎ吸い取られるような筆舌し難い感覚だ。

　その感覚はしばらく続く。全身の血液が逆流して、心臓をも通過して頭に集まるような錯覚に陥る。

　脳が焼けるように熱くなり、意識が混濁して、発狂とブラックアウトの寸前。

　すう、と熱が引く。

　その時、ほんの一瞬だが圧倒的な快楽に包まれる。性的な快楽ではない。妊婦が無事に出産し終えたような、苦痛から解放され安らぎが充満する気分。

　幸福といってもいい。

　巧はこの瞬間のことを『魂が抜ける』と表現する。

　もっとも、それは巧が『この先』を知っているから言える言葉に過ぎない。



　桃もも井い巧の仕事は『開発中オンラインゲームのテストプレイヤー』であり、そのゲームは『特殊』である。ジャンルはＭＭＯＲＰＧ――よりも進化したもの。ＶＲバーチヤルという二文字や「体感型」という漢字を付け加えなければ正確とはいえない。が、表記の仕方などあまり意味はない。

　巧の精神は肉体を離れ、別の世界へと移動している。

　別の世界とは電脳世界。

　つまり――ゲームの中、である。





　見渡すかぎりの緑。

　広大な草原。

　空には太陽があり、大地には水があり、草木が生い茂る。

　風が吹き、温度を感じ、鳥のさえずりさえ聞き取れる。

　これらはすべて、現実にいるプレイヤーの脳に送られてくる電子信号が見せる（感じさせる）仮想世界なのだが、五感が伝える情報は現実世界にいる時と何ら遜そん色しよくない。

　実存する別の場所にいる――と理解する方が手っ取り早いぐらいの精密さでこの空間は構築されている。

　巧はそこにいる。

『ゲームの中』に来ている。

　そして、息を潜めている。

「………」

　膝ひざまで届くほど背せ丈たけの高い草に身を沈め、歩腹前進の要領で数秒に数センチずつ動いている。服には泥がつき、顔の前にある葉を露が伝う。

（しかしまあリアルだよな）

　胸中で呟つぶやきながらも決して口には出さない。

　この世界にいる巧たくみの姿は、現実世界のそれとは微妙に異なる。背格好や顔つきは同じ。髪の色が違う。黒髪に所々、赤色のメッシュが入っている。

　これは『アバター』――仮想体――である。本来ならば、姿や形も現実世界のものとは大きく異なるべきで、そうでなければ意味もないのだが、なぜか巧は髪の色しか変わらず、コンピューターに自動でデザインされ、変更もきかないので、どうしようもない。

　服装も違う。こちらは巧本人が選んで着ているものだ。布製のシャツにワークパンツ。革製のブーツ。工事現場などでよく見かける作業服のような格好だ。

　さらに、鞘さやに収められた剣を腰に差している。

　こういった「いかにもゲーム的な物」がなければ、プレイヤー経験のそこそこ長い巧ですら、ここが現実かバーチャルか怪しくなることがある。

　今、巧の目は「いかにもゲーム的な物」を二つ、捉とらえていた。

　一つは、翡ひ翠すい色をした大きな石。今回のクエストの目的である『魔ま鉱こう石せき』だ。現実世界にあれば時価数億円は下らないであろう眩まばゆい輝きを放つ石が、草むらに無造作に転がっている。いかにもゲーム、である。

　もう一つは、その魔鉱石のすぐ近くで眠っている生物だ。狼おおかみの頭部と人間の肉体を併せ持つ異形の生命体。『ライカンスロープ』の名を持つモンスターが、よりにもよって目的アイテムの真横ですやすやと眠っていた。

「うわぁ……どーしよう………」

　思わず口をついてしまうほど、意地悪なシチュエーションだった。

　この人狼が起きると厄介なことになる。何度か戦ったことがある、といってもそれは、他ほかにパーティーがいた時のことで、ソロではやり合ったことがない。戦っても負けるとは思わな……いや、どうだろう。突き出た口からのぞいている鋭利な牙きば、機敏そうな筋肉の付き方、手足の先にはこれまた鋭利な爪つめ。見れば見るほど勝算が減っていく。

　巧はとても困った。まあ、困ったところで作戦はひとつしかない。そーっとバレないように近づいて魔鉱石を掠かすめ取とる。……なぜか負けた気分のしてくる作戦ではあるが、それしかない。

　というわけで、歩腹前進。じりじりと音も立てずに近づいていた。目標まで数メートルに迫り、改めて魔物を確認する。

　すうすうと寝息を立てている。ちょっぴり可愛かわいいとさえ思える寝顔だ。

（……よし、行こう）

　意を決して、巧たくみは手を伸ばした。ゆっくりゆっくり、慎重に、起きるなよと祈りつつ、たっぷりと時間をかけて……魔ま鉱こう石せきを掴つかんだ。

　矢先に。

「――ん？」

　ライカンスロープが目を覚ました。ばっちりと目が合った。巧はとりあえず、

「あはは」

　笑いかけてみた。もちろん相手は笑ってくれない。

「……貴様、何をしておる？」

　と二本足で立つライカンスロープ。このゲームは戦闘能力の高いモンスターほど知能も高く設定されており、会話さえできるのだ。

「なにって……散歩？」

　苦笑いのまま答え、秘ひそかに魔鉱石をズボンの後ろポケットに仕し舞まう。秘かに、のつもりだったが、それもばっちりと見られていた。ライカンスロープが呆あきれた様子で嘆息する。

「我は無益な殺生は好まぬ。石を置いて立ち去れば、見逃そう」

「……」

　えらく出来た魔物だな、とか、なんだよその武士っぽい喋しやべり方は、とか、魔物に呆れられるオレってどうなの、とか色々と言いたいのを我慢して、巧も立ち上がる。



    

  
    
      



    

  
    
      　で、逃げた。

「待てい！」

「待たない！」

　予想通りの機敏さでライカンスロープが飛びかかってきた。巧たくみはそれをどうにか避けて全力で逃げる。飛びつかれては避け、近づかれては反転し、ひたすら逃げる。

　とはいえ、ジリ貧は否めない。速力では相手が一枚上手だ。

「敵に背を向けて逃亡とは、貴様それでも戦士か！」

「んのやろ、なめんな！」

　巧は応戦に打って出た。交錯するタイミングを見計らい、剣を鞘さやから抜き払う。

　が、ライカンスロープの爪つめがその剣を真っ二つに割った。

「うぞぉっ」

「それで終しまいか、卑ひ怯きよう者もの！」

「う、うわあああっ！」

　また逃げる。広大な草原で人と犬が追いかけっこ――という風景にしか映らないけど、実情は命がけだ。

　幾ばくかの攻防（？）を経て、巧の体に激痛が走った。

　右足をライカンスロープの爪で切り裂かれたのだ。

　ブシュッ、という大袈裟な音とともに鮮血が飛び散り、巧は派手に転倒する。

「手間をかけさせおって」

　舌なめずりをしながら、ライカンスロープが近づく。

「……くそっ」

　と、巧はポケットの中からある物を取り出し、迫り来る魔物の足下に投げつけた。

　パァン！　と炸さく裂れつ音おんがして、地面からモクモクと煙があがる。

「きゃんっ」

　意外にも可愛かわいい鳴き声を発して、ライカンスロープが怯ひるんだ。

「ははっ、煙玉に弱いことは知ってんだよ。そのままもがいてろ」

　巧は痛みを堪えて、再び逃走する。目指すは草原の中にあって不自然な白い輝きを放つ光の渦だ。ワープホールと呼ばれるその渦に飛び込めば、プレイヤーはエリアを移動することができる。その渦まで目算で二百メートルほど。

（大丈夫、逃げ切れる！）

　と安心したのも束つかの間ま。

「逃がさん！」

　真後ろから襲われた。ご丁寧にも声をかけてくれたので間一髪、身をよじることができたが、その際に今度は腕を抉えぐられ、また転倒した。

　巧たくみとライカンスロープ、ついに向き合って対たい峙じする。

「ま、待て。落ち着こう。話し合おう」

「問答無用」

「石は返すから。それでいいだろ？」

「黙れ。せめて散り際ぐらい潔くあれ」

　どちらが魔物だかわからないようなやりとりをしながら、巧は後ずさる。

「マジで謝るから、ね？　ね？」

「ええい、往生際の悪い！」

　業を煮やしたライカンスロープが、巧の首元に噛かみつくべく地を蹴けって――

　ずぼっ。

「ぬううっ？」

　落とし穴にはまった人じん狼ろうがもがく。足あ掻がけば足掻くほど、体が穴にはまっていく。

　罠わなを仕掛けたのは巧だ。この草原エリアに着いた時に仕掛けていた。もっとも、これを使うような展開にはなりたくなかったのだが。

　巧は唇を不敵に歪ゆがめ、悠然とライカンスロープを見下ろす。

「テメーみたいな筋肉バカとは頭の出来が違うんだよ」

　本当は罠の場所を忘れて右往左往していたんだ、とはもちろん言わない。

「おのれ、どこまでも卑ひ怯きような奴やつめっ」

「……卑怯で結構。それがオレのやり方だ」

　その言葉だけは傲ごう慢まんに放たず、自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく呟つぶやいた。

　それから、足下に転がっていた石を持ち上げ、ライカンスロープの脳天に叩たたきつけた。ライカンスロープが白目を剥むき、舌をだらりと垂らす。気絶状態である。魔物を討とう伐ばつした場合は光の粒子となって消滅する。今は討伐の絶好の機会だが、そこまではしない。

「はぁ……疲れた」

　痛む足を引きずるようにして歩き、巧はワープホールに身を投じた。





　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階７号室、プレイヤーズブース。

　無数のプラグが繋つながった黒い椅い子す、そこに座る体がビクンと大きく揺れ、巧は現実世界に『帰還』した。

　小こ町まちが、巧の体を縛る各種装置に解除コードを入力し、最後にヘッドフォン型のディスプレイを外してやる。

「おかえり」

「ただいまっす」

　椅い子すから立ち上がろうとした巧たくみがふらっとよろめき、小こ町まちが咄とつ嗟さに支えた。

「ちょっと、大丈夫？」

「大丈夫です。腹の減りすぎで目眩めまいが……」

「本当は？」

「足が超痛い」

「同調システムが向上した成果ね」

「成果って……今の同調率はいくらですか？」

「65％」

「げっ。また上がってるし……」

　巧は体の痛みにではなく、小町の言った数値に顔をしかめた。

　電脳世界で負った傷は、そのまま現実世界にフィードバックする仕組みになっている。それは同調率が関係するので、１００％フィードバックするわけではない。

　現在の同調率は65％。つまり電脳世界で負ったダメージの六割程度の痛みが残ることになる。残るのは痛みだけで、外傷はない。今の巧も、魔物の爪つめで抉えぐられた右足や腕には傷ひとつないのだ。

「無事だったんだから、よかったじゃない」

「そんな簡単に言わないでくださいよ。冗談抜きでかなり痛いんですから……」

「唾つばでもつけとけば治るわよ」

　巧は不満げに口を尖とがらすも、文句は控える。これ以上言うと本物の傷をつけられる。

　なので文句は言わないが、

「70です」

　と真剣な口調で言った。

「70って、何が？」

「70％が限界です。それ以上は……シャレにならない」

「……了解。報告しておくわ」

「あくまでオレの場合ですけどね。他ほかのプレイヤーなら、もう少し上でも大丈夫だと思いますよ」

　これは軽い口調で言った。軽い、というより、やや自虐的な響きがある。

「そ」

　と、小町はひと言で流し、支えている手を解いた。

　そして、ブースから出た巧に、一枚の小切手を見せる。

「はい、今回の報酬」

　巧はそこに記された金額を確認する。

　確認するだけで小切手を受け取りはしない。

　記されていた額は――金百万円也なり。

「いくらにする？」

「んー……十五万でいいです」

　小こ町まちが小切手を机の引き出しに仕し舞まって、そこから現金十五万円を取り出すと、今度はしっかりと巧たくみに手渡した。

　ちょっと不思議なやりとりだが、これが巧の給料受け取り方法である。

　今回の報酬は百万円。

　そこから十五万円を受け取って、残りを『返済分』にあてる。

　この会社から借りている金を返す。

　蒸発した父親が残した借金を返済する。

　こうやって桃もも井い巧は、どうにか生計を立てている。

　生きるために。

　妹と暮らすために。

「じゃあ、オレ帰ります」

　と、巧が荷物を持ってドアへと歩き出す。

「あ、待って」

「なんですか？」

「そのＴシャツ、ダサいわよ」

「……ああぁ、着替えるの忘れてた……」

　どぎついピンク色の服を隠すように身を縮め、巧は部屋から去った。

　去った後、小町はもう一度「待って」と呼び止とめたが、もう遅い。Ｔシャツなんかより重要なことを伝え忘れていた。

「……ま、いっか。どうせすぐにわかることだし」



　巧を乗せたバイクが埋め立て地を出て、湾岸道路を走る。オレンジ色の夕ゆう陽ひがタンクの赤色と混ざり合って、美しい、と自画自賛。風が気持ちよく、このままどこまでも走っていたい気分になってくるけど、寄り道などせずに真まっ直すぐ家を目指す。

　妹が待っている。ヒナがお腹なかをすかせて待っている。喜ぶ顔が目に浮かぶ。約束どおり今日は豪勢に寿す司しを……いやいや、こういう浪費癖が後々になって響くんだ、やはり倹約して……なんて考えている巧の頬ほおも緩んでいた。

　おんぼろアパートに戻ったのは、午後七時過ぎだった。

「お疲れ、レッドフォード」

　エンジンを切り、愛車のタンクをポンポンと叩たたいて、バイクから降りる。ヘルメットの中にゴーグルを入れて、小こ脇わきに抱える。

　トントントンとリズミカルにアパートの階段を駆け上るも、

「―――いっ……！」

　途中で足が痛み、危うく踏み外しそうになった。

「……たくない。痛くないよ～」

　自分に言い聞かせる。仕事で怪け我がをした、なんて言えば妹がどれだけ騒ぐかわからない。泣いたり怒ったりする顔がありありと浮かぶ。

　巧たくみは気合いで痛覚を麻ま痺ひさせて、足を踏みだす。

　が、三段ほど上ったところで再び立ち止どまった。

　桃もも井い家の部屋の前、一人の美少女が立っていたからだ。

　美少女も巧の存在に気づく。

「桃井さん、ですか？」

　耳に染み渡るようなその声に、巧は言葉を返せない。

　呆ぼう然ぜんとした面持ちで美少女を見つめる。

　自分の帰りを待ちわびている妹の顔が、頭から消えていた。



    

  
    
      

二章　運命の人かもしれない人





　極めて幸運なことに、桃井巧の周囲には美人が多い。

　その中でも群を抜いた美しさを誇るのは小こ町まちで、妹のヒナも（妹をそういう目で見たりしないけど）美少女だ。通っている高校にも可愛かわいい女子生徒がたくさんいる。もっとも、巧は女性に対して「可愛くない」という感想を抱いたことのない、かなりおめでたい感性の持ち主なのだが、それはさておき。

　そういう恵まれた環境にいる巧も、女性の美しさに言葉を失うという経験はこれまでに一度しかなかった。

　そして今、人生で二度目の衝撃を受けている。自宅前に立っていた、おんぼろアパートにはまるで縁のなさそうな美少女に痺しびれている。

　やや高めの背せ丈たけに、すらりと長い手脚。

　しなやかで凛りんとした佇たたずまい。

　尖とがった顎あご先。筋の通った鼻。薄い唇。形のよい眉まゆ。

　髪をキュッとポニーテールでまとめているので、シャープな輪郭が一層、引き締まって見えた。

　なにより巧たくみを惹ひきつけて止やまないのが、その瞳ひとみだ。切れ長で、吊つり上あがった目。自分や妹のタレ目とは正反対だから憧あこがれるのではなく、意志の強さがそのまま輝きとして表れているような瞳に、釘くぎ付づけになった。

　巧の体内を電流が駆け抜けていく。昔、小こ町まちを初めて見た時にも感じた衝撃。しかし、あの時とはちょっと種類の違う衝撃だ。

　小町は、電流というよりも電撃。激しい落雷だった。目眩めまいがするほど神々しくて、見み惚ほれてしまうのではなく、その美しさに畏い怖ふするといった心境だった。

　今は心地よい電気が流れている。不思議と落ち着いてしまう。許されるのならば、いつまでもこうして眺めていたい。そんな穏やかな刺し激げき。

　小町が薔ば薇らならば、彼女は百ゆ合りの花だ。ヒナはチューリップだ。

　小町が女じよ王おう蜂ばちならば、彼女はモンシロチョウで、ヒナはテントウ虫だ。

　小町が絶品スイーツならば、彼女は職人手作りの和菓子で、ヒナはお子様ランチだ。

　小町が大トロならば……

「あの」

　美少女に声をかけられて、巧は衝撃と妙な想像から立ち直った。

「――あっ、すいません。桃もも井いです。オレは桃井巧ですけど……なにか？」

「私、立たち花ばなと申します。今日から隣に引っ越してきたので、その挨あい拶さつを」

「これはご丁寧にどうも。そうですか、お隣に引っ越し―――えええっ!?」

　自分でも驚くほど驚いてしまい、その驚き方に美少女も驚いた。

「ど、どうかしましたか？」

「本当ですか？　本当にオレのお隣さんになってくださるのですか？」

「そう、ですけど……？」

「そうですか。いやはや。それはそれは。なんともまあ……」

　と、わけのわからないことを口走りながら、巧は小さくガッツポーズをした。

　つい数時間前に小町と、彼女だの兄離れだのと話していただけに、この美少女の出現が天の配剤であるかのように感じた。わりと本気で、

（これは運命だ）

　とも思った。なので巧は、自分の弱点である――と思っている――顔の印象を少しでも良くしようと、小刻みに体の角度を変えてみたり、ニヒルなつもりで唇の端を吊り上げてみたりする。はっきり言って挙動不審だった。

　そこへ。

「巧くん？　帰ってきたの？」

　部屋の中からヒナが顔を出した。

（マズい！）

　危機を察知した巧たくみが身構えるも、ヒナは電光石火の速さで抱きついてきた。

「おっかえりぃ！　ヒナ、いい子で待ってたよ！　褒めて褒めて！」

「こ、こら、バカ、離れろ」

「いいでしょ久しぶりなんだからっ。あ、そうだ、おかえりの―――ん？」

　いつにも増して嫌がる巧にしがみつきながら、ヒナは見知らぬ女性の存在に気づく。

　誰だれだろう、この美人は？　……いや別にそれほど美人でもないけど別に全然……。

　とにかくマズい。なんだかわからないけどマズい――と、ヒナの本能やら女の勘やらが激しく警鐘を鳴らしたので、全身全霊の素っ気なさで訊たずねる。

「……どちら様ですか？　何かご用ですか？」

「え、えっと……」

　美少女はあきらかに困惑した様子で口ごもり、巧が代わりに喋しやべる。

「こちら、立たち花ばなさん。今日から隣に越してきたそうだ。ほら、お前も挨あい拶さつしなさい」

　と頭を押さえつけられ、ヒナも一応の挨拶をする。

「初めまして、桃もも井いヒナです。巧くんの家内で――」

「妹です！　オレが兄でコイツは妹です！」

「嫁です。新郎と新婦の関係です」

「ちょ、お前、なに言ってんだよ！　誤解されるだろ！」

「隠すことないでしょ、私たちは歴れつきとした恋人同士なんだから」

「またそーゆーことを……つーか、嫁だの新婦だの恋人だの統一性がねぇなお前は！」

「じゃあ嫁にする」

「するな！」

「あ、あの……」

　美少女があきらかにドン引きした様子で、口を挟む。

「どれが正解ですか？」

「妹です！」「嫁です！」

　二人同時に主張して、数秒の沈黙。

「………あ、はい。じゃあ、その、よろしくお願いします……」

　これ以上は関かかわってはいけない、と判断したのだろう、美少女はすごすごと自室に引き下がっていく。

「ああっ、立花さん待って！」

　巧が必死の思いで呼び止とめ、美少女は嫌そうに振り返った。

「何でしょうか？」

「あ、あの、えっと……そうだ、お名前はなんですか？」

「……立たち花ばなって言いませんでしたか？」

「名字じゃなくて、名前」

「あ………栞しおり、です」

「栞さん……。す、すす、素敵な名前ですね」

「……」

　美少女――立花栞は無表情のまま軽く頭を下げ、自室に入った。

　閉まったドアを名な残ごり惜しそうに見つめてから、巧たくみは会心の笑みを浮かべる。素敵な名前ですね、が我ながらナイスなセリフだと思った。

　そんな兄の、今のオレは頑張った的な顔が気に入らないヒナは、

「むっ」

　と、頬ほおをパンパンに膨らませて唸うなり、睨にらんだ。睨んでもちっとも威圧感がなく、むしろ滑こつ稽けいでキュートな表情になることをヒナ自身は知らない。

「なんだよ？」

「むむむっ！」

「ヘラヘラなんかしてないよ」

　巧にはヒナ語が理解できるらしい。

「むふむ～むむっふ！」

「そうか、ヒナもそう思うか。オレもこの出会いは運命だと思ったよ」

「違～う！　そんなこと言ってないでしょ！」

「なに言ってるのかわかんねぇよ」

　やっぱりわからないらしい。

「なにが運命よ、たまたま隣に女の人が越してきただけじゃん！」

「その偶然こそが運命なんだよ」

「……ううっ……ひどいよ、ヒナいい子で待ってたのに……」

「あー、泣くなよ。ほら、これを見ろ」

　巧が給料十五万円を懐ふところから出す。その瞬間、ヒナはぴたりと泣なき止やんで、満面の笑みになった。なんて現金な奴やつだ、と巧は自らの教育方針に疑問を抱いたが、今は良しとした。

「寿す司し、行くか」

「うん！」

「あ、でも、回る寿司な？」

「巧くんと一緒なら回る寿司でも踊る寿司でも何でもいいよ～」

「踊る寿司ってなんだよ」

　二人は部屋に戻らず、そのまま階段を下りて、回る寿司屋へと歩いて行く。

　その様子を、立たち花ばな栞しおりが自室の窓から眺めていた。部屋には段ボール箱が二つある他ほかは、とりたてて家具もない。

　栞は、小さくなっていく巧たくみの背中に向かって、

「あれが桃もも井い巧……」

　どこか憎らしげに言った。さらにもうひと言。

「……変な服」

　巧が妹とダサいＴシャツをペアルックしちゃってることに気づいたのは、寿す司し屋やを出たあとだった。



　一夜明けて、翌日の朝――。

　高校の制服を着た巧が玄関から出ると、

「「あ」」

　二つの声が重なった。

　昨日から隣人になった美少女――立花栞も同じように部屋から出てきたのだ。しかし、巧の驚きは幸運なタイミングだけではない。

　彼女も制服を着ていた。赤色を基調としたやや奇抜なデザインのセーラー服。巧は見慣れたデザインの制服に、驚きと感動を覚えた。

「やっぱり運命だ……」

　感動のあまり、思わず口にしてしまった。

「え？」

　と、栞は当然の反応。

「オレたち一緒の学校だ」

「そう、ですか」

「栞ちゃん、高校生だったんだね。もっと大人かと思った。あ、何年生？　オレは二年。二年Ｂ組だよ」

　ハイテンションでさえずる巧に、栞は猫のような瞳ひとみをキッと尖とがらせ、

「立花です。名前で呼ばないでください」

　昨夜の大人しそうな雰囲気が一転、急に刺とげ々とげしくなった。巧はその変化に若干、戸惑いながらも笑顔は崩さない。

「まあまあ。せっかく隣同士で学校も同じなんだし、仲良くしようよ。栞ちゃんも敬語はやめて――」

「立花です」

「……はい」

「失礼します」

「あ、待って。一緒に行こう」

「結構です」

　言葉と態度と目線で退け、栞しおりは一人、階段を駆け下りて行った。

「ふふ。嫌われちゃったね。可哀想かわいそうに。うふふ……」

　ヒナが意地の悪い笑みを浮かべ、部屋から出てきた。服装は奇抜なデザインのセーラー服。栞が着ていたのとまったく同じ制服である。ただ、ヒナの場合は高校生には見えず、お嬢様小学生といった感じになってしまうのだが。

「オレ、なんかマズいこと言ったかなぁ……」

　思い当たるフシがない――のは巧たくみだけで、昨夜からの奇怪な言動は人に嫌悪感を与えるには充分すぎる内容である。が、それを差し引いても、栞の態度は冷たい。誰だれに対してもああなのかな、などといらぬ心配までしてしまう。

　そんな巧の制服をくいくいとヒナが引っ張り、ジト目で睨にらむ。

「なんだよ？」

「……まさか、一ひと目め惚ぼれしたとかバカなこと言わないよねぇ？」

「バカなことではないだろ」

「ヒナ、浮気は絶対に許さないからね。そこまで心は広くないからねっ」

「浮気って……」

「いい？　巧くんが好きになってもいいのはヒナだけと前世から――」

「さ、学校行くぞ～」

「大事なとこなんだからちゃんと聞いてよっ」

「はいはい……」



　巧たちが住む町は川沿いにある。

　とても大きな川が流れている。

　河川敷も広く、休日ともなればバーベキューをする家族連れや、白球を追いかける少年少女、釣り人、犬を散歩させる人やジョギングをする人、寄り添う恋人たち……などなど多くの人で賑にぎわう。それでも喧けん噪そうにはほど遠く、終日、のどかな時間が流れる。

　巧とヒナの通う高校――私立青せい嵐らん学園もその河川敷が通学路となっている。有名ドラマのオープニングシーンにそっくりの光景が毎朝、そこにある。

　私立青嵐学園は、男女共学で県下でも有数の進学校だ。のびのびとした自由な校風でも知られている。中でも一番有名なのはやはり女子生徒の制服だ。奇抜なデザインながらも評判が良く、この制服を目当てに入学する女子生徒は多い。

　四月中旬――。

　桜の花はすでに役目を終え、河川敷には新緑が青々と息い吹ぶいている。春の暖かさと川の冷たさが混ざった心地よい温度の風が生徒たちの頬ほおを撫なでていく。おはよう、という声が飛び交い、笑顔がこだまする。絵に描いたように爽さわやかな朝の風景である。

　が、しかし。

　爽やかな風景の中にあって一ヶ所だけ、どんよりと重苦しい箇所がある。梅雨前線並みの雨雲を背負って歩く男がいる。

　その男の隣には、真夏の太陽も尻しり込ごみするほどの明るい笑顔を振りまく少女がいる。

　桃もも井い兄妹である。

「ねえねえ、巧たくみくんっ。週末はどこにお出かけするぅ？」

「………ヒナ」

「映画にする？　買い物に行く？　あ、駅前のチーズケーキ食べに行こっか？」

「……ヒナ」

「家でのんびりゴロゴロいちゃいちゃしてもいいよ？」

「ヒナ」

「なあに？」

「うん。言いたいことは腐るほどあるけど、とりあえず手を放そっか」

　と巧は繋つないだ（繋がれた）手を振り払った。ヒナがすかさず手を繋ぐ。巧がそれを振り払い、ヒナが……というやりとりを何度か繰り返したところで、巧が吠ほえた。

「だあああっ！　いい加減にしろよっ！」

「なにを？」

「色んなことを。とりあえず手を放せ」

「巧くんはホントに照れ屋さんだね～」

　意図はまるで通じていないけど、とりあえずヒナが手を放してくれたので良しとした。良しとしてしまう自分に愕がく然ぜんとして、巧はこめかみを押さえる。

（こーゆーのがダメなんだ……）

　こんな風に甘やかすからいけないんだ。このままじゃ一生こんな感じの兄妹関係が続いてしまう。

（そりゃ、まあ……）

　ヒナがどんな形であれ、自分を慕ってくれていることは、悪い気はしない。ちょっぴり嬉うれしい。たった一人の兄と妹だ、仲が悪いよりは仲良しの方がいい。

（……違う。違うぞ、オレ！）

　これは仲良しという次元を遥はるかに越えている。なんだかんだ言いながら、ヒナと二人で映画やショッピングに興じている週末の自分が浮かんでしまう。悲しいかな、はっきりと浮かんでしまう。

（それはダメだ）

　非常にダメだ。むしろ、オレが週末遊びに行こうと言ったら「はあ？　お兄ちゃんマジうざいっつーかキモいんだけど～」とか言うような普通の（？）女子高生にならなければならないんだ……まあ、実際にそんなことを言われたら悲しいけど、そーやってヒナは兄離れをして、いくつかの恋をして、運命の人を見つけて、結婚式で歌をうたってあげるのが兄の役目なんだ。………うわ、ヒナの花嫁姿とか想像したらちょっと泣ける……

（くそ、中途半端なヤローには妹はやらねぇからな……）

（――って、そうじゃない！　あげるよ、どこの馬の骨にでも……いや、馬の骨は……）

　ぶつぶつ言いながら頭を抱えて懊おう悩のうする巧たくみの横で、ヒナは暢のん気きに鼻はな唄うたを歌いながら歩いている。巧は、オホン、とわざとらしい咳せき払ばらいをしてから、

「ヒナ」

「なあに？」

「ヒナは、その、あれだ、好きな人とかいないのか？」

「巧くん」

「オレ以外で」

「ヒナが浮気しちゃうか心配なの？」

「……ん？　ごめん、質問の意味がわかんねぇ」

「安心して。ヒナはウルトラ一いち途ずだから。巧くん以外の人に目移りしたりしないよ」

「……そ、そうか」

　遅まきながらヒナの言い分をわかってしまった巧は、アプローチを変えることにした。

「たとえばさ、好きな男の子と一緒に登下校したり、その人にお弁当を作ってあげたり、休みの日にデートしたり……そーゆー健全な！　すっごく健全な！　高校生活を素敵だと思わないか？」

「うん。思う思う」

「だろ？　だからヒナもそーゆー人を見つけて――」

「そういう素敵な毎日を過ごしてるヒナは幸せ者だよね～」

「んー……どう言えばいいのかなコレ……」

「言わなくてもわかるよ。未来永劫ヒナと幸せに暮らしたいって――にゃ！」

　奇妙な音を発して、ヒナが自分の足に躓つまずくというコント的な転倒をした。

　瞬間、巧が神速の動きでヒナの翻ったスカートにカバンを被かぶせる。そして、周囲を鬼のような形相で睥へい睨げいし、まさかパンツ見てないだろうな？　と目で威嚇する。後方を歩いていた生徒の中には見て（見えて）しまった者もいるのだが、ぶるぶると首を振ったり目を逸そらしたりして潔白を主張していた。

「ううぅ……痛いよぉ……」

「泣くなよ」

「巧たくみくんが手を繋つないでくれないから転ぶんだよぉ……」

「わかったわかった。んなことより、もう少しスカートの丈たけを長くしろよ。じゃないと、その……アレだから……」

　ヒナはぴたっと泣なき止やんで、ニヤーっと笑った。

「パンツ見た？」

「見てねぇよ。なんで嬉うれしそうなんだよ」

「ちぇっ、せっかく巧くんの大好きな白いパンツだったのにぃ」

「好きじゃねぇし、ピンクだろ」

「やっぱり見てたんだねっ」

「あ、いや……てか、そーじゃなくて！　人様に見せるもんじゃねえだろ！」

「安心して。巧くん以外には見せないからっ」

「だから……あーもう！　とにかく立てよ、ほら」

　と、手を差し出す。

　ヒナは幸せそうな笑顔でその手を取る。巧はすぐに手を放そうとしたが、また転ぶのが心配でさっきよりも強く握る。

　結局、巧の葛かつ藤とうは徒労に終わり、二人仲良く登校してしまう。

　毎日この調子である。

　道行く他ほかの生徒たちは、ヒナが入学してからまだ二週間とはいえ、この光景をすっかり見慣れてしまい「ホントに仲良いんだね～」と微笑ほほえましくも生ぬるい視線を送り、あまり近づこうとはしない。

　そんな奇異の視線を一身に浴びて、

（ダメだ。これじゃダメなんだ……兄離れ……結婚式での弾き語り……）

　と、巧の葛藤は繰り返される。

「ねえねえ、週末デートはどこにする？」

「映画でいいんじゃね？」

　うっかり即答してしまって、葛藤は無限ループに陥るのだった。



　さて。

　学校に着いた巧は、二年Ｂ組の窓際最後尾の席に座って、またまた衝撃を受けた。

「立たち花ばな栞しおりさんだ。みんな、仲良くしてやってくれ」

　クラス担任の男性教師が転校生を紹介をして、その転校生が一礼をして、クラスメイトの女子が転校生の綺き麗れいさに息を呑のんで、クラスメイトの男子が盛大な拍手を贈った。

「えーっと、とりあえず……」

　担任教師が教室を見渡す。窓際最後尾の隣にしか空席がなかった。

「あそこに座ってくれ」

　と言われて、栞しおりは露骨に嫌な顔をしたが、断ることなどできなかった。

　かくして、桃もも井い巧たくみと立たち花ばな栞は教室でも隣同士になったのである。

　しばらく放心状態で栞を見つめていた巧が、

「やっぱり運命だ……」

　と言うと、

「………」

　栞はちらっと巧を見るだけで、何も言わず、すぐに顔を逸そらした。

「栞ちゃんは運命だと思わない？」

「立花です」

「そうだったね……でもさ、たまたま隣の部屋に引っ越してきて、たまたま同じ学校で、学年も同じでクラスも同じで席が隣同士。これはもう運命だと――」

「思いません」

　栞は黒板から目を離そうとしない。頑かたくなに顔の角度を変えない。

　つれない態度に巧は泣きそうになったけど、頑張ることにした。今朝のヒナとの不毛なやりとり、そして「アンタが彼女をつくれば――」という小こ町まちのアドバイスがぐいぐいと背中を押した。

「栞ちゃんってさ――」

「立花です」

「……はい。あ、オレのことは巧って呼んでくれても――」

「呼びません」

「えーっと……栞ちゃんはケーキ好き？」

「立花です」

「駅前にチーズケーキの美お味いしい店があるんだけど、良かったら一緒に――」

「行きません」

「じゃあショッピング――」

「行きません」

「栞ちゃん、よく見ると一重だね」

「立花です。二重です。よく見ないでください」

「映画とかよく見る人？」

「見ません」

「週末は何をして――」

「教えません」

「家でゴロゴロ――」

「してません」

「やっぱり運命だと――」

「思いません」

「今日のパンツは――」

「穿はいてま……」

　流れとはいえ、とんでもないことを口走りそうになり、栞しおりはようやく巧たくみを睨にらんだ。豹ひようのように獰どう猛もうな目で。顔を真っ赤に染めて。

「いい加減にしてよ！」

　怒声が教室に響き渡り、クラスメイトが一斉に二人を見る。栞はその視線を斬きり捨すてるかのようにして、ただ黒板だけを睨みつける。

「あ、あの、なんか、ごめんね？」

「……もう話しかけないで」

　これも巧を見ずに、吐き捨てた。

　やがて一時間目の授業が始まり、授業が終わると同時に、

「ねえ、栞ちゃん」

　と巧が果敢にチャレンジするも、栞は席を立って風のように教室から去った。巧は机に突っ伏して頭を抱える。

「うわあぁ……しまったぁ……」

「嫌われても当然だね」

　と、やけに慇いん懃ぎんな話し方でクラスメイトの男子が巧に声をかけた。

　彼の名は、日くさ下か部べ尚なお之ゆき。日下部小こ町まちの弟である。

　姉に似て、芸術的なまでに整った容姿をしている。さらに、成績優秀、スポーツ万能、生徒会副会長（次期会長確実）、おまけにメガネまで似合うという完全無欠のイケメン。当然、女子生徒からの人気は絶大で、男子生徒の九割からは嫌われている。彼と親しくしているのは巧ぐらいである。

　尚之は涼しい顔で、落ち込む親友をさらに追い込む。

「初対面の女性に下着の話をするなんて、どうかしているよ君は」

「あ、あれはその、朝の会話が残っていたというか、つい流れで……」

「でもまあ、彼女も随分と気難しそうな人ではあるね」

「いや、オレがもっといい感じでオシャレに話しかければきっと……」

「無理して仲良くする必要もないだろう」

「そうはいかねぇよ。このままじゃ兄離れが進まないんだ」

「……君は意味不明な発言が多くて困る」

「だから、このままじゃオレは一生ヒナと週末を過ごすことになるんだよ」

「別にいいじゃないか」

「全然よくねぇだろ」

「僕は姉さんと一生を共にできるなら、それに勝る幸福はないと思うぞ」

　尚なお之ゆきがメガネをくいっと上げて、堂々と言う。

　彼は色々な意味で完かん璧ぺきな男だが、ただ一点だけ、とっても残念な特徴がある。巧たくみは尚之と小学生の頃ころからの付き合いだし、似たようなことを言う知り合い（妹）がいるので驚きはしないが、残念なヤツだな、とは思う。小こ町まちが弟を愛していないことも知っているので、可哀想かわいそうなヤツだ、と少しだけ同情もしている。

「とにかく、オレは栞しおりちゃんと仲良くなるんだ。そして、できれば、その、彼女になってもらう。そうすればヒナのオレを見る目も変わる……かもしれない」

「相変わらず、妹のことで頭がいっぱいだな」

「んなことねぇよ」

「だとしても、妹のために恋人をつくる、というのは動機が不純すぎないか？」

「う……で、でも、本当に運命だとも思ったんだ。お前もそう思うだろ？」

「何の話だ？」

「お隣に引っ越してきた人と同じ学校で同じクラスで隣同士の席になることだよ」

　それは立たち花ばなさんのことか、と確認はせず、尚之はメガネをくいっと上げる。

「かなりの偶然、といったところだな」

「んじゃあ、その人とラブい関係になったら？」

「そうなれば運命と言ってもいいんじゃないか。ただし、人には聞かせない方がいいね」

「んじゃあ、オレ頑張るよ。偶然を運命にしてみせる」

「険しい道のりだと思うけどね」

「負けない」

　宣言してから、巧は主のいなくなった隣の席を見つめ、しばし思案に耽ふけった。

「……なあ、尚之。小町さん、なにか言ってなかった？」

「何かとは？」

「仕事のこと」

「何も聞いてない。そもそも僕は、姉さんや君が何の仕事をしているのかも知らない」

「そーだったな」

「教えてくれるのか？」

「ムリ」

　そうこうしている間に休み時間が終わり、尚之は自席に戻った。同じように戻ってきた栞に、巧はできる限りのオシャレさを醸しだして話しかけてみたのだが、ツンと横を向かれるだけで取りつく島もなかった。

　そんな感じのまま一日の授業を終え、下校時間――。

　登校時と同様、妹にぴったりとまとわりつかれながら巧たくみは河川敷を歩く。一緒に帰ろう、と栞しおりを誘ってみたのだが、これもあっさりと断られていた。

　夕ゆう陽ひが眩まぶしいわけでもないのに、巧は眉み間けんにしわを寄せている。そんな表情を彼の妹が見逃すはずもない。

「巧くん、どうしたの？　考えごとでもしてるの？」

「ん……まあな」

「難しい顔をしている時の巧くんもカッコイイね」

　いつもなら呆あきれるだけの妹のセリフに、難しい顔の理由は単に涙を堪えていただけにすぎない巧は、不覚にも癒いやされてしまった。

「……ヒナ。次、給料が入ったら、ダサラビの服を買ってあげる」

「さすラビだよ。てゆーか、ホント？」

「ああ。でもオレの分はいらないからな」

「嬉うれし～っ、またおそろいの服が増えるねっ」

「いや、だから、なんかもうすごいなお前……」

　プルルル――巧の携帯電話が鳴った。実はこの電話、会社から支給されている物なのでこれが音を鳴らすということは、すなわち仕事の連絡なのだ。

「おおっ、早速だね。しかも二日連続なんて初めてじゃない？」

「そう、だな……」

　巧はどこか浮かない表情で、メールの内容を確認する。

『今日もお仕事よん♪』

　案の定、小こ町まちからだった。



　家に帰った巧は、服だけ着替えて、すぐに家を出た。

　愛車のレッドフォードで川沿いの道を海方向へ走り、海にぶつかると今度は湾岸道路を西へ向かう。十キロほど進むと左手に大きな橋が見えてきて、それを渡る。橋の向こうは埋め立て地となっている。

　ブレイン・カンパニー本社ビルの地下駐車場に着いたのは、メールが届いてからおよそ五十分後のことだった。

　地下三階の７号室前。網膜センサーをパスして、自動ドアが開く。

「おはよー……」

　ございます、が喉のどから出てこない。

　部屋には小町の他ほかにもう一人いた。

　立たち花ばな栞が、いた。

　衝撃を与えた美女二人の豪華競演なのに、巧たくみの心は弾まない。

　本当は、あまりにも偶然が重なりすぎていたから、美少女転校生が何かしら訳ありだと薄々、勘づいていた。勘づいてはいたけれど、淡い期待を抱いた。半ば強引に期待した。

　残念ながらその期待は今、粉々に打ち砕かれたのだ。

「運命じゃなかったのか……」

　巧は、しぼんだ風船のようにがっくりと肩を落とした。



「――というわけで、アンタに栞しおりちゃんの指導係をやってもらうことにしたから」

　うなだれている巧の肩をバシバシと叩たたいて、小こ町まちが告げる。

「あの……というわけでの部分が丸っきり説明されてない――」

「わかってる。プレイヤー同士のリアルでの接触は原則禁止だけど、それはほら、アンタのアバターが現実と同じ姿をしているから、どうせバレるなら最初からってことよ。私もアンタたちが同じアパートでしかも同じ学校と知った時は驚いたのよ？　でもまあ、そういうこともあり得なくはないんだし、これも仕事だし、細かいことは気にしちゃダメよ。気にしてもいいけど決定事項なんだから逆らっちゃダメなのよ。わかった？」

　あがってきそうな質問や不平不満を先読みして、矢継ぎ早に言った。有無を言わせず、色んなことをあやふやにする。

　こんな時の小町には何を言っても無駄、と巧は知っているので渋々ながら頷うなずいた。

「……わかりました。でも、栞ちゃんはオレでいいの？」

　栞は、巧と目を合わさずに小さく頷いて、

「立たち花ばなです。小町さんが決めたことなら逆らいません」

「……あ、そ」

「あら、二人とも喧けん嘩かでもしたの？」

「「別に」」

　返事は息ぴったりなのに、二人の顔は真逆の方向を向いていた。

「……まあ、いいわ。早速行きましょう」

「その前に。一つだけいいですか？」と、巧。

「何よ？」

「小町さん、昨日このこと言うの忘れてたでしょ？」

「……うっさい。早く行きなさい」

　小町は巧を足あし蹴げにしながらプレイヤーズブースに向かわせる。栞もその後に続いた。

　二人が黒い椅い子すに腰を下ろす。自動的にベルト状の装置が体を縛る。栞は「きゃっ」と小さな声を発したが、すぐに唇を一文字に結んだ。そんな強気な性格を、可愛かわいい、と思う心のゆとりはもう、巧にはない。

　そこからは小こ町まちが、装置にコード入力をしたり、プラグの不備を確認したりといつもの手順を踏んで、最後にヘッドフォン型のディスプレイを二人の頭に取り付ける。

『栞しおりちゃん、体に気持ち悪いところとかない？　どんな些さ細さいな違和感でもあればちゃんと伝えてね』

　ヘッドフォンを通じて小町が問いかける。

「大丈夫だと思います」

『だと思うじゃ困るよ』

　とは、巧たくみ。これに対しては言葉を尖とがらせて、

「全っ然、大丈夫」

『はいはい、喧けん嘩かしないの。行くわよ――』

　小町がキーボードの上で指を踊らせてエンターキーを押す。

『――ログイン』



　焼けるような脳の痛みと強烈な不快感。それらを忘れさせるほどの悦楽の後――

　巧と栞の精神は、電脳世界へと旅立った。





　栞はまず最初に、自分のいる場所に驚いた。

　そこは白一色の空間。

　白、白、白……。

　どこまでも白く、壁も天井もない、摩ま訶か不ふ思し議ぎな場所。

　なにより、そんな場所にいる自分の感覚が、現実世界にいる時と変わらないことに驚愕した。麻酔薬でも飲まされて、現実世界のどこか別の場所に移されただけなんじゃないだろうか、とさえ思えてくる。

　しかし、これらは事前に小町から説明を受けていたことなので、どうにか理解できた。とても信じられない状況ではあるが、それを聞かされていれば、順応できる。

　次に栞は、自分の体の変化に驚いた。

　身につけているのは、短いタンクトップにスパッツという下着同然の衣服だ。露出度の高さに驚きよりも恥ずかしさが勝る。

　そして、ある意味では一番の驚きなのが、タンクトップの内側にある豊かな膨らみだ。現実世界のそれとは雲うん泥でいの差……と認めるのが悔しくて、少しだけ大きくなった、という評価にしておいた。実際は天と地ほどの差がある。

　髪の色も長さも違う。黒いポニーテールではなく、宝石を散りばめたような眩まばゆい金色のロングヘアー。

　その他ほかにも――栞しおりは気づいていないが――瞳ひとみの色も違う。透き通るような碧へき眼がんである。顔のつくりにはあまり変化はないものの、全体的に大人っぽくなっており、今の姿を現実世界の知り合いが見ても「立たち花ばな栞」だとは気づかないだろう。

　これが『アバター』であるということも栞は聞かされていたので、それほど抵抗もなく受け入れることができた。

　栞はゆっくりと周囲を見渡す。

　遠く離れた場所、こちらに背を向け胡座あぐらをかいている巧たくみの姿を見つけた。

「きゃっ！」

　栞は思わず反転した。自分のその行動で、彼がなぜ背中を向けているのかがわかった。そしてそれは一つの疑問に直結する。

（見られた？）

　……のだろう。でなければ、背を向けないはず。

「見てないから」

　心を読まれていたかのように、言われた。

「いや、本当は見たけど、それは不可抗力ってゆーか、一瞬のことだから見たうちに入らないと思うんだ。うん。だから、その……」

「……いいよ。気にしてないから」



    

  
    
      



    

  
    
      　二人は背を向け合っているので、バツが悪そうに頭を掻かいている巧たくみも、唇を強く噛かんで恥ずかしさに耐えている栞しおりも、互いの表情を見ることはない。

　やや間を置いてから、巧が訊たずねる。

「気分は悪くない？」

「平気」

「体、動かせる？」

　言われて、栞は体を動かしてみる。ごく自然に動かすことができたので、

「できる」

「そっか。んじゃあ……服を着替えよう。床に手をついて」

　これも言われたとおりにしてみる。手のひらを白い地面に当てる。

　すると、その部分がポーッと発光して、手が持ち上がった。

　床から盛り上がるようにして箱が現れたのだ。

　およそ一メートル四方の大きな箱には、側面に液晶画面が付いていて、

【　装備を変更しますか？　】

　一行下に、

【　ＹＥＳ　ＯＲ　ＮＯ　　】

　と記されていた。

「ＹＥＳをタッチして」

　巧が誘導する。栞は素直に従って「ＹＥＳ」の文字に触れた。画面に「ＬＯＡＤＩＮＧ……」という文字が一瞬だけ浮かび、箱が開いた。

　箱の中には――胸当て、腰巻き、籠こ手て、ブーツ。そして、剣と盾が入っていた。衣服はすべて革製で、剣と盾は鉄製だ。これらの装備に関する――ＲＰＧの基礎的な――知識も栞にはあったので戸惑うことなく身につけ始めた。「着替え終わったら声かけて」という巧の声が背中に届く。

　が、装備品を身につけた栞は、すぐには声を出せなかった。

　依然、露出度は高いままである。胸当てと腰巻きの間にはスペースがあってヘソが見えている。腰巻きも短くてミニスカートのようだ。

　服を着替えてこれだから、余計に恥ずかしい。内うち股また気ぎ味みに足を閉じ、自分を抱くようにして二の腕を隠そうとしている姿を見れば、巧も栞に対する印象を改めただろう。

　だが、そんな姿を見られる前に、

（恥ずかしがっている場合じゃないっ）

　と、自分に活を入れて、背筋を伸ばす。

「着替えたよ」

　その口調はすでに堂々としていた。

　巧たくみが振り返る。彼の装備は、布製の上下に革のブーツという作業服スタイル。なんだか弱そうだな、と栞しおりは思った。実際、巧の装備は弱い。

「剣士、か」

　栞の姿を確認した巧が呟つぶやく。

「剣士？」

「『ジョブ』については聞いてない？」

「あ、いや……」

　聞いた気はするけど、うろ覚えだ。覚えることが多すぎて頭に入りきらなかった。

「そのまんま職業って意味。といっても、３種類しかないけど」

　巧は指を折って――

・剣士

・魔法使い

・魔法剣士

　――この３種類だ、と説明した。

「そのうちアップデートされて増えるかもしれないけど、今のところはこの３つ」

　なるほど、と栞は納得する。たしかに自分の格好は「いかにも剣士」だ。

「……桃もも井いくんは？」

「オレは……っと、その前に。桃井くん、じゃなくて、巧って呼んで」

　その言葉をきっかけにして、これまで穏やかだった栞の雰囲気が刺とげ々とげしくなった。しかし、巧はもうその刺に怯ひるまない。

「いや、冗談抜きで。『こっちの世界』では本名は避けた方がいいんだ。正体がバレると色々と面倒だから。まあ、オレの場合はあんまり意味はないんだけど、一応、桃井くんは禁止で頼むよ」

「……わかった」

「巧って言いたくなかったら、ねえ、とか、おい、とかでもいいから」

「……うん」

「てゆーことだから、オレも『栞』って呼び捨てにするけど、いい？」

「……ん」

「他ほかに呼んでほしい名前とかあれば――」

「ない」

「……あ、そ」

　気まずい沈黙が流れ、それを断ち切るように、巧は大きめの声を出した。

「次の場所に行こう」



　巧たくみと栞しおりは『白い空間』から移動した。

　その移動の仕方も、栞にとっては「ここはゲームの世界だ」ということ改めて認識させられるものだった。

　白いだけで何もない、と思っていた空間にいつの間にか光の渦が出現していて、ワープホールだ、と説明しながら巧がその渦に入った。栞も要領を得ないまま続くと、次の瞬間には、違う場所に立っていた。それが今いる場所。

　とても広い公園だ。

　敷地は丸く、野球場のような形をしている。外周は草木が茂っていて、出入り口がどこなのか、ハッキリとしない。中央部分にステージがあって、囲むようにベンチがいくつも並んでいる。その他ほかにはいくつかの露店がある。

「ここは『広場』だ。他にも『待ち合わせ場所』とか『集会場』ともいうけど、呼び方はなんでもいい」

　と、巧が説明する。人名の時と違って、こだわりはないらしい。栞もこの場所の名前はさほど気にならなかった。ここがどういう場所か、すぐにわかったからだ。

　人がいる。巧と栞以外にも、人がいる。

　人数はざっと十人ぐらいだろうか。全員、男性キャラだ。背せ丈たけは１８０センチ程度で、体つきが逞たくましい。

　似ているのは背格好だけで容姿は（当然ながら）様々だ。短髪、長髪、禿とく頭とう、青い髪をした者までいる。端整な顔立ちもいれば、野性味溢あふれる無骨な顔もいる。

　服装もバラバラ。大半は鉄製の鎧よろいを身につけているが、地面につきそうな長いローブを着ている者もいる。

　武器に至っては個人差が激しく、栞と同じように剣を腰に差している者もいるし、槍やりを抱えている者、斧おのをぶら下げている者、杖つえを懐ふところに忍ばせている者など、実に多種多様だ。ローブや杖を装備している者が「魔法使い」だろうということは、初心者の栞にもすぐにわかった。

　そういった者たちがベンチに座ったり、うろついたりして、会話をしている。

「クエストに出発する前、パーティーを組みたい場合はここで人を募る。ま、ナンパみたいなもんだよ。意気投合すれば一緒に出かける。こういうシステムは一般的なオンラインゲームと同じだな」

　と、巧。さらに続ける。

「あそこの露店では回復薬や毒消しといった基本的なアイテムが買える。でも、装備品は売っていない」

「え？　じゃあ、どこで買えばいいの？」

「町とか村とか」

「へぇ、そういう場所もあるんだ」

「ＲＰＧだからね。他ほかには『探索系クエスト』の目的アイテムとして出ることもあるし、鍛か冶じ屋やでつくってもらうこともできる。オレは鍛冶屋には行ったことがないんだけど」

「お金は？」

「今の栞しおりはゼロ。クエスト達成の報酬やモンスターを倒すと手に入る。ただ、あくまでもプレイヤーのデータに加算されるだけで、現金は存在しない」

「そうなんだぁ」

「……」

　うんうんと頷うなずく栞を、巧たくみは横目で見やる。こうしてゲームについての話をしている時は表情も言葉遣いも柔らかい。冷たい態度をとる時とはまるで別人のような、素直な子だ。

　巧の視線に栞も気づいた。途端、吊つり目を尖とがらせて、

「……何？」

　無愛想に言う。素直さが一瞬で影を潜めた。

「……いや、別に。ほかに質問は？」

　栞は数秒、考えてから、

「パーティー戦の場合、クエスト報酬は分割されるの？」

　鋭い質問に、巧は胸中で感心した。

「うん。頭割りになる。それはゲーム内の金もそうだし、現実世界での報酬も」

「じゃあ一人でクリアする方が、割が高いってことね？」

「そうなる。研修期間中はフリープレイ扱いになるから報酬は出ないけど」

「……研修はいつ終わるの？」

　栞は尖らせたままの目で巧を見つめる。アバターの姿になっても力強いその瞳ひとみが、早く終わらせろ、と訴えている。静かに燃える炎のような碧へき眼がん。巧はそれから目を逸そらす。

「なるべく早く終わらせるよ」

　いつもより声のトーンを落として答えた。栞は「そうして」と冷たく返し、二人の間にまたギスギスした空気が流れる。

　と、そこへ。

「あ～っ！　タッチャンだ～」

　底抜けに明るい声を出しながら、プレイヤーの一人が駆け寄ってきた。

　小さな男の子だ。

　ぶかぶかの三角帽子から茶色い髪がのぞいている。目がぱっちりと大きく、頬ほおが赤くてあどけない。身につけた長いローブの裾すそをズルズルと引きずり、先の尖った靴もまたあきらかにサイズが大きい。ひと目で「魔法使い」だとわかる出いで立たち。

　玉のように可愛かわいい少年魔法使いが、二人の前に現れたのだ。

「……誰だれ？」

　と栞しおりが巧たくみに訊たずねて、訊ねられた巧が少年に問う。

「お前、誰だ？」

「えーっ、ボクのこと覚えてないの？」

「覚えてない」

「どうして？　何度か一緒にパーティー組んだでしょ？　あなたのファンですって言って握手までしてもらったこともあるのにぃ」

「まるで記憶にない」

「そんな、ひどいよタッチャン……」

「おい、小僧。さっきから言ってる『タッチャン』ってのはオレのことか？」

「そうだよ？」

「やめろ。気持ちわりぃ」

「ええー？　タッチャンがタッチャンって呼んでもいいって――」

「ダメ」

「アニキ、とか、タクミ兄さんは？」

「論外」

「タクミ様は？」

「………うん、まあ、それでいい。仕方ねぇな」

　どうやら気に入ったらしい。巧はふむふむと満足げに頷うなずいている。少年もパッと元気な笑顔になって、栞を見た。その屈託のない笑顔につられて栞も相好を崩す。

「お姉さんは、誰？」

「わ、私は……栞」

「シオリンはもしかしてルーキーなのかなぁ？」

「うん。そうなの……って、シオリン？」

　少年が背伸びをして、栞と握手をする。

「ボクの名前はキッド。子供だからキッド。ヨロシクねっ」

「え、あ、よろしく……」

　キッドは戸惑う栞から手を放し、ぴょん、と体ごと巧に向き直る。

「じゃあさ、今から『初めての森』に行くの？」

「ああ」

「ボクも行くっ」

「はあ？　なに言ってんだよ、邪魔だ」

「いいじゃん、ボク今日はフリープレイだからヒマなんだよね～」

「ヒマなら帰れ」

　そこへ、もう一人。

「久しぶりだな、タクミ」

　と男性プレイヤーが声をかけた。頭髪を後ろに撫なで、大剣を背負った男だ。声が低く、物腰に落ち着きがある。

「あ、どうも」

　巧たくみがその男に会釈をした。

　栞しおりは、キッドに耳打ちで訊たずねる。

「誰だれ？」

「ディフだよ。タッチャ……じゃなくて、タクミ様の元・先生」

「へぇ……」

　ディフは巧と軽く言葉を交わしてから、栞と目を合わす。栞も思わず礼をした。

「畏かしこまらなくてもいい。いずれ機会があれば、ご一緒しよう」

　柔和に微笑ほほえんで、ディフは巧たちのもとから去った。

「あれ？　ボクとは喋しやべってくれなかったぁ……」

「お前、誰からも忘れられてるんだな」

「ひどいよタッチャ……じゃなくてタクミ様ぁ」

「あーうるせぇ。栞、次に行こう」

　巧が『広場』の中央にあるステージへと歩き出す。栞も無言でそれに続き、

「待ってよ、ボクも行くーっ」

「ついてくんな」

「ついていくのだぁ」

　結局、キッドが押し切る形で三人はステージに上がった。それぞれの足下が円形に光を放ち、やがてその光が体を包んだ――。



　巧、栞、キッドの三人が『初めての森』を歩く――。

　そこは森という言葉が持つ陰いん鬱うつな雰囲気はない。たしかに木々が生い茂ってはいるが、ちゃんと舗装された道があった。その道を三人が進む。

　陽が燦さん々さんと輝き、露出度の高い装備の栞でさえ汗をかいた。

「わーっ、ここもだいぶ変わったね。ボクの時は道がここまで整備されてなかったよ」

「オレん時は道なんてなかったぞ。草木を踏みつぶして進んだ」

「こういうディティールにはこだわるよね～」

「他ほかに改善するとこあるのにな。煙玉の威力をもっと強くするとかさ」

「あんなの使うのタクミ様だけだよぉ」

「……うるせ」

　巧たくみとキッド、二人の会話に花が咲いている。巧は邪険に振る舞っているつもりなのだろうが、妙に扱いが上手い。年下との接し方に慣れているからだろう。あるいは、キッドの目線の高さや無邪気な仕草がヒナに似ているからかもしれない。

　栞しおりは、二人からやや離れて歩く。目つき鋭く、愛想のないオーラを放ちながら。そんな雰囲気を嫌ったのか気を遣ったのか、キッドがちょこちょこと歩み寄り、

「シオリンって美人だよね。こんなに美人な剣士さんは初めてだよ～」

「そ、そんなこと……というかキッドくん、シオリンって呼ぶのやめ――」

「って、剣士であってるよね？」

　キッドは首をくるりと回し、巧に訊たずねる。

「ああ。剣士だ」

「んー、それにしてもなかなか出てこないね、魔法剣士さん」

「そうなの？」

「そうなの。ボクはこれでもプレイヤー歴はそこそこ長い方なんだけど、魔法剣士さんは数人しか見たことがないんだ。あ、ちなみにタクミ様も剣士だよ」

「その魔法剣士って、どういう人なのかな？　剣士と魔法使いはなんとなく想像つくんだけど……」

　本来、指導係に訊きくべきところをキッドに訊ねる。

「んーとね……剣士はどんな武器でも装備できる肉弾戦のエキスパート。でも魔法は使えない。魔法使いは装備できる武器が限られるし、武器も魔力を増大させるのがメインだから直接攻撃は弱いけど魔法は使える。なんだか魔法使いがイマイチな感じに聞こえるかもしれないけど、回復系の魔法とかもあるんだから、あんまり甘くみちゃダメだよ～？」

「う、うん。それで魔法剣士は？」

「あーそうだった。そのまんまだよ。剣と魔法が使える人。ボクもそのぐらいしかわかんない。多分、強いから出ないんだと思う。剣と魔法なんて卑ひ怯きようだもんね」

「ふぅん、そうなんだ」

　それで――と、栞が久しぶりに巧を見る。

「私はここで何をすればいいの？」

「まあまあ、そのうち出るから」

「……出る？」

　ぼとっ。

　栞の背後で何かが落ちたような音がした。

「あ、出た」

　キッドが言って、栞は振り返る。

「！」

　そこには巨大なヒルがいた。

　栞しおりの体の半分ぐらいはありそうな大きさで、目はなく、口だけがこちらに向いている。うねうねうねうねうねうねうねうねと動き――いや、蠢うごめき、その体たい躯くを砂で汚す。

「も、もしかして……」

　栞が首を旋回させて巧たくみを見ると、巧は大きく頷うなずいて、

「頑張れ」

「そ、そんな……」

「最下級モンスターだ。無理そうなら逃げればいいから」

「……っ」

　逃げればいいという言葉が、逃げるわけにはいかない、と栞の心に火をつけた。

　グッと唇を噛かんで、ヒルへと向き直る。歯の根が合わずカチカチと震える。膝ひざも震え、鞘さやから剣を抜こうとしてもなかなか抜けない。

　ビュッ――と、ヒルが口から液体を吐いた。緑と茶色が混ざった不快な色の液体だ。

「避けろ！」「避けて！」

　巧とキッドが同時に言い、言うが早いか、栞は横に跳ねて吐と瀉しや物ぶつをかわした。吐瀉物は地面につくとすぐに蒸発した。

「弱いけど一応、毒だから当たっちゃダメだよっ」

　キッドが説明を加えている最中にも、ビュッ、ビュッ、とヒルは立て続けに毒液を吐き飛ばす。

　栞の反応は見違えるように速い。そして無駄がない。最初のひとっ飛びで緊張が解けたのか、動きには迷いがない。軽やかにステップを踏んで毒液をかわす。

　つっかえていた剣もいつの間にか抜いていて、型とは呼べないものの、両手でしっかりと構えている。剣を持つ手の震えも治まっていた。

　前方に駆け出すとその速力は圧巻で、三メートルはあったヒルとの距離を一瞬で縮め、

「――やあ！」

　気迫を声に出し、叩たたきつけるように剣を振り下ろした。

　ぐちゃ。

　という音と感触。剣の刃の部分で捉とらえられず、ヒルが蠢きを激しくして、その場でのたうち回る。

「刺して！」

　キッドが叫び、栞が即座に呼応する。剣を右手一本に持ち直して、再度、真上から振り下ろした。刀身がヒルの肉体に埋まり、貫き、剣先が地面に当たる。

　悲鳴も返り血もない。ヒルは最後に力なく動き、やがて、光の粒子となって消えた。

「――っはあ、はあ、はあっ」

　止とめていた呼吸を再開させる。息が弾はじけ飛とぶように口から出て、栞しおりは膝ひざをついた。消えていたはずの震えが蘇よみがえり、全身から汗が噴き出し、興奮で目が充血している。

「すごい！　すごいよシオリン！」

　キッドが容よう貌ぼうに相応ふさわしいあどけなさで、栞の周囲を走り回る。

「ホントにルーキーなの？　嘘うそでしょ？　信じられないよぉ！」

「黙れ、小僧」

　と巧たくみに窘たしなめられても、興奮が収まらない様子でぴょんぴょんと跳ねる。

　対照的に栞は徐々に落ち着きを取り戻し、荒い息もおさまっていた。何事もなかったかのように立ち上がり、巧と正対する。

「……次は？」

　真まっ直すぐに見つめてくる碧へき眼がんから、巧はまた目を逸そらした。

「次は……ない」

「……どうして？」

　と、栞が一歩詰め寄る。

「どーしてって、今日はもう充分だ。疲れただろうし、続きはまた――」

「私は大丈夫。全然、平気よ」

「いや、そんなに焦らなくても」

「焦るわよ！」

　さらにもう一歩、詰め寄った。

「私は早く研修を終えたいの、早く仕事がしたいの、私はお金が欲しいの！」

「うるせぇな！」

　巧が語気を荒らげた。

　彼が妹以外の女性に怒鳴ったのは初めてのことだ。そんな自分に自分で驚いて、すぐに高ぶる衝動と口調を抑えた。

「……なんかさ、オレのことムカついてるみたいだけど、心配しなくても短い付き合いになるから焦んなよ」

「……」

　二人はしばらく無言で視線を絡ませ、それも巧の方から折れた。くるっと背を向けて、森の入り口へと歩き出す。

　栞はなおも憎らしげに眼がん光こうを鋭くさせていたが、しばらくして後を追った。

　キッドが不安そうに二人の間を行き来して「どうしたの？」と声をかけても、巧は何も答えず、栞も「ごめんね、何でもないから」と一度答えただけだった。





　プレイヤーズブースにある二つの黒い椅い子す。そこに座る二人の体が大きく揺れて、巧たくみと栞しおりは現実世界に帰還した。

「お疲れさま～」

　小こ町まちがヘッドフォン型ディスプレイを外しながら、甘い声で出迎える。

「あ、はい、お疲れさまです」

「……ども」

　栞は丁寧に返事をして、巧はムスッとした顔で答えた。互いに目を合わせず、向かいの部屋へと移動する。

　小町は栞に「体調どう？」と簡単なメディカルチェックをする。栞は出発前と変わらずピンピンしていた。

「アンタ今日もバイクなんでしょ？　栞ちゃんを送ってあげなさい」

　巧は不機嫌な顔のまま、不機嫌な口調で、

「女は乗せない」

「結構です。私、一人で帰りますから」

　巧をひと睨にらみして、小町には丁寧に挨あい拶さつをしてから、栞は部屋から出て行った。

「……なーに拗すねてんのよっ」

　小町が巧の頭を叩たたく。しかし、巧は不機嫌な顔を戻さない。小町は軽くため息を吐き、

「先輩なんだから優しくしてあげなさい」

　と、まるで子供を叱しかる母親のような口調で諭す。巧も叱られた子供のように口を尖とがらせながら、

「そのつもりですけど……でも、だって……」

「もう一発、殴るわよ？」

「……」

　もう一発じゃ済まないことを知っているので、唇をへの字にして黙った。

　小町は栞の出て行ったドアに目をやり、

「それにしても、すごいわね、栞ちゃん……」

　感心というより呆あきれた感じで呟つぶやく。

「初日に歩いて帰るなんて前代未聞よ」

「……」

　巧は何も答えなかったが、まったく同じ感想だった。

　栞が「すごい」ということは初めの段階から気づいていた。あの白い空間に移動した時から。

　通常、白い空間で自在に体を動かせるようになるまでに二、三日はかかる。ヒルを倒すまでには数週間を要する。個人差はあれど、それが目安なのだ。場合によっては、ずっと立てないで終わる者もいる。

　それを栞しおりはたったの一日……どころか、数時間でこなしてしまった。

　恐るべき才能といえる。

　ここでいう才能とは『脳の潜在能力』を指す。

　人間の行動は――思考や感覚も含めて――すべて脳が司っている。脳から信号が送られ肉体がそれに呼応する。

　その信号を機械で読み取って反映させる。巧たくみと栞がプレイしているゲーム――電脳世界の仕組みを簡単に（至極、簡単に）言えば、そういうことなのだ。

　巧は口には出さなかったけど、栞の稀け有うな資質は認めていた。認めるどころか、唖あ然ぜんとしていた。口論の末に、皮肉めいた言い方になってしまったが「短い付き合いになる」という言葉は嘘うそではない。あのヒルをソロで討とう伐ばつした時点で、研修課程をほぼ終えているといってもいいぐらいなのだ。

（やっぱり運命の人なのかも……）

　巧はぞくりと身を震わせた。

　もちろん、自分にとっての、ではない。そんな浮かれた感情はすでに消えている。

　電脳世界にとっての、である。

　栞というプレイヤーが電脳世界において大きな意味を持つような気がするのだ。

　たとえば……

「あの子が立派な武具を手に入れたなら、どうなるのかしらね」

　と小こ町まちが言った。巧と似たようなことを感じているらしい。ただ、巧とは違って小町の目は輝いている。超大型ルーキーの未来予想図に興奮している。

　巧はこれにも返事をしない。

　ゲーム的な表現をすれば、栞は最初から強力なパラメーターを備えたキャラだ。いずれプレイヤーの中でも最強クラスの戦士になるだろう。

　しかし、アップデートが可能なオンラインゲームにおいて、それがすんなりと許されるとも思えない。何かしらの負荷がかかるはず。楽観視ばかりはしれられない。

　負荷とは何か、まではわからない。単純に思いつくのは、新モンスターの導入などだが、それは単純すぎる気もする。

（……まあ、それはそれとして）

　と、落ち着かない気分に区切りをつけて、巧はへの字口を開いた。

「小町さん、どーゆーつもりですか？」

「何が？」

「プレイヤー同士のリアルでの接触は原則禁止――これはオレじゃなく、彼女の方にこそ適用されるべきでしょ」

　どういう訳かアバターと現実の姿がほぼ同じである巧たくみにとっては、このルールはあってなきに等しい。秘匿性も何もあったものではない。

　だが、栞しおりは違う。彼女のアバターは現実の姿とは別人なのだから、本来ならば栞と巧を現実世界で接触させることはルール違反なのだ。巧に指導係をさせるにしても、正体まで明かす必要はない。別のブースからアクセスすればいいだけの話である。巧と、彼の指導係だったディフがそうであったように。

「鋭いわね……って、普通は気づくか。栞ちゃん、ちょっと鈍にぶいのかしら？」

　と、小こ町まちはおどけて答えをはぐらかす。いつもならここで引く巧なのだが、今回ばかりは引かなかった。

「とぼけないでください」

　小町も緩い表情と口調を引き締めた。

「アンタにパートナーが必要だと思ったのよ」

「パートナー？」

「最近、同調率の向上が著しいし、クエストも『探索系』ではなく『討とう伐ばつ系』が増えてるから、アンタ一人でプレイするのはそろそろ限界よ。報酬を分割したくない気持ちはわかるけどね」

「だからって……」

「あっちの世界だけで仲良くしてもパートナーシップは生まれないわ。だから、こっちの世界でもってこと。アンタたちは『似た者同士』だから、きっと仲良くなれるわよ」

「似た者同士、ねぇ……」

　巧は、なんとなく小町の言わんとすることを察したが、それで納得するわけでもない。また唇をへの字にする。

「彼女がほしいとか言ってたじゃない、ちょうどよかったでしょ？」

「いや、それはもういいってゆーかムリだと……」

「何か不満でもあるわけ？」

　不満だらけだが、耐える。耐えてしまう悲しい習性が身についている。

「……まあ、指導係はやりますよ。仕事だし。それで、給料のことなんですけど――」

「あ、給料は研修期間終了時に払うから」

「え？　そんなこと聞いてませんよ」

「今言ったわよ。何か不満でも？」

「大ありです」

「うっさい。さっさと帰りなさい」

　小町は強引に会話を終わらせ、巧を部屋から追い出した。



　自宅に戻った巧たくみは、今日の仕事で給料が出なかったことをヒナに伝えた。

　ちゃぶ台に「さすらいラビット」のパンフレットを広げていたヒナは、頬ほおをはち切れんばかりに膨らませる。

「むむむっふ！」

「だ、だから、なに言ってるかわかんねぇよ、それ」

「買ってくれるって約束したじゃない――って言ってるの！　そろそろ覚えてよ！」

「いやムリだろ」

「んもう、罰として今日は一緒に寝るの刑ねっ」

「寝るわけないだろ。次から次へと斬ざん新しんな罰ゲーム思いつくなよ……」

　ギャーギャーと言い争う声が、部屋の外にまで漏れる。

　それを、栞しおりが聞いていた。二階の廊下、桃もも井い家と自室のちょうど間ぐらいに立ち、しばらく隣人兄妹の痴話ゲンカに耳を傾かしける。

　やがて、固く結んだ唇を一回だけ開いて、

「……似てないよ」

　と、吐き捨てた。

　憎らしげに。それでいて、どこか寂しげに。



    

  
    
      

三章　異変





　窓から差し込む光が眩まぶしくて、巧は目を覚ました。

　いつもなら「おはようのチュー」とか言いながら起こしてくるはずのヒナは横に並べた布団――ではなく、巧の布団に潜り込んでまだ眠っている。

「結局、罰ゲームになってるじゃねぇか……」

　苦笑して、すぐに布団から出ようとしたけど、なぜオレが動かなきゃならないんだ、と思い直す。

「ヒナ、あっち行け」

　ぐいっとヒナの体を押す。

「にゃ……？」

　ゴロンと転がったヒナは変な声を出すだけで起きない。もう一度押す。ずずず、と平行移動しても自分の布団には入ってくれない。

　そうこうしていると、ヒナのパジャマが大胆にはだけてしまった。

「……おい、なんちゅう格好してんだよ」

　と、まずはヒナのせいにして注意する。しかし、ヒナは服を正すどころか、ごそごそと動いてさらに服がずれていく。これ可愛かわいいでしょ、とか何とか言って何度も見せつけようとしていたピンク色の下着がチラチラとのぞいている。

（困ったな……）

　いや、別に困らない。妹のちょっぴりエッチな姿に欲情するほど終わってない。

　巧たくみは服を正すのをあきらめ、掛け布団を掛けてやる。

「んにゃっ？」

　ヒナが掛け布団を足あし蹴げにした。服がさらに乱れ、ブラジャーがほとんど丸見えになった。

（……こ～れは困ったぞ……）

　いよいよ服を正してやるほかに選択肢がなくなった。よく考えればそれ以外の選択肢はいくらでもあるのだが、なぜか巧は思いつかなかった。

　さて、どうするべきか。

「………なんだこの面倒くさい悩み？」

　セルフツッコミをしてみたものの、答えは出ない。しばし腕を組んで考える。どこから攻めてどう退却すれば自然でいかがわしくないか……みたいな戦略を練る。他意はないけれど、妹のあられもない姿を凝視する。

　その時に、ふと。

　本当にふと、巧の脳裏をよぎった。

（大人っぽくなったなぁ）

　と。

　ついこの間まで……といっても数年前だが、膨らみのふの字もなかった胸が豊かになっている。体は小さいままのくせに、胸だけなら小こ町まちさんに匹敵するぐらいあるんじゃないだろうか。自分で言うのもなんだが、ろくに飯も食わせてもらってないのに胸ばかり大きくしてどうする気なんだろう？

　二の腕や太ももがポチャっとしてる。学校の女子たちは、こぞって細くしたがっているけど、ポチャってるぐらいがいい。違う。今の「いい」はそーゆー意味の「いい」じゃなくて健康的なとかそーゆーアレだ。

　だからつまり、なんというか、女っぽくなってきた。さすがに色気を感じたりはしないけれど、ガキの頃ころのように一緒に風ふ呂ろに入るとかはもうできないだろう。できるかどうか試させてくれと言ったら妹は快諾するだろうから言わない。いやいや、快諾がどーのじゃなくて一緒に入る気はない。そこはホント、マジでない。

「――って、何を考えてるんだオレは……」

　ぶるんぶるんと頭を振って、危うい思想を捨て去る。

　とにかく服だ。その迷惑なチラリズムを排除させてくれ。

「ヒナ、起きろよ」

　肩を揺すっても起きない。しょーがない、と巧たくみはヒナのパジャマに手を伸ばす。目標は襟元。ここを数センチ動かすだけでいい。

　なるべく肌に触れないよう、そっと、手を伸ばす。

　ドキドキ、ドキドキ……まったくもってバカらしい緊張感が漂う。

「んんっ」

「!!」

　ヒナがゴロンと寝返りをうった。手がヒナの胸に触れてしまいそうになって、巧は壁際まで音速で飛とび退のいた。

「はあ、はあ、はあ危ねぇ……」

　息が荒いとホントに変な感じになってしまうので、慌てて呼吸を整えていると、

「―――ちっ」

　舌打ちが聞こえた。寝ているはずの妹付近から聞こえた。

「……おい、ヒナ」

「……」

「起きてるんだろ？」

「………ヒナ起きてないよ」

「まあ絶妙な寝言――って、いつからだコラぁ！」

「い、今だよ本当だよ惜しかったよぉ」

「嘘うそつけ！　あとなにが惜しいんだよ！」

「ああっ、巧くん、もうこんな時間だ！」

「え？　ええええっ！　早く起きろ！」

「だいぶ前から起きてるよ！」

「やっぱりか！」

　時刻は午前八時五十分。桃もも井い兄妹、遅刻決定。



　巧が校門前に着いたのは、ちょうど二時間目の休み時間だった。のたのたと走る妹――ヒナ的には全力疾走――が追いつくのを足踏みしながら待つ。合流して、来る途中のコンビニで買っておいた昼食用のパンをヒナに手渡し、急いで校舎を目指す。

「おーい、桃井」

　ロビーで靴を履き替えていると、担任教師に呼ばれた。細身で覇気のない顔をした男性教諭である。まだ三十代半ばなのに年齢よりも老けてみえる。最近、白髪が目立つようになってきた。

　彼は、巧たくみが一年生の時もクラス担任だった。やる気がなさそうにみえて問題児の扱いに定評があり、生徒受けもいい。

「なんすか？」

「お前、進路希望に何も書いてなかっただろう」

　飄ひよう々ひようとした物言いが、かえってグサリとくる。巧は若干、顔を引きつらせて、

「あ、いや、それは……」

「どうするつもりなんだ？」

「進学はしない」

　きっぱりと言いきった。

「どうしてだ？」

「どーしてって……先生も知ってるでしょ？」

「……まあ、な」

　担任教師は巧に深ふかくは訊たずねないし、巧も言わないのだが、教師と生徒という立場である以上は巧の――桃もも井い家の諸事情を知っている。

　担任教師が、彼にしては珍しく顔を引き締めて、巧を見つめた。

「なあ、桃井。色々と大変なのはわかるが、成績は悪くないんだ。もっと上を目指せば、奨学金で大学に――」

「ちょ、ちょっと待ってよ。やれば出来る子だ、みたいな言い方こそばいって」

「俺おれはそうだと思ってるぞ」

「いやいや、出来る子はやらなくても出来るんだよ」

「あきらめるなよ。お前には可能性がある。こうして二年続けて担任になったのも何かの縁だ、オレもできる限りのサポートをするから――」

「先生、ありがと。すげぇ嬉うれしいけど、オレはそんな大したヤツじゃない」

　謙けん遜そんでもなく、卑下するでもなく、穏やかな口ぶりで言う。

「それにさ、可能性ということならオレよりも妹の方がたっぷりある。アイツはちょっと変わってるけど、頭はすごくいいんだ……って、先生は知ってるか」

「お前の妹は何かと話題だからな」

「だから、進学は妹がすればいい。てゆーか、絶対にさせる」

「お前は？」

「オレは……働く。仕事をするよ」

　担任教師は引き締まった顔を冴さえない状態に戻した。

「そうか。まあ、俺の言ったことも考えてみてくれ」

　ポンポンと巧の肩を叩たたいて、担任教師は去った。

　巧も二年Ｂ組の教室へ向かう。廊下を歩きながら、ふと空を見上げた。

　分厚い雲が太陽を覆い隠している。

「可能性、か……」

　自分の心情とリンクしているような空模様が、妙に可お笑かしかった。



　教室に入ると、栞しおりは席に座っていた。周りには誰だれもいない。誰も寄せつけないオーラを撒まき散ちらしている。美人の転校生なんて黙っていても人が集まってきそうなものなのに、と少し呆あきれながら、栞の隣の自席に座る。

「おはよう」

「……」

　栞は小さく頷うなずくだけで、目は合わせようともしない。

（なんだかなぁ……）

　巧たくみは強めに頭を掻かく。苛いら立だちはもちろんのこと、昨日の同じ頃ころ、ここで尚なお之ゆきに「偶然を運命にする」とか言っていたのに、その気が失せてしまっている意志の弱さが、我ながら情けない。

　それでも再び話しかけたのは、仲良くしなさい、という小こ町まちのアドバイスからか、それとも口論してしまった申し訳なさからなのか。巧自身にもわからない。

「栞、体調とか気分とか悪くない？　けっこー疲れが残るんだよな、アレ」

「名前」

「え？」

「名前で呼ばないで。『こっち』では」

「……そう、だったな」

　わずか数十センチほどの間に、冷たい空気が流れる。

「ね、ねえ」

　と、相変わらず前を向いたまま栞が呼びかけた。

「ん？」

「キ、キミは、その……何とも思わないの？」

「なにが？」

「剣で斬きったり……こ、殺したりすること……」

「……」

　懐かしくも新鮮な気持ちになった。いくらゲーム内とはいえ、そして、気き味みの悪いモンスターが相手だとはいえ行こう為いそのものは残虐だ。しかも「体感」しているのだから、気分のいいものではない。巧もデビュー当時は似たような感覚になったことがある。

（根は優しい……のかも）

　と思うと、巧の口調は柔らかくなっていた。

「気にしない方がいいよ。所しよ詮せんはゲームだ。実際に手を汚しているわけじゃない」

「………ん」

　納得したのかしていないのか、栞しおりは頷うなずきもせず前だけを見つめる。キッと眉まゆを寄せて、唇を噛かんでいる。

　その、何かを堪えているような横顔が異様に美しくて、思わず見とれてしまった。

　運命だとか兄離れだとか、そういうことは頭からすっかり消えてしまって、まるで吸い寄せられるかのように、唇が動く。

「あ、あのさ、栞……」

「名前」

「………立たち花ばなさん」

「何？」

「別に」

　一段と空気が冷えた。

　その時、制服のポケットで携帯電話のバイブが振動した。取り出し、確認する。

『今日も二人仲良く来るのよ～♪』

　小こ町まちからの脳天気なメール。巧たくみは渋い顔で携帯を閉じ、ポケットに仕し舞まう。隣にいる栞もまったく同じ動作をしていた。二人、一瞬だけ目が合って、



    

  
    
      



    

  
    
      「……」「……」

　まったく同じタイミングで、ぷい、と顔を背けた。





　電脳世界内『初めての森』――。

「やあああっ！」

　ブロンドの女性剣士が宙高く飛び上がり、ヒルに剣を突き立てる。すぐさま剣を抜き、地面を蹴ける。もう一匹のヒルに向かって突進する。ビュッ、とヒルが毒液を吐き、それを小刻みなステップでかわして、距離を詰める。彼女はすでにヒルが毒液を吐く以外に能のないことを見抜いていた。だから迷いも恐怖もない。

　数時間前、巧たくみに言われたこともその要因だった。これはあくまでゲームだから、と言い聞かせるまでもなく、素直な感性が巧の言葉を受け入れていた。もちろん、彼のお陰だ、とまでは認めていないのだが。

　右手に持った剣を横薙なぎに払う。

　ぼごっ。

　と、鈍にぶい打撃音。どうにも斬きることができない。だが、殴られたヒルは真横に転がり、そこへ追い打ちをかける。

「――んっ！」

　再びジャンプしてからの突き刺し。二匹のヒルは順番に光の粒子となって消えた。

　その様子を、少し離れた木陰から巧とキッドの二人が見守っている。今日も『広場』に居合わせたキッドは、邪険に振る舞う巧を宥なだめ、あしらって、ついてきていた。

「すごいね～」

　とキッドが感想を述べる。巧も「ああ」と素直に頷うなずいた。

　栞しおりの戦いぶりは決して華麗ではない。刺して、殴って、刺す。もともと不器用なのか、とても剣を使った戦いとは思えない。

　でも勝っている。不格好ではあっても、二匹同時に相手をしてそれに勝ってみせた。

「シオリンってホントにルーキーなの？　ボクいまだに信じられないよ」

「……やらなくても出来る子、か……」

　栞は剣を鞘さやに収め、巧を見る。得意気に胸を張る。胸当ての内側が、ぷるん、と揺れ、碧あおい瞳ひとみには昨日まではなかった自信が宿っている。

「どう？」

「上出来」

「だったら、もう研修は終わりでいい？」

「んー……」

　巧たくみは返答に困った。心情的には終わらせたい。実力的にも充分、合格点だ。とはいえ、昨日の今日である。こんなに早く独り立ちさせていいものかどうか、線引きが難しい。

　そんな風に悩んでいる巧を見て、栞しおりは何かを思いついたらしい。

「レベルって、いつ上がるの？」

　さらに栞は言う。巧が卒業を認めないのは彼の判断ではなく、何らかの基準をクリアしていないからで、その基準とはＲＰＧの基本である「レベルアップ」なのだろう、と。

　それを聞いた巧とキッドは、きょとんとした顔を見合わせた。

「タクミ様、教えてないの？」

「いや、オレも聞いてるもんだとばっかり……」

　キッドがぴょこぴょこと栞に歩み寄った。

「シオリン、このゲームには『レベル』なんてないよ」

「……え？　でも普通は敵を倒したら経験値が入って、それで――」

「うん。そういうシステムが多いよね。だけど、このゲームは違う。レベルという概念や数値化された経験値なんてないんだ」

「……じゃあ、どうやって強くなればいいの？」

「うーん、基本的には武器とか防具とかだね。武器が強くなれば攻撃も強くなるし、盾が堅くなれば防御力が高くなるでしょ？　ボクみたいな魔法使いは新しい魔法を覚えるのが手っ取り早いんだけど、これはまあシオリンには関係ないから省略します」

　キッドは他ほかにも省略している。単純な肉体の強さのことだ。ゲーム的表現をするならば『ちから』とか『すばやさ』といった部分。そういった基礎能力が、栞は異常に高い。

　たとえば、剣の扱いに慣れている巧なら、もっとスマートにヒルを討とう伐ばつできるだろう。が、殴って吹き飛ばせるかというと、そうでもない。そんな腕力はない。

「そ、そうなんだ……」

　栞は顔を真っ赤にした。知らなかったとはいえ、ついさっき得意気に語った自分が恥ずかしい。そして、顔の火照りは恥ずかしさから怒りに変わる。

「だとしたら尚なお更さら、早く終わりにしてよ。クエストに行かなきゃ、報酬もアイテムも手に入らないんでしょっ」

　と、巧に捲まくし立たてる。これにもキッドが反論をした。

「ねえシオリン、武器や防具はとっても大切な要素だけど、それはあくまで補助的なものだよ。魔法とかアイテムも同じ。肝心なのは『いかにして強くなるか』じゃなくて『いかにして戦うか』なんだ。腕力や運動能力だけじゃなくて、判断力や決断力といった人間としての力こそが大切なんだ。だって、ボクらを動かしているのは、あくまでも生身のボクたちだからね」

　幼い風ふう貌ぼうには似合わない正論に、栞は返す言葉もない。

　そこでようやく巧たくみが立ち上がった。

「小僧、もういいよ。ちゃんと教えていなかったオレにも責任はあるし、栞しおりの言い分にも一理ある。だから、次はクエストに行こう。それを無事クリアできたら、研修を終わりにする」

　巧なりに基準を設けた。むろん、栞は反対しない。

　現実世界に戻り、その旨を小こ町まちに伝えると、口うるさく（言葉だけではなく暴力でも）反対されたが、最終的には了承を得ることとなった。

　そして、一週間後――。

　二人の携帯電話に、小町からのメールが届いた。



　巧と栞は、指定された時間にブレイン・カンパニー本社ビル地下三階・７号室にやってきた。

「――これが今回のクエストよ」

　と、小町がプリントアウトした紙をそれぞれに渡す。

　その一行目。

【　ライカンスロープを討とう伐ばつせよ　】

　以前、巧が遭遇してどうにか煙に巻いた人じん狼ろうの『討伐クエスト』である。

（さすが）

　と巧は、小町の選択に感心した。

　決して弱いモンスターではない。栞の素質が並外れているとはいっても、新人の腕試しとしてはやや荷が重い。が、全体的に見れば中級レベルのモンスターだ。これに勝つようなら、いよいよ栞の実力は本物だということにもなる。

　エリアが「草原」というのもいい。入り組んだ地形や市街戦では単純な戦闘能力以外の要素が絡む。それらに対応するには、栞はまだプレイヤーとしての経験が浅い。

　なにより「自分一人でも倒せる」というのが好材料だ。栞一人で戦わせる――おそらく本人もそれを望む――つもりでいる巧にとって、万が一、栞がヘマをやらかしたり意外と不ふ甲が斐いなかったりしても「最悪の場合はオレがクエストを達成すればいい」という要素はことのほか大きい。

　それらの安心材料の上から、小町はさらなる保険をかけた。

「いい？　絶対にアンタたち二人で行っちゃダメよ？　最低でも三人……できることならもう一人加えた四人パーティーを組むこと。その条件を満たさないのならクエストを達成しても研修終了は認めないからね」

　栞は渋々ながら受け入れ、巧に異論はなかった。



　電脳世界内『広場』――。

　金髪碧へき眼がんの女性剣士と、赤メッシュに作業服姿の男がベンチに並んで座っている。栞しおりは巧たくみの軽装が不安になり、

「……キミはその装備でいいの？」

　と訊たずねた。これが実に一週間ぶりの会話である。

「これしか持ってないんだ」

　でも今回は大丈夫だろ、と平然とした顔で言った。ターゲットモンスターがどれほどの強さなのかわからない栞は、その言葉で幾分か肩の力を和らげる。もちろん、本人は認めはしないが。

「――で、誰だれにする？」

　巧が言い、栞が『広場』を見渡す。今日は彼ら以外に八名ほどのプレイヤーがいた。

「……誰がいいの？」

「似たり寄ったりかな。だから誰でもいいよ。気に入ったヤツいる？」

「真面目まじめに答えて」

「そうだな……できれば魔法を使えるヤツがいるといいんだけど」

　というセリフを待っていたのか、二人の背後から小さな影が躍り出た。

「ボクしかいないでしょ～」

「キッドくん！」

　少年魔法使いの登場に、栞は険しかった表情をパッと明るくさせた。彼女が笑顔を見せるのは現実世界を含めてもこの少年の前だけだ。

「久しぶりだね、シオリン。ボク、毎日ここに来て待ってたんだよ」

「私を？」

「うん。だってボク、シオリンのファンにもなっちゃったんだもん」

「嬉うれしい……けど、そのシオリンというのを――」

　巧が、栞にじゃれつくキッドの首根っこを掴つかんだ。

「おい小僧、お前『魔法の系統』は？」

「『水』だよ。それも忘れちゃったの？」

「……うるせ」

　忘れていた。だが『水系統』は願ってもない。

　このゲームの魔法には今のところ四つの系統がある。火、水、風、雷、の四系統。魔法使いはこのうちの一系統しか魔法を覚えられない。それもゲームにエントリーした瞬間に自動的に決まる。「火」と「雷」は攻撃的な魔法で、「風」と「水」は補助魔法がメインとなっている。その中でも「水系統」は回復魔法を専門としているので、パーティーを編成する際には是非とも入れておきたい人材なのだ。

「よし。お前も来い」

「そのつもりだよ～」

　キッドは快諾した。これで三人編成。小こ町まちの条件は満たしたことになる。

「んじゃ、行くか」

　と、巧たくみたち三人がベンチから立ち上がったところで、

「俺おれも行こう」

　頭髪を後ろに撫なでた大剣の男――ディフが現れた。巧は恐縮して、

「ディフ……アンタが出るほどのクエストじゃないよ」

「孫弟子のデビュー戦だ。老婆心だよ」

　ディフは朗らかに笑った。

　これで四人。

　巧の予想よりも遥はるかに強力になったチームが、広場中央のステージに上がった――。



　四人が移動した先は『初めての森』だった。

　栞しおりは「またここ？」と小さく漏らす。

「この森を抜けたところが草原エリアなんだ。一度でも行ったことのある場所にはワープできるんだけど、今回はシオリンがいるからね」

「なんか、ごめんなさい……」

「いいのいいの。誰だれでも最初はこうなんだから、気にしない気にしない～」

「ありがと、キッドくん」

　といった感じで、栞とキッドの二人が仲良く並んで歩く。その後ろに巧、さらに後ろにディフが続いていた。キッドは時折、後ろを振り返って巧やディフに話しかけるのだが、二人とも「ああ」とか「そうだな」と生返事しかせず、キッドはそれでも楽しげに笑うのだった。

　巧とディフの二人には会話がない。しかし、そこには気まずさや険悪な雰囲気はなく、むしろ落ち着いた空気が漂っている。

　しばらく歩いて、栞がまた疑問を口にした。

「そういえば、敵が出てこないね」

「敵もこっちの強さを計っているから。普通のＲＰＧと同じで、プレイヤーがある程度、強くなるとザコは出てこなくなるんだよ。まあ、今はディフのお陰だね。みんなディフにビビってる」

　そうなんだ、と栞は振り返ってディフに尊敬の眼差しを向ける。

「買いかぶりすぎだ」

　ディフは肩を竦すくめて謙けん遜そんする。その振る舞いが大人で、栞は安心感を強めた。

　巧たくみも同じように安心していた。彼は師ともいえるディフの実力を知り抜いている。文句なしに強い。彼さえいてくれれば自分やキッドなど必要ない。

　キッドのことも少しずつ思い出していた。たしかに何度か同じパーティーになったことがある。妙に懐かれた覚えもある。キッドの実力に関してはいまいち記憶にないけれど、プレイヤーとしての活動期間を考えれば、今回のクエストには充分すぎる助っ人だ。

　問題ない――と判断した巧は、クエストのことよりも、今後の栞しおりと自分の関係についてあれこれ想像していた。小こ町まちさんはこれからもオレたちを組ませるつもりだろうか、など気の重い未来を。

　だから、油断をしていたと言われれば、そのとおりだろう。

　近い将来の不安ではなく、目の前に脅威が迫っていることに気づかなかった。

　初めに気づいたのは、ディフだ。

「――む？」

　と突然、足を止とめて、背負っている大剣を構えた。

　がさがさ。

　舗装された道の脇わきにある草むらから音がして、葉が揺れる。

「なんだ？」

　と、巧は腰に差した剣を抜き、キッドもローブの懐ふところから杖つえを取り出した。

　栞だけは事態が飲み込めず、困惑気ぎ味みに突っ立っている。

　がさがさ。がさがさ。

　音が次第に大きくなり、気配が忍び寄る。

　そして、草むらをかき分けるようにして野犬――正しくは『魔犬』の群れが姿を現した。その数は五匹を下らない。

　さらに。

　魔犬の群れの奥から、もう一匹。

　いや、もう一人。

「さ、ささ探したぞ……ひ、卑ひ怯きよう者もの……」

　漆黒の体毛に覆われた狼おおかみと人間のハーフ『ライカンスロープ』が出現した。二本の足で立ち、ゆっくりと歩いてくる。その額には「何かで殴られた」ような傷跡がある。

「な……」

　巧は絶句した。

　このゲームでは「前に戦ったモンスターと再び相まみえる」ということが起こり得る。討とう伐ばつしない限り、モンスターはこの世界で生き続けるのだ。

　なので、そのことには驚かない。目の前に立つ人狼が、落とし穴にはめたヤツだということもすぐにわかった。だから驚かない。驚くのは――

「な、なんでテメーがここにいる……？」

　通常、ターゲットモンスターが出現エリアを移動する、などということはあり得ない。しかも、初心者の練習場的な意味合いの『森エリア』に中級レベルモンスターが出現するなど、ゲームの設定を根幹から揺るがす異常事態である。

「ぬぬ、主を……探した……」

　ライカンスロープがヨダレを垂らしながら喋しやべり、巧たくみを二度目の驚愕が襲う。

　モンスターが特定のプレイヤーを追ってエリアを越える？

（あり得ねぇ……）

　だが、あり得ないはずの現象が、今、目の前で起きている。敵モンスターはあきらかに自分を見て、こちらに迫っている。

「……へっ。なんだか随分と喋りが下手になったな、ワン公」

　余裕の口ぶりで言って、平常心を保とうとする。

　次の瞬間。

　巧に三度目の驚愕が訪れた。

　ザッと地を蹴けり、巧の横を通過して、ディフがライカンスロープに斬きりかかった。目で追うのが難しいほど高速の一撃。けれど、驚愕はそこじゃない。その一撃をいとも容易たやすくかわしたライカンスロープの速さこそが驚きだ。

　以前のヤツよりも速い。

　速くなっている。

　強くなっている！

（そんなことは絶対にあり得ない！）

「ぼけっとするな！」

　ディフが叫ぶ。

　そして、それが戦いの合図となった。

　オオオオオオ―ッ！

　一斉に雄お叫たけびを上げ、魔犬の群れが襲いかかってきた。

「そいつらは任せたぞ」

　ディフが指令を下す。彼は敵集団の頭、ライカンスロープと対たい峙じしている。互いに睨にらみ合い、牽けん制せいしている。

「あいあいさーっ」

　キッドが体の周囲に水の壁を張った。地面から噴水が湧わいているかのような魔法のカーテン。それに向かって杖つえを振ると、壁から球体の水の塊が飛んだ。一発、二発……と水の塊が的確に魔犬にヒットする。回復専門の「水系統」にも一応の攻撃魔法はある。それを使えるというだけで小柄な少年が相当な腕である証拠だった。

　巧たくみは……たじろいでいた。

「ねえ、何？　今、何がどうなってるの……？」

　と、巧以上に混乱している栞しおりの前に立ち、せめてもの盾になることしかできないでいる。

「落ち着け、落ち着くんだ……」

　栞にだけではなく、むしろ自分に言い聞かせる。そうすると混乱は徐々におさまった。

　冷静になった思考は、次に、自らの失態を認識させた。

　前回のクエストでライカンスロープを討とう伐ばつしなかったこと。

　ろくな指導もしないまま栞にクエストを受けさせたこと。

　この二点に関しては、あきらかに自分のミスだ。

　特に、二つ目。いくらなんでも思慮が浅すぎる。一時の感情に――それも嫌悪の感情に――流されて、まともな判断をしていなかった。

　混乱の次は悔恨で、体と脳の動きが止とまる。

「タクミ！　しっかりしろ！」

　ディフに言われて、ハッと意識を戻す。

　気がつけば、魔犬は後方にも出現しており、囲まれていた。

（落ち着け、落ち着け……）

　心中で繰り返し、状況整理に努める。

　ざっと見たところ、最大の脅威はライカンスロープだろう。これはディフが相手を務めているので問題はない。

　残るは魔犬の群れ。キッドが鮮やかな杖つえ捌さばきで周囲を取り囲む魔犬どもを牽けん制せいしているけど、いかんせん水の攻撃魔法は威力が弱い。怯ひるませることはできても討伐には至らない。

　――違う。通常なら水の攻撃魔法でも討伐できるはずだ。それなのに、できていないということは、魔犬も強くなっているのだろう。だとすれば……完全討伐は困難だ。いや、不可能だ。そこまで考えて、巧は決断した。

「……栞、逃げるぞ」

「え？」

「来た道を戻る。モンスターは相手にするな。全力で走れ」

「な、何を言ってるの？　そんなことしたらクエストが――」

「今回はあきらめよう」

「……嫌よ」

「いがみ合ってる場合じゃねぇんだよ！」

「嫌！」

　栞は剣を鞘さやから抜いた。両手でガッシリと柄を握る。敵に備えると同時に、絶対に逃げない、という頑かたくなな意思表示だ。

「よ、よくわからないけど、倒せばいいんでしょ」

「お前じゃまだムリだ」

　制止を無視して、栞しおりが駆けだした。

「あ、バカ――」

　と言っても遅い。

　栞は爆発的な瞬発力で一匹の魔犬に詰めより、例によって力任せな斬撃を放った。

　ゴスン。

　これまた例によって刃の部分で捉とらえられず、だが、刀身は魔犬の頭に当たった。ギャッと悲鳴をあげて魔犬が昏こん倒とうする。栞は興奮気ぎ味みに白い歯を見せ、

「やった！」

「シオリン、危ない！」

　栞の死角から別の一匹が襲いかかっていた。牙きばを晒さらし、喉のど元もとめがけて飛んでいる。

「―――っ！」

　思わず目を瞑つぶった栞に、魔犬の牙ではなく、水の塊が被弾した。そのまま大きく後ろに吹き飛ばされる。二度ほど地面を転がって元いた位置――巧たくみの後ろで止とまった。

「ゴメンっ。でもシオリン……邪魔」

　手痛い助け方をしたキッドはもう栞を見ていない。

　栞はパニック状態でただただ状況を見つめるしかできなくなった。

　それを機と見たのか、後方に陣取っていた魔犬が、次々と襲いかかった。

　巧は、呆ぼう然ぜんとしている栞の前に立ちはだかり、剣を振るう。

（バカはオレだ……っ！）

　完全なる失態。悔恨。痛恨。あらゆる自己嫌悪を今は捨て置いて「生徒」を守ることに心血を注ぐ。たちどころに一匹を斬きり捨すて、続けて二匹目を葬った。

　予想していたよりも魔犬は強くない。これならどうにかなるかもしれない。

　――と、おぼろげな光明を見み出いだした時。

「な、なんだ貴様あああっ！」

　ディフの怯おびえた声が耳に届き、すぐに視線を向ける。

　目に映ったのは、信じがたい光景だった。

　ライカンスロープが二人いたのだ。

「…………」

　巧は停止寸前の脳を懸命に働かせる。

　幻覚などではない。二人いる。口からヨダレを垂れ流し、黒い毛並みが豊かで、もはや人である部分は腰回りにしかない魔物が――まったく同じ姿をした人じん狼ろうが、二人、そこにいた。

　いや。

　一ヶ所だけ違う。違う部分がある。

　黒い毛に覆われた右腕。その二の腕部分が、赤い光を放っている。

　さらに目をこらす。

　赤色の発光は、毛とほぼ同じ色をした『黒色の腕輪』から生まれていた。

「……呪のろわれたアイテム……っ！」

　キッドが呻うめく。ある意味、この少年の怯おびえる様が一番の驚きかもしれない。

「な、なんだよ、それ？」

「……ボ、ボクも詳しくは……」

　衝撃が抜けきらない間に、腕輪をした方のライカンスロープが、巧たくみを睨にらんだ。禍まが々まがしく歪ゆがんだ口から鋭い牙きばがのぞいている。

「タクミ、逃げろっ！」

　と、もう一匹と戦っているディフが叫ぶ。その声に巧が反応するよりも早く、ライカンスロープが跳躍した。四本の足で跳ね上がり、巧に噛かみつかんと迫った。

「――ちっ！」

　巧の選択は、剣で応戦するでも逃げるでもない。足下にアイテムを叩たたきつけた。

　パァン！　炸さく裂れつ音おんがして地面からモクモクと煙があがる。煙玉――もとい、隠し球だ。

「きゃんっ」

　いつか聞いた意外と可愛かわいい鳴き声が煙の中から響く。

　巧は煙に背を向け、

「栞しおり！　小僧！　走れ！」

　言いながら自身も走り出した。非情な決断。ディフを置き去りにすることになる。それでも現状では最良の判断だと思った。クエスト達成の希望は完全に消した。

　そんな中、優先すべきはルーキーである栞で、次点がキッドだ。姿で選んでいるのではなく、実力的な位置づけ。ディフなら一人でも逃げられるかもしれないし、その可能性はディフにしか見み出いだせない。

　コンマ数秒で弾はじき出した解答。

　だが、それも甘かった。

「――痛ええええっ！」

　巧の背中に、気を失うほどの凶悪な痛みが走った。立っていられるはずもなく、地面に倒れる。あまりの痛さに頭がおかしくなりそうだ。

「お、おお同じ手は、通じぬ……」

　振り返ると、ライカンスロープが笑っていた。爪つめから多量の血が滴っている。

「……ち、くしょう………」

　ずるずると、手のひらと尻しりで後ずさる巧たくみの脳裏に二文字の言葉が浮かぶ。

（……死ぬ？）

　それは、おかしな発想だった。

　このゲームでは、プレイヤーは死亡しない。意識を失うことはあっても死にはしない。時間制限など条件を満たせずにクエストが未達成になることはあっても、死という形でのリタイアはない。

　なぜなら、ゲームキャラと本体がリンクしているから。逆に言えば、キャラが死亡するためには本体が死亡しなければならないからだ。

　そして、電脳世界でのモンスターの攻撃が、現実の肉体を死に至らしめることはない。巧はルーキー時代、モンスターの攻撃で腹にソフトボールほどの風穴を空けられたことがある。当時は今より同調率も低かったのだが、それほど致命的なダメージを受けても本体が死ぬことはなかった。ゲーム内では気絶状態になったし、現実でも強烈な痛みは残ったけど、外傷はなく、当然ながら生きていた。

　でも、今は本能が告げている。

　本体が死ぬと告げている。

　必死に否定するが拭ぬぐいきれない。どころか、速度を早めて浸食する。恐怖が脳内を塗りつぶしていく。あと数秒でもその状態が続けば、巧はすべてをあきらめていただろう。

　ズブッ。

　という音がして、目の前で、垂直に残像を残しながら銀色が煌きらめいた。それから、黒い物体が宙を舞い、ぼとりと地面に落ちた。

「ひぎゃああああああっ！」

　今まさに自分を食わんとしていた人じん狼ろうが悲鳴を上げる。膝ひざをつき、体を横たわらせて、のたうち回る。地面に落ちたのは、その人狼の右腕。斬きり落としたのはディフだ。

「ぬ、ぬああおおっ」

　ディフの背後から、もう一匹――両腕が健在――のライカンスロープが走る。ディフはその場で反転して、大剣を正眼に構えた。

　だが、人狼はディフの前を通り過ぎる。狙ねらいはディフではない。巧でもない。

　己だった。

　もがき苦しむ片割れの上にのしかかって――『同化』した。重なり合い、溶けるようにして、二つの肉体が一つに戻った。

　瞬まばたきする間の出来事。続けて人狼の両眼は、地面に転がった右腕に向けられる。右腕は光の粒子となって消えていく最中だ。

　しかしながら『黒い腕輪』だけは消えない。そこに残っている。

「！」

　今の今まで動転していた巧たくみの脳が活動を再開させ、一つの指令を下す。それはシンプルに体内を駆け巡る。

　――取れ、と。

　巧は手を伸ばした。腕輪めがけて一直線に伸ばす。

　そして、掴つかんだ。

　ここから先の行動は、巧自身にも説明がつけられない。判断などというご立派な働きを脳はしていなかった。

　どうにかしなければ、という思い。

　自らの失態を責める心。

　恐怖からの逸脱を求める本能。

　この不可思議な状況を打破してくれるかもしれないという期待。

　そういった理性ではない部分が複雑に絡み合い、アバターの肉体を操っていた。

　行動に無む理り矢や理り、理屈をつけるならば、そういうことになるだろう。

　とにかく――。

　巧は『黒い腕輪』を右腕にはめたのだ。

　腕輪はライカンスロープの丸太のような腕にも通るサイズだったのに、なぜか巧の腕に寸分の違いもなくピタリとはまった。

「ああ……っ！」

　ディフが歯は噛がみして唸うなる。その声はかすれていて、巧にも栞しおりにも聞こえない。



　………。



　まるで時間が停止したかのように、全員が動きを止とめて巧の腕を凝視した。

　が。

「………んだよ……なにも起きないじゃねぇか！」

　巧は吐き捨て、思い直す。今度こそ己の力に頼ろうと決めて、剣を握った。右手で強く柄を握りしめた。

「起こってるよ！」

　と、キッド。巧以外は全員が「それ」を目撃していた。

　巧の右腕にはめられた黒い腕輪が赤い光を放っていることと、

　剣が二つに分裂したことを。

　剣からまったく同じ形をした剣が生まれて、巧の足下に落ちたことを。

「……！」

　遅れて巧も気づく。気づくやいなや、二本になった剣を両手で握りしめた。

「栞しおり！　逃げるぞ！」

　そして、止とまっていた時間が動き出す。

「かか返せぇえええ！」

　ライカンスロープが巧たくみに飛びかかる。それをディフが防ぐ。

　魔犬が吠ほえて、キッドが水魔法を当てながら、巧の後を追う。

　栞は立ち上がり、再び敵に向かおうとする彼女の腕を、巧が掴つかんで引っ張る。

　敵と仲間に背を向けて――走りだす。

「やめてっ！　逃げたらクエストが！」

「うるせぇ！」

　そんな二人の行く先を、魔犬の群れが塞ふさぐ。

「やたら滅めつ多たにブン回せ！　足は止めるなよ！」

　巧に指示に、心では抗あらがいつつも栞の体が従う。魔犬に向かってブンブンと剣を振り回しながら疾走する。剣けん戟げきは魔犬にかすりもしないが、威嚇効果にはなった。魔犬は喉のどを鳴らして足踏みをする。

　その隙すきをついて巧が二匹ほど斬きり捨すてた。付け焼き刃の二刀流など使わず、右腕だけで剣を振るった。

　光の粒子となって消えゆく魔物の上を飛び越え、また駆ける。

　そうして二人はモンスターの壁を――突破した。

　栞は走りながら振り返る。キッドが数メートル後ろを追ってくる。

　しかし、ディフはライカンスロープと対たい峙じしたままで、走ってくる様子はない。

「ねえ待って！　ディフさんが……！」

　巧はもう一度、栞の腕を掴んで強く引っ張った。

「いいから走れ！　じゃなきゃ……死ぬぞ！」

「……っ！」

　やがて二人の目の前に――森の入り口付近にある――ワープホールが見えて、あらゆることを置き去りにしたまま、巧と栞は光の渦に飛び込んだ。





　プレイヤーズブースにある二つの黒い椅い子す。そこに座る体が大きく揺れて――巧と栞は現実世界に帰還した。

　小こ町まちがヘッドフォン型のディスプレイを外してやる。彼女の顔も蒼そう白はくだが、平静に振る舞う。いつものように甘い声で、

「おかえり」

「――じゃねえ！」

　巧たくみは椅い子すから立ち上がり、小こ町まちの胸ぐらを掴つかんだ。

「小町さん！　一体どうなって―――ッ！」

　最後まで言えず、しゃがみ込んでしまう。背中の痛みが尋常じゃない。声も出ない。

「巧、大丈夫？」

「桃もも井いくんっ！」

　小町が手を差し伸べ、栞しおりが駆け寄る。巧は歯を食いしばって「大丈夫だ」と介抱の手を払う。そしてまた小町を睨にらみつける。

「……小町さん、どうなってんだよ！」

　小町は冷静な表情を崩さない。

「私にもわからない」

「ふざけんなっ」

「ふざけてない。私にも何が起こったのか把握できていないの。今わかっていることは、ゲームの同調率が上がったということだけよ」

「……上がった？」

「そう。現在の同調率は……89％」

「………」

　巧は、もう何度目かもわからない驚愕に震えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　89％の同調率。

　それはゲーム内での負傷がほぼそのまま現実世界にフィードバックすることを意味している。つまり、生身の体に限りなく近い状態で凶悪なモンスターと戦っていたことになるのだ。巧たくみが感じた死の恐怖は正しかった。

（殺す気かっ！）

　爆発しそうな怒りが湧わき、だけど、巧はその烈火の如ごとき感情の高ぶりを押さえつける。目を閉じ、唇を堅く結んで黙る。煮えたぎる心を冷やす。捏こねるようにして感情の尖とがりを丸める。最後にため息として体外に逃がす。

　もう大丈夫、と判断してから会話を再開させる。理知的な言葉で訊たずねる。

「同調率以外のことについては？　オレが装備した腕輪のこととかは？」

「本当にわからないのよ」

「……そうですか。だったら――」

　巧は諦てい観かんしたかのように、ふっ、と冷笑を浮かべた。

「オレ、しばらく仕事を休みます」

　荷物を持って、ドアへと歩く。一歩踏みだす度に、激痛で顔が歪ゆがんだ。

「待ちなさい！」

　小こ町まちが引き留め、巧がゆっくりと振り返る。

「なんですか？」

「休むって、いつまでよ？」

「わからないことがわかるようになるまで、です」

　巧は視線を小町から栞しおりに移す。まだ混乱の最中にいる栞は、目を泳がせている。

「とりあえず……卒業は保留ってことで」

「……う、うん」

　と、栞は力なく頷うなずくしかできなかった。



　放心状態の栞をタクシーに乗せた後、小町は仕事場である地下三階の部屋には戻らず、エレベーターに乗って地上十八階を目指す。

　彼女の胸中にも混乱と怒りとが嵐あらしのように渦巻いていた。

　小町の仕事――オペレーターと呼ばれるその仕事は、基本的にプレイヤーがゲームの中に入ってしまえば、することがない。パソコン画面に映るゲーム映像を見守ることしかできないのだ。それは一応、担当しているプレイヤー視点で展開される映像なのだが、実写映像ではない。

　巧たちの姿が３Ｄポリゴンなのだ。その精度は極めて高く、フルＣＧムービーやＶＦＸを駆使した映像にひけをとらないものではあるけど、あくまで『ゲームの画面』である。エフェクトや効果音もゲーム的で派手に演出される。

　その画面に映るプレイヤーの一挙手一投足を見つめることしかできない。

　オペレーターの業務は――

・担当しているプレイヤーを電脳世界に送り、現実世界に帰還させること

・プレイヤーに適した「クエスト」を選択し、与えること

・現実世界でプレイヤーが接触しないよう、会社への入退時間等を管理・調整すること

　――である。

　この他ほかにもいくつか業務はあるが、主なものはこの三つだ。

　スケジュールを管理して仕事をさせて成果を上げる。タレントのマネージャー、またはスポーツ選手の代理人のような仕事内容といえるだろう。

　担当しているプレイヤーが成果を上げれば、それはオペレーターの給与にも反映する。だからオペレーターは、担当プレイヤーの実力を見極め「出来る範囲での仕事」を与えるのだ。そうしなければ自分の査定に響く。

　つまり。

　小こ町まちも「出来る範囲の仕事」を選んだのだ。栞しおりに実践経験を積ませるため、極めて簡単な内容のクエストを選んだ。巧たくみが「さすが」と感心したように、正直なところ、これほど簡単な仕事は他にない。

「そのはずなのに……っ」

　ギリッと奥歯を鳴らす。彼女の憤りは、ある意味、巧や栞よりも大きい。責任と自信を持って与えたクエストが不測の事態に見舞われたのだから屈辱さえ感じている。立場上、冷静に振る舞っただけに過ぎず、その取り繕った冷静さもどうやら巧には見抜かれていた。情けないことこの上ない。

　エレベーターが目的の階層へ着いた。

　そこは『第四開発部』のフロアだ。巧たちがテストプレイしているゲーム専門の部局である。このフロアには部屋が一つしかない。

　第四開発部部長室。

　小町は壊しかねない勢いで、ドアを開けた。

「失礼します！」

「……ノックぐらいしたまえ」

　一人の男が、驚きもせず答えた。

　部屋にはその男しかいない。コーヒーカップ片手に机の上の書類に目を通している。

　痩やせ形がたの細面。髪はきっちりと七対三で分けられている。

　眉まゆが細く、その下にある目も細い。

　名を横よこ山やまという。年は三十代前半だが、若くも老年にも見える。

　小こ町まちは横よこ山やまに近づき、机をバンと叩たたいた。

　それでも横山は眉まゆを動かさない。几き帳ちよう面めんにカップをコースターの上に置き、ゆっくりと目玉だけを動かして小町を見る。

「君はたしか……」

「日下部くさかべ小町です」

「ああ、そうだ。それで、何用かね？」

「『アズラ』に異常事態が発生しています」

「そうか」

　小町はもう一度、机を叩く。カップからコーヒーが溢あふれ、書類にはねた。

「どうしてそんなに冷静なんですか！　予定にないイベントが発生して、しかも同調率が89％まで上昇しています。これではプレイヤーの生命に関かかわります！」

　横山はどこまでも淡々と、抑揚がなく、ひどく事務的な口調で告げる。

「異常でも何でもない」

「なっ、何を――」

「もう一度、言う。異常でも何でもない」

　まるで鋭利な刃物のように鋭く、温度のない視線。小町は怯ひるみそうになるのをどうにか堪えた。

「……ウィルスや単純なバグなどの可能性は？」

「あり得ない」

「どうして言いきれるんですか？」

「仮に異常事態だとしても、それを発見するのがテストプレイヤーの役目だ。そのために彼らは存在し、我々は高額な給与を支払っている。だから何も問題はない。問題があるとすれば、プレイヤー同士を接触させている君だと思うが？」

「そ、それは……」

　小町は震えるほど拳こぶしを握りしめているが、それを机に叩きつけることはもうできない。

「色々と思うところがあるようだね、特例として認めよう。で、他ほかに報告は？」

「……ありません」

「ならば仕事に戻りなさい」

「……失礼しました」

　小町は丁寧に頭を下げ、ドアへと歩き出す。

　その背中に横山が、

「君が担当している男性プレイヤーだが」

「何でしょう？」

「名前は何といったかな？」

「桃もも井い巧たくみ、ですけど」

「ああ、そうだった」

「……彼が何か？」

「いや。何でもない」

　横よこ山やまが何かを隠していることはわかったが、同時にそれを明かさないだろうということもわかった。

「失礼しました！」

　小こ町まちは、入った時と同じように憤怒をドアにぶつけて、部屋を後にした。





　おんぼろアパートの駐輪場に巧を乗せたバイクが到着したのは、深夜三時過ぎだった。タンクを叩たたいて愛車の労をねぎらいながら、よくまあ無事に着けたな、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑う。

　そーっと音を立てないよう階段を上がり、自室のドアを開ける。

　ヒナがちゃぶ台に突っ伏して眠っていた。箸はしをつけていない料理が並んでいる。きっと一緒に食べるつもりで待っていてくれたのだろう。

「ヒナ……」

　最初に沸き起こった感情は、健けな気げに待っていてくれた妹への愛いとしさだった。

　次に安あん堵ど感かん。

　恐ろしい思いはしたけれど、結局は、

（あれがゲームでよかった）

　という安心が広がっていく。

　ヒナの肩から毛布を掛けてやり、それから洗面所へ移動した。

　そこで、本日最後にして最大の驚愕と対面する。

　背中にはざっくりと爪つめ痕あとがあり、血が流れていた。

　さらに、腕。

　巧の右腕は、まるでタトゥーを入れたようになっている。二の腕をぐるりと一周して、見たこともない――象形文字のような――黒い文字が並んでいた。

　こすっても、洗っても、消えない。

　背中の傷と腕のタトゥー。

　それが意味することは……

「現実への浸食……？」

　愕がく然ぜんとしながら、もう一つ、わかったことがある。

　タトゥーが刻まれているのは『黒い腕輪』をしていた箇所だ、と。



    

  
    
      

四章　裏返しの気持ち





　巧たくみと栞しおりが電脳世界で異変に見舞われた、翌日の朝――。

　ヒナは一人で河川敷の通学路を歩いていた。

「むっ」

　と唸うなり、頬ほおはパンパンに膨れている。ヒナはとっても不愉快だった。

　理由は一つしかない。彼女の喜怒哀楽は、彼女が愛する男性の言動によってのみ動かされる。つまり、巧くんだ。

「むうっふふむ！」

　世界で彼女にしかわからない言語を操り、不満を漏らす。直訳すると「なんなの、あの態度は！」である。

　今朝のヒナは頑張ったのだ。どうやら巧くんは昨晩遅くに帰ってきたらしく、その寝顔があまりにも苦しそうだったので、日課である「おはようのチュー」も抱きつくのも我慢して、普通に、何の面おも白しろ味みもないけど普通に「おはよう」と声をかけたのに、

『あっち行け』

　ときた。きやがった。あまりにもあんまりである。……そりゃ、抱きつくのを我慢できなかったヒナにも少しは非があるかもしれない。でも気を遣って後ろからそっと、本当にそーっと寄り添おうとしただけなのだ。それをドンと突き飛ばして「あっち行け。オレはもう少し寝るから一人で学校に行け」とは一体どういう了見なのか！

「ひどいよっ！」

　ヒナはオリジナル言語を捨て、日本語で怒りをぶちまけた。道行く生徒たちが「え？」と驚いているのも気にならない。それぐらい不愉快だから、大きく息を吸い込んで、またほっぺたをパンッパンに膨らませ、

「むっ」

　と唸る。もはや不満は今朝のことだけに止とまらない。どうも最近の巧くんは様子がおかしい。その原因も、ヒナにはなんとなく想像がつく。

　隣に越してきた女の人だ。

　たしか名前は………どうでもいい。とにかく、あの猫顔の人だ。

　あの人が引っ越してきてからというもの、巧くんの様子が変なのだ。

　最初は「運命だ」とかほざいていたくせに、今では話しかけもしない。目を合わせようともしない。

　巧たくみくんは、人を嫌うような性格をしていない。誰だれに対しても優しいし（それはちょっと不満だけど）分け隔てなく接する。だからこそ、小こ町まちちゃんやその弟とか――自分で言うのもアレだけど――自分のような性格や言動にクセのある人から好かれる。

　でも、あの人にだけは嫌悪感をあらわにする。

（それって逆に……）

「……」

　ヒナはピタッと足を止とめた。切なげに息を吐き出して、膨らませていた頬ほおをすぼめる。胸がモヤモヤして苦しい。

「君一人とは珍しいね」

　と、立ち止まるヒナに声がかかった。慇いん懃ぎんな話し方で誰だかわかったので、ヒナは煩わしそうに見上げる。

「なあに、メガネさん」

　日くさ下か部べ尚なお之ゆきが涼しい顔でメガネをくいっと上げながら、答えた。

「いい加減、僕の名前を覚えたらどうだい？　桃もも井い妹」

「そっちこそ」

「姉さん以外の女性の名前は覚えても意味がないからね」

「巧くん以外の男性の名前なんか価値がないよ」

「相変わらず意見が合うね」

「そだね」

　ヒナと尚之が河川敷を並んで歩く。周りの生徒たちは「これまた妙な組み合わせだな」と物珍しそうに眺めている。

　この二人は特別、仲が良いわけでもないが、妙な組み合わせということでもない。巧と尚之が幼い頃ころからの親友なので、自然と接する機会が多かった。もっとも、ヒナは尚之のことを「ヒナと巧くんのラブラブタイムを邪魔するメガネ」と、あまり良い印象は持っていないのだが。

「巧はどうしたんだ？」

「しらないっ」

「喧けん嘩かか。どうりでムームー唸うなっているわけだ」

「いつからヒナのこと見てたのよ、変態メガネさん」

「心外だな。僕はメガネであっても変態ではない」

「シスコンのくせに」

「ブラコンの君にだけは言われたくない」

「ヒナと巧くんは特別なの。コンプレックスじゃなくてラブなの」

「僕と姉さんも同じだ」

「違うよ。ヒナと巧たくみくんはラブラブだけど、メガネさんと小こ町まちちゃんはラブくないもん」

　尚なお之ゆきのメガネを上げる手がかすかに震える。

「……甚だ心外だな。愛にも様々な形があるんだ。姉さんが僕をまるでゴミクズのように扱うのも愛情の裏返しだ。第一、現在進行形で喧けん嘩かしているのは君たちだろう？」

　うぐっ、とヒナは喉のどを鳴らす。

「そ、それは愛情の裏返しだよ」

「意見が合うね」

「そだね」

　ヒナと尚之は仲良しではないけれど、昔から残念なところで意見が合っちゃうのだ。

「ねえ、メガネさん」

「なんだい、桃もも井い妹」

　ヒナは少しだけ躊躇ためらってから、

「……あの人って、どんな人？」

「あの人とは？」

「転校生」

「あー、立たち花ばなさんのことか」

「あー、それ。そんな名前の人。てゆーか、女性の名前覚えてるじゃん」

「君だって覚えているくせに」

「む……」

「嫉しつ妬とかい？」

「は、はあ？　そんなわけないでしょ、な、何言ってんの、変態ブサイクメガネさん」

　ヒナの美的感覚では尚之の秀麗な顔立ちがそう見えるらしく、尚之は尚之で、

「だから変態ではないと言っているだろう」

　と、そこだけが気に食わないらしい。良くも悪くも息の合ったコンビである。

「心配しなくても巧と彼女には何もないよ。むしろ、嫌い合っているぐらいだ」

「……そこだよ」

「どこ？」

「メガネさんは頭がいいのにバカだね」

　毒舌を平然と受け流し、尚之は腕を組んで悩む。

「どういう意味だ？」

「嫌いは好きの裏返し……かもしれないでしょ」

「なるほど。君は子供っぽく見えて案外、大人なんだな」

「大人じゃなくてレディなの。こんなこともわからないから小町ちゃんに相手にしてもらえないんだよ。小町ちゃんはすご～くレディなんだから」

「勉強になる」

　尚なお之ゆきは素直に得心した。

　そうこうしている間に、学校が見えてきた。ヒナは校門をくぐる前に一度だけ、後ろを振り返った。そこに巧たくみの姿はない。心のどこかで巧が追いかけてきて「ヒナ、ごめん」と言ってくれるのを期待していたけど、やはり来なかった。

「………」

　胸のモヤモヤが広がっていく。それは栞しおりに対する嫉しつ妬と心しんだけではない。

　それよりも大きな不安がある。

　巧がどこか遠くに行ってしまいそうな気がする。今まで自分の側で自分の為だけに生きてくれた最愛の兄が、人生の新しい扉を開けそうな、漠然とした予感。

　栞がその場所に連れて行きそうな気がしてならない。

　そしてそれを喜べばいいのか、素直に悔しがればいいのか、レディを自負する彼女にもわからずにいるのだ。

　ヒナは前に向き直り、いつも巧と繋つないでいる左手でカバンを握りしめて、校舎へと歩を進めた。





　一方その頃ころ。

　栞は、桃もも井い家のドアを叩たたいていた。

　昨晩から一睡もしていないので、目の下にクマができている。特徴である力強い瞳ひとみにも覇気がない。制服に着替え学校に行く準備はしているが、その前に、巧に訊きいておきたい事柄があった。

　もう一度ノックする。返事はない。

　妹さんが一人で登校したのは窓から確認していたので、部屋にはいるだろう。栞は逡しゆん巡じゆんしてからそーっとドアを開け、部屋の中をのぞき込こんだ。

「……も、桃井くん？」

「ん？」

　と、洗面所から巧が姿を現した。上半身裸のトランクス一枚という格好で。

「きゃあああっ！」

　栞は見事な反射神経でドアを閉める。立て続けに、

「な、なんて格好してるのよ！」

「……いや、ここオレん家だし」

　巧が内側からドアを開ける。格好はそのまま。なので、栞はすぐにドアを閉める。

「ふ、ふ、服着て！」

「その前にまず謝れよ」

「……っ」

　栞しおりは心の中で「う」と吠ほえる。悔しいけど今は私が悪い。でも、だからって、は、裸同然で……うっ！

「謝らなくていいから、ちょっと手伝ってくれ」

　言いながら、再び内側からドアが開けられた。巧たくみはそのまま栞に背を向け、誘うように部屋の中へと歩く。

　栞は再々度ドアを閉めようとして、手が止とまった。巧の背中にある「何かで抉えぐられた」ような四本線の傷が目に入ったからだ。

「あ、それ……」

「昨日の傷だ。悪いけど手当てしてくれない？　自分じゃ手が届かねぇんだ」

「な、何で、私が、そんなこと……」

　口では悪態をつきつつ、栞は玄関で靴を脱いだ。巧には絶対に聞こえない音量で「お、お邪魔します……」と言ってから部屋内に足を踏み入れた。

　巧はズボンを履いてから、栞に背を向けたまま胡座あぐらをかいて座る。栞が初めて電脳世界に入った時と似た光景。

　でも、あの時よりも恥ずかしい。つい目を伏せてしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「ど、ど、どうすれば、いいの？」

「消毒してから化か膿のう止どめを塗ってくれ。包帯は自分で巻くから」

「う、うん。わかった」

　栞しおりは足下にあった救急箱から消毒液を取り出す。手当てをする以上、伏せてばかりもいられないので、患部に目をやる。

（うわっ……）

　近くで見ると想像以上に傷が深ふかい。出血はないけど、白い筋繊維のようなものが見えている。

「い、い、いくよっ」

　自分を勇気づけるように言って、栞はドバーッと消毒液をかけた。

「いぃぃ――――っ！」

　あまり痛さに巧たくみは座ったままの姿勢から数センチほど浮き上がった。

「だ、大丈夫？　痛かった？」

「……あ、あのさ、もっと優しくガーゼとか使って――」

　と、もっともな訴えをするべく振り返ると、

「こっち向かないで！」

　栞の右カウンターが炸さく裂れつした。振り子みたいに巧は元の向きに直る。直される。

「なな、なんだお前、信じられねぇ！　普通グー出るか？　グー出ちゃうか普通？」

「う、うるさいわねっ！　キミがじっとしてないからでしょ！」

「うわぁ……なんかもう逆に笑えてくるな、お前……」

「お前って言わないでよ、馴なれ馴なれしい」

「一回ぐらい謝れ」

「……うっ」

　栞は謝罪こそしないけど、言われたとおりガーゼに液体を含ませて、患部を消毒する。栞なりに反省して優しくトントンと撫なでた。その度に巧が「う」とか「ぐ」と体を軋きしませるので、よっぽど痛いんだなぁ、と反省の色を濃くする。だが、実際は、優しくトントンではなくゴツンゴツンだった。栞の不器用さは天下一品。無自覚なので始末に悪い。

　ともかく、恥ずかしさやカウンターパンチなどで慌ただしかった栞は、一応の手当てを終えた後、ようやく巧の右腕にある「タトゥー」に気づいた。

　もちろん、「タトゥー」だとは思わずに。

「これ、もしかして……？」

「ああ。これも昨日のアレだ」

「アレじゃなくて、何なのこれ？」

「オレにもわかんねぇ」

　巧たくみが器用な手つきで自分の胴体に包帯を巻きつけ、服を着る。さすラビＴシャツの緑色バージョン。その神秘的なまでのダサさも、今は気にならない。

「まあ、あのゲームが普通じゃないことぐらいハナから承知の上だからな、大して驚きはしねぇよ」

　本音なのか強がりなのか、栞しおりには判断しかねた。

「普通じゃない？」

「だってそうだろ。あんなモンが実際に発売されてみろ、世の中ひっくり返るぜ」

「あのゲームって一体何なの？」

「さあ？　オレもデジタル関係のことにはとんと疎いから」

「……あの腕輪のことは？」

「それもわかんねぇ。小僧は『呪のろわれたアイテム』と言ってたけど、そんな言葉も初めて聞いた」

「あ、そういえば……ディフさん、あれからどうなったんだろう……」

「……さあ」

「……」

「ほらな、わからないことだらけだろ？」

「………」

　巧はなるべく軽いノリで話してくれているようだが、栞のテンションは下がる一方で、右ストレートを打ち込んだ勢いはもう、どこにも見当たらない。

「どうした？　元気ないじゃん。らしくもない」

「ら、らしくないって、そんな――」

　悪態をつきそうになって自重する。言い争いをしに来たわけではない。でも、もともと口下手だし、相手が相手なので上手く切り出せずにいる。

「なんか話があるんだろ？」

「……うん」

　どうにも彼には心の内を見透かされているような気がして不ぶ気き味みな感じさえするけど、不思議と嫌な気分はしない。

「……仕事、本当に休むの？」

　巧は「んー……」となにやら照れるように鼻の頭を掻かいて、

「小こ町まちさん、怒ってた？」

　と答えをはぐらかした。

「怒ってはいたけど、キミにではない、と思う」

「そりゃよかった。あの人、怒らせると超怖いからなぁ」

「そんなことより、どうするの？」

「栞しおりは？」

　と、今度は逆に問い返してきた。

「私は……」

　それをずっと悩んでいた。一睡もせずに悩んでも答えが出ない。何度も眠りにつこうとした。体が睡眠を欲していた。それなのに瞼まぶたを閉じると、魔犬の牙きばが蘇よみがえって、眠ることを許してくれなかった。昨日のようなことがまた起きるかと思うと、怖くてたまらない。

「怖くて当然だよ」

　と、また胸の内を見透かされたように言われ、栞は思わず頷うなずいてしまった。

「デビュー戦でアレだもんな、ビビるのが普通だよ。てゆーか……」

　突然、巧たくみがペコリと頭を下げた。

「ごめん」

「え？　な、何のこと？」

「昨日のことはオレのミスだ。ホント、ごめん」

「い、いや、その……別にいいよ」

　何を謝られているのかよくわからないので、そうとしか言えない。

「でも、言い訳するつもりじゃないんだけどさ、オレには向いてないと思うんだ」

「……何が？」

「だから、つまり、その……」

「……？」

　続きの言葉を探しているのか、巧は視線を宙に漂わせる。人の言葉は読むのに、自分の言葉を見つけるのが苦手らしい。

　巧が視線を栞へと戻し、やっと続きを話しだす。

「オレは才能がないんだ」

　やっと話しだした言葉がこれだったので、栞は首を傾かしげざるを得ない。

「ねえ、キミってもしかして口下手？」

「茶ちや化かすなよ。……まあ、尚なお之ゆきにも似たようなことしょっちゅう言われるけど」

「なんとなく意外」

「と、とにかく！　オレは栞と違って才能がないんだよっ」

「……私と違って？　私って才能あるの？」

「あれ？　言ってなかったっけ？」

「……ホントに口下手なんだね」

「そ、それはもういいだろ」

「ごめん。ちゃんと聞くから、教えて」

「つまり……オレはあのゲームにエントリーしているプレイヤーの中で一番弱いんだ」

「そ、そうなの？」

「オレは、あのヒルを倒すのに四ヶか月げつもかかった。ワースト記録だよ。それより下は適性がなくてプレイヤーになれなかったヤツだけだ」

　栞しおりは、自分が簡単にこなしていただけに、いまいちピンとこない。プレイヤーになれなかった人がいるということも、想像ができなかった。

「だから、栞なら大丈夫かもと思った。見誤った。ホントにごめん」

「う、うん。それはもういいよ」

「この際だからはっきり言うけど、栞はすごいよ。すごい才能の持ち主だ。多分、歴代で一番だと思う。まあ、その辺はよくわからないし、これからちゃんと経験を積んで武器も揃そろえなきゃいけないけど、それさえできれば、どれだけ同調率が上がろうとも怖くない。無傷でモンスターを倒せるようになる。だから怖がらなくてもいい。所しよ詮せん、ゲームなんだしさ」

　褒められていることを喜びはせず、いつの間にか話が戻っていることに、遠回しな言い方だな、と内心で苦笑してから、栞も話を戻す。

「キミは？」

「オレは……正直、キツいな」

「だから休むの？」

「……」

「まさか……辞める、の？」

「辞めないよ」

　そう言って、巧たくみは笑った。なぜか胸が詰まるような、痛々しい笑顔だ。

「働かずにいられるような身分じゃねぇしな」

（あっ）

　と、栞は思い出す。

　巧と初めて会った日の前日、栞はブレイン・カンパニーに赴き、小こ町まちから仕事についてレクチャーを受けていた。その時に「指導係」についても聞かされた。

『栞ちゃんと似た者同士だから、仲良くしてあげてね』

　小町はそう言った。

　似た者同士――その言葉が何を指しているのか、すぐに察しはついた。自分と同じ歳としでこの仕事をしているのならば、おおよその事情は推測できる。

　きっと私と同じように借金を抱えているのだろう、と。

　どうやらその推測は当たっているらしい。

　それだけを取って「似た者同士」であるとは思えない。思わない。

　でも、共通の懸案事項を抱えてはいる。

（だとしたら、やっぱり訊きいてみたい）

　栞しおりは大きく息を吸い込んで、思いの丈たけをぶつけた。

「あ、あのね！　わ、私はやっぱり……怖いよ。キミが言ってくれたこともピンとこないし、そんな風になれるとも思えないし……」

「大丈夫だって」

「うん……でも、その、私はあまり賢くないから、キミの背中の傷とかを見ると、とてもじゃないけどゲームだと割り切れない。自分もそうなるかもって思うと、眠れなかった。もっと言うと……仕事、辞めたいと思った」

「……」

「だけど、私も辞められるような身分じゃなくて、つまり、その、お金が……」

「いいよ。なんとなくわかるから」

「……キミは怖くないの？」

「怖い。前まではそうでもなかったけど、今は本気でビビってる」

「でも辞めないんでしょ？」

「うん、まあ」

「……上手く言えないけど、怖いことに立ち向かうにはどうすればいいのかな？　キミのその勇気はどこから出てくるの？」

　たどたどしい口調。だけど、力強さの戻った瞳ひとみを真まっ直すぐに向けられ、巧たくみは返答までに長い時間をかけた。

「勇気なんて……そんな立派なモンはないよ。オレだって、辞められるのなら辞めたいと思う。けど……」

　そこまで言って、また言葉を探す。

「オレは……ヒナを守らなければいけないから」

「！」

　栞は、質問したことを後悔した。

　巧が必死で探し出してくれた言葉だとわかるのに、聞かなければよかったと思った。

　自分と彼との決定的な違いを今さらながら痛感させられた。

　彼には妹さんがいる。

　彼には守るべき人がいる。

（私には……いない）

　それは出会った時に気づいていたことなのに。

　それが理由で彼のことを腹立たしく感じたのに。

　でも、その嫌悪感はもう巧に向けられることはなく、己を突き刺す刃となった。

（たんなる僻ひがみだ……）

　自分が、立たち花ばな栞しおりという人間が、ひどく醜く思えてやりきれなくなる。

　そんな心を見抜いたのかどうか、

「元気だせよ」

　と、巧たくみが言った。今はその言葉が逆につらくもあるのだが、栞は素直に受け止とめる。

「……ありがとう」

「何度も言うようだけど、所しよ詮せんはゲームなんだし、栞は強いんだし、大丈夫だよ。モンスターが出現したら、得意の右カウンターでＫＯしてやればいいんだ」

　わざと意地悪く言っている。

　だから、栞も精いっぱい笑ってみせた。

「べ、別に得意じゃないもん」

「あ」

「え？」

「『こっちで』笑ってる顔、初めて見た。そっちの方が断然、いいよ」

「――っ」

　栞は咄とつ嗟さに俯うつむいて、赤くなった顔を隠した。

　彼がどういうつもりで言ったのか、そして、この顔の火照りが怒りからくるのか恥ずかしさからくるのかはわからない。



    

  
    
      



    

  
    
      　でも、このままここにいたら数分としないうちに泣いてしまうことは、わかる。

　栞しおりは立ち上がった。それからすぐに、くるり、と巧たくみに背を向けた。

「私、そろそろ学校行くね。キミはどうするの？」

「今日は休むよ」

　玄関で靴を履いて、ドアを閉める直前。栞は小さな声で、

「……ごめんね」

　と呟つぶやいた。それが巧に届いたかどうかは、わからない。

　だから。

　巧が必要以上に「所しよ詮せんはゲームだ」と繰り返した意味や、本当は誰だれを慰めていたのか、それもわからなかった。

　わかってあげられる心のゆとりが、なかった。

　もしかしたら、巧本人にも、わかっていなかったのかもしれない。



　そして、夜――。

　隣の部屋からいつものようにギャーギャーと怒鳴り合う声が聞こえてきた。昨日までは騒音でしかなかったその声が、昨日までとはまったく違った音色に聞こえる。

「羨うらやましいな……」

　言ってしまうと、もう、涙が止とまらなくなった。隣の部屋よりも質しつ素そな我が家がたまらなく寂しくなって、止まらなくなった。

　窓の外、空には煌こう々こうとした月が浮かんでいる。

　まるで世界が自分だけを置いてけぼりにして回っているように思えて、

　栞は涙を流し続けた。



　それから、十日が過ぎる――。

　栞にも巧にも仕事の連絡は入らず、ごく平穏な日々が続いた。



　十一日目の授業中。

「う、うわあああっ！」

　突然、隣の席に座る巧が悲鳴をあげた。

「……桃もも井い、どうした？」

　戸惑いながら教師が訊たずねると、巧はけろりと笑顔をつくって、

「す、すいません。すげー怖い夢を見ちゃいました」

「まったく……」

　教師が呆あきれ、クラスメイトがクスクスと笑う。

　栞しおりだけは笑えない。

　栞だけは巧たくみの目に浮かぶ水分を見ていた。

　栞だけが悲鳴の原因を目の当たりにしていた。

　巧の持っていたシャープペンシルが『二つに分裂』したことを。電脳世界で剣を二つにした時と同じ状況が、現実世界でも起きたことを！

　栞に見られていたことに巧も気づく。

「い、今の、なに………？」

「………」

　巧が何かを喋しやべろうと口を開いているけど、声が出てこない。カタカタと全身を小刻みに震わせている。

　二つになったシャープペンシルが机の上と床の上にあって、やがて、光の粒子となってどちらも消滅した。

　授業終了のチャイムが鳴った瞬間、巧が教室から走って出て行く。栞は一も二もなく、追いかけた。

　二人は屋上へと辿たどり着き、

「ど、どうなってんだよ……オレの体、どうなってるんだよ……っ！」

　ギュッと目を瞑つぶり、頭を抱えて、巧が苦悩する。

　栞は、これほどまでに狼ろう狽ばいする巧を見たことがない。背中に傷をつけられた時も、翌日にはケロリとしていて、こちらを気遣ってさえくれた。

　まだ短い付き合いだけど、今ばかりは、わかる。

　彼は今、間違いなく人生で一番の恐怖を感じている。

　その巧の頭が、一瞬だけ『ブレて』見えた。残像ではなく、はっきりと。巧の右手が、シャープペンシルと同様に巧自身を分裂させようとしていた。

「！」

　咄とつ嗟さに巧の右手を握り、頭から離す。巧自身は気づいていない『ブレ』が治まった。

　しかし、未いまだ治まらない震えが繋つないだ手を通してビンビンと伝わってくる。

「栞……？」

　巧は、今初めて栞が側にいることに気づいた。

「大丈夫」

　巧の右手を握りしめ、そう言った。

「え？」

「大丈夫。大丈夫だよ、桃もも井いくん」

　栞は繰り返す。何も大丈夫じゃない、とはわかっていても、そう言わなければいけないという衝動に駆られ、何度も繰り返した。

　この言葉を本物にしなければいけない、と強い意志が心に芽生えている。

　あれほど自分を悩ませていた恐怖がすーっと溶けていく。

　今の彼に比べたら、大したことじゃない。

　だから、力になりたい。

（私が大丈夫にしてみせる！）

　それは、この場にあっては不謹慎ともいえる、高揚した気持ちだった。

　胸が激しく高鳴る。

　巧たくみが「ヒナのために――」と言うように、

　私も彼のために戦う。

　私だって「誰だれかのために」戦える。

　裏も表もなく、ひとかけらの迷いもなく、そう思えた。

　そう思える自分が、嬉うれしかった。



　……その時は。



    

  
    
      

五章　明かりを灯ともす





　巧とヒナの父親が蒸発したのは、数年前のことである。

　当時、住んでいたマンションに突然見知らぬ男がやって来て、そのことを告げた。

　父が多額の借金を抱えていたことも、その時、知らされた。

　その借金については、巧たちに支払いの義務はない。

　だが、二人には身寄りがなく、家も抵当に入っているので立ち退かなければならない。

　それを知った上でのことなのか、男は、

『借金の支払いを条件に、家と仕事を用意する』

　と言った。巧に、言った。

　巧は受け入れるほか道がなかった。

　父親の失しつ踪そうと、多額の債務。

　人生を嘆くには充分な出来事だった。

　しかし。

　嘆きよりも深ふかい絶望は、外からの出来事ではなく、己の内に潜んでいた。

『テストプレイヤー・タクミ』としての無能さ、である。

　現実世界での巧たくみは、腕力が強いわけでもないが弱くもない。運動神経も並以上はある。栞しおりも、電脳世界で見せるような驚異的な身体能力を現実世界で備えているわけじゃない。ごく平均的な女子高生だ。

　それなのに歴然とした差がある。

　電脳世界においては、別の生物といってもいいぐらいの差がある。

　巧は、とにかく弱かったのだ。

　彼がデビューした頃ころは、ゲームも「開発初期段階」であり、同調率は30％台と低く、モンスターの種類も少なかったから、現実世界での肉体的な疲労は皆無に等しかったのだが、精神的な苦痛と屈辱は言葉にならないほどだった。

　――自分には才能がない。

　十代半ばの少年にとって、これほど心を傷つけることもないだろう。どう足あ掻がいても、周囲の人たちのレベルには追いつけそうにない。それが悲しいぐらい客観的にわかってしまう。だけど、その世界から逃げだすことも許されない。他ほかの道は選べない。

　所しよ詮せんはゲーム、たかだがゲームのことだ、と口癖のように言っても、そのゲームの世界での優劣を問われている以上、大した慰めにもなりはしない。

　だから、巧は命がけで模索した。

　自分の生きる術――電脳世界での戦い方――を、血を吐く思いで探した。

　もちろん、独力ではない。

　無能な弟子を見捨てずに、懇切丁寧に指導してくれた師・ディフ。

　金銭面でのことも考慮して、ソロでも達成できそうな非戦闘系クエストを与えてくれたオペレーターの小こ町まち。

　彼らに支えられながら、必死で見つけた答え。

　それは、頭脳。

　腕力で敵かなわないのなら知恵を絞るしかない。

　周到に罠わなを張り、他のプレイヤーが見向きもしないアイテムを――石や棒きれなどアイテムと呼べない道具も――使い、活いかし、常に逃げることを最優先にして戦う。

　知恵というよりも狡こう猾かつな手段。それを駆使した。

　時には、強いパーティーに参加して、自分は何もせず報酬だけを受け取るようなまねもした。当然、卑ひ怯きようだと中傷され、嫌われた。今では巧とパーティーを組んでくれる奇特なプレイヤーはほとんどいない。

　それでもしがみつき、戦ってきた。ソロでもある程度、余裕をもってクエストに望めるようになったのはごく最近のことだ。

　ところが、その余裕もあっという間に削られていく。

　ゲームの開発が進み、小こ町まちが指摘したように、巧たくみ一人でプレイすることが厳しい環境が整備され始めた。

　そんな折りに起こった異変。

　巧はそれにも対処しようと頭を働かせ、心を落ち着かせようとした。栞しおりに「大丈夫だ」と言うことで、自分自身にもそう思い込ませようとした。

　しかし、嘲あざ笑わらうかのように追撃される。

　ゲーム能力の現実への浸食。

　恐怖、混乱、不安、絶望……あらゆるネガティブな感情がない交ぜになって、心をかき乱す。それでも頭を働かせる。そうすることしかでしか、バランスを保てない。

　いや、バランスはほぼ崩れかけている……。





　巧が自らに備わった『能力』に気づいてから、一週間――。

「……嘘うそでしょ？」

　小町は目の前で起きている現象に唖あ然ぜんとした。明めい晰せきな頭脳を持つ彼女でも、そう易やす々やすと鵜う呑のみにできることではない。

「嘘じゃないっすよ。ほら――」

　と、向かいに座る巧がテーブルの上に置いてあったストローを右手で掴つかんだ。そして、念じるように力を込めると……ストローが『分裂』した。ちょうど微生物が細胞分裂するように、一つからもう一つが生まれるようにして、二つになる。まったく同じストローが誕生する。

　それを重ねると、また一つに戻る。

「――ね？　嘘じゃないでしょ？　こう……『ん！』て感じで握ると、分裂するんです。なんかオレ、コツ掴んじゃいました」

　軽い口ぶりで言う。

「……嘘でしょ？　どうせトリックがあるんでしょ？」

「タネも仕掛けもないんですって」

「………」

　小町は、四杯目となる砂糖をミルクティーに注ぎ、かき混ぜる。どうにか冷静になろうと必要以上にかき混ぜる。

　今、二人がいるのはブレイン・カンパニー本社ビルではなく、巧たちの住む町から少し離れた繁華街にあるレトロな雰囲気の喫茶店である。

　ランチタイムを過ぎたからか、店内には巧と小町の二人しか客はいない。

「それで、話って何よ？　わざわざこんな所に呼び出して」

　巧たくみは先ほど一つに戻したストローで、アイスコーヒーをひと口飲んでから、

「教えてください」

　と、軽くない口調で言った。

「何を？　その能力の原因とかなら何も知らないわよ」

「そうじゃないっす」

「さっさと言いなさい」

「立たち花ばな栞しおりの素性を、です」

「……は？」

「考えてみれば、電脳世界で起きた異変はすべてオレの身に降りかかっているんですよ。同調率の上昇も、ライカンスロープが強くなっていたことも、ヤツがエリアを越えて出現したことも、あの腕輪……は自業自得かもしれないけど、この『物を分裂させる能力』もすべて、オレを中心にして起きている」

「……まあ、そうとも言えるわね」

「でも、オレに不思議なことが起きたのは電脳世界だけの話じゃない。美少女が隣の部屋に越してきて、年齢も学校もクラスも職場も同じで、しかも、プレイヤーとして類たぐい希まれな才能を持っていた………偶然にしては出来すぎですよ」

「栞ちゃんを疑ってるの？」

「栞だけじゃない。小こ町まちさんのことも疑ってます」

「っ！」

　小町はカッとなって身を乗り出しかけたが、その前に巧が続ける。

「だってそうでしょ？　栞をパートナーにしようとしたのは小町さんだ。それも、規則を破ってまで」

「そ、それは私の判断だけど、家や学校のことは会社が手配したこと――」

「わかってますよ。小町さんがそんな人じゃないことも、栞が腹芸のできるような器用な性格じゃないことも」

「……じゃあ何が聞きたいのよ？」

「それでも、オレが誰だれかにハメられているって可能性が消えるわけじゃない。だとすれば誰ですか？　目的はなんですか？」

「……なんか、時々アンタのことが怖くなるわ」

「は？」

　小町は椅い子すに深ふかめに座り直し、長いため息を吐いた。

　彼女は、巧が電脳世界で必死に「頭を使って」生きてきたことを知っている。現実世界でもそういう癖があることを長い付き合いだから承知している。

　それは巧たくみの武器であり、美点であるとも思っている。

　とはいえ、いくら何でも頭が回りすぎる。怪奇現象に見舞われているのだ、年相応に、もっと感情を剥むき出だしにすればいいのに。

　まあ、それを今ここで言ったところで、どうにかなるものでもないのだが。

　小こ町まちはミルクティーをゆっくりとかき混ぜ、間を置いた。

「何度も言うようだけど……てゆーか、言わせないでほしいんだけど、私だって何も知らないのよ」

「またそれですか……」

「そうよ。担当プレイヤー以外の個人情報はオペレーターにも公開されない。知ることも許されていないの。怪しい人物がいるとしても、特定することはおそらく不可能よ。ま、そういう人物がいるかどうか、わからないけど」

　とは言いつつ、小町も内心では巧の推理に賛同している。協力をするつもりでもいる。小町だって、上司である横よこ山やまの言動から、何かしら不穏なものを感じ取っていたのだ。

　けれど。

「栞しおりちゃんもアンタのその能力のこと知ってるんでしょ？」

「ええ、まあ」

「あの子、ここのところ毎日『電脳世界』に行ってるわよ」

「……どーして？」

「アンタのそれを解決する方法、探そうとしているんじゃない？　もちろん、クエストは出さずにフリープレイで『初めての森』をウロチョロさせるだけにしてるけど」

「……」

「あの子がどうしてそんな気になったのかは知らないけど、方向性は間違いじゃないわ。ここでウダウダ考えていたって何も変わらないでしょ」

「だからって闇やみ雲くもに動いても……」

「動かないより何倍もマシよ」

「そうですけど……」

「アンタの探している答えは、あの世界に行って動かなきゃ見つけられないかもよ？」

「………」

　小町は決して我慢強い性格ではない。煮え切らない巧に段々とイライラが募る。

「いつまで休む気なの？　まさか、辞めるとか言わないわよね？」

「小町さんまで……勘弁してくださいよ……」

　本人は平静に振る舞っているつもりだが、普段の巧からは考えられないような生意気な態度である。

　多めに見てやりたい心情とは裏腹に、小町の手は巧の頬ほおを叩たたいていた。

「なにビビってんのよ！　アンタ、男でしょ！」

　これには巧たくみも立ち上がって怒鳴り返す。

「ビビりますよ！　もし万が一のことがあったら、誰だれがヒナを守るんだ！」

「ヒナちゃんは関係ないでしょ！」

「大ありですよっ」

「アンタが言ったんでしょ、全部オレに降りかかってるって。そのとおりよ、これは誰でもない、アンタ自身の問題よ」

「オ、オレのことなんかどーだっていい！　でも、ヒナを――」

　フン、と小こ町まちが鼻で笑う。

「またそれ？　そうやってヒナちゃんを言い訳にするのやめなさいよ！　妹離れできていないのはアンタでしょ、このシスコン」

「それのなにが悪い！」

「開き直ってんじゃないわよっ」

「たった一人の家族なんだ、たった一人の妹なんだ、死ぬほど愛してますよ！」

　沸騰した感情が先に冷えたのは小町だった。

「……だったら、死ぬ気で戦いなさいよ。休んでいる場合じゃないでしょ？」

「わかってますよ！　戦いますよ！　ヒナの……」

　勢いよく叫んでやるつもりが、止とまってしまった。それでも無む理り矢や理りに吐き出す。

「……ヒナのために」

　その言葉の渇き具合に、巧本人が驚いた。

（なんて……）

　嘘うそっぽいのだろう、と。

　でも、それを認めたくなくて、さらに語気を荒らげる。

「とりあえず！　さっき言った犯人っぽいヤツがいないか調べてくださいっ」

　答えを待たずに、巧は足早で店を出た。

　残された小町は、しばらく無言でテーブルの上を見つめ、残りのミルクティーを一気に飲み干して、

「甘いわね」

　と言った。何に向けての言葉なのかは、小町にしかわからない。





　その日、学校から帰宅した栞しおりは、下着やバスタオルなどをカバンに入れて部屋を出た。部屋には風ふ呂ろがないので外に行くしかない。幸いにもアパートから歩いて五分ほどの所に銭湯があるので、毎日、そこに通っているのだ。

「あっ」

　と、三つの声が重なったのは、ちょうど銭湯の前だった。

　ダサいＴシャツ（黄色）をペアルックしている二人組と偶然にも出くわした。よくよく考えてみれば、お隣さんの部屋にも風ふ呂ろがないのだから、これまで出会わなかったことが不思議なぐらいだ。

「よう」

　と、巧たくみが手を上げる。

「うん。あ、今日学校に来てなかったけど……？」

「あー、ちょっと出かけてた」

　バツが悪そうに、隣にいる妹をちらちらと見る。なんとなく察した栞しおりは、

「こんにちは」

　と、ヒナに挨あい拶さつをした。

　ヒナは体半分を巧の後ろに隠しながら、

「……もう夕方だけどね」

「そ、そっか。こんばんは、だね」

「……こんにちは」

「う、うん。こんにちは」

　こうして三人が顔を合わせるのも、考えてみれば不思議なことに、栞が引っ越してきた日以来になるので……

　微妙な空気。気まずさに耐えられず、無言で三人同時に自動ドアの前に立った。

　微妙な空気はさらに続く。

　女湯に入った栞とヒナの間にすごく微妙な空気が横たわった。

（うぅ……緊張する……）

　元来、人見知りの激しい栞は、こういう状況での立ち回り方に慣れていない。しかも、ヒナとは家が隣であるにもかかわらずほとんど会話をしたことがないから、余計に難しい。脱衣所でわざと遠くに行くわけにもいかず、かといって近くに行きすぎても変かなと迷い、栞は挙動不審に近い状態でウロウロしてしまった。

　結局、三つ離れたロッカーに決めた。風呂場で、そして女同士だとはいえ、人前で裸になることにも栞は慣れていない。そろりそろりと服を脱ぎ、身を縮ませる。

　対照的にヒナはポポポーンと鮮やかに脱衣する。その天晴あつぱれな脱ぎっぷりに思わず感心してしまった。

　生まれたままの姿になったヒナは、なぜか浴室に向かわず、栞の隣で仁王立ちする。

「……なに、かな？」

　と訊たずねても無言で、じーっと栞を見つめる。

「ヒ、ヒナちゃん？」

　栞しおりがヒナの目線を追う。パンダのような愛らしい瞳ひとみが自分の足付近で止とまり、

「……むぐうっ」

　と唸うなった。次に腰まで上がってきて、

「……むう」

　さきほどよりは小さめの唸り声。さらに上がって胸まで来ると、

「ふふん♪」

　笑った。勝ち誇った笑みを隠そうともしなかった。言葉はなくとも何が言いたいのか、痛いほどわかってしまう笑顔だった。

「……う」

　両手で胸を隠す栞は、人見知りではあるけれど負けず嫌いでもある。仕返しとばかりに猫のような目をヒナの頭から足に向かって移動させる。

　まず顔。

「……ううぅ」

　悔しいぐらいに可愛かわいらしい。

　次にヒナの豊満な胸を……高速で通過して、腰から足にかけて眺める。

「……ふっ」

「なーっ！　い、いま笑った？　笑ったでしょ？」

「そ、そんなことないよっ。そんな全然……ふふっ」

「ヒ、ヒナの勝ちだよ、楽勝だよ、コールド勝ちだよ」

「な、何のことを言われてるのか全っ然さっぱりちっともわからないよ」

「おっぱいのことだよ」

「ちょ、ちょっと大きな声で言わないで！　男湯に聞こえちゃう――」

「立たち花ばなさんの小さなおっぱいのことだぁよぉおお～」

「む、むむ、胸の大きさは……普通だもん！」

「えー？　そう？　それが？　普通ぅ？」

　栞は平均的なサイズなのだが、ヒナと比べたら……コールド負けは否めない。

「む、胸は……アレだけど、足はヒナちゃんより長いもん！　別に普通の長さだとは思うけど。普通だけど私の方が長いね。そして細いね。細さも至って標準的だと思うけど」

　ちなみに栞の足はかなりの美脚である。そのことに気づいていないからタチが悪いし、足の短さ太さはヒナ最大のコンプレックスでもある。

「お、おお、女は胸だよっ！　おっぱいの大きさで価値が決まるんだよっ！」

「そ、そうかなぁ？　今どきの男の子は足も重要視するんだよ……多分。他ほかにも、足とか足とか足とかを見るんじゃないかなぁ」

「た、巧たくみくんは大きいおっぱいが大好きなのっ！」

「べ、別に桃もも井いくんの趣味なんてどうでもいいもん！」

「むっ！」

「うっ！」

　不毛な睨にらみ合いは続き、さすがに寒くなったので、睨み合いながら浴室へ入った。

　入ってからも、やれ胸だ足だと罵ののしり合いながら体を洗い、どっちが早く洗い終えるか、という主旨からずれた競争に発展し、二人同時で浴槽に飛び込んだ。

「「ふあ」」

　と、これまた二人同時に声を出したところで、栞しおりはハッと我に返った。

　改めてヒナの体を観察する。つい意地の張り合いをしちゃったけど、女の子らしい体つきだ。ぷにぷにと柔らかそうで思わず触ってみたくなる。それに比べて、私は細いだけで出るとこあんまり出てないし……。

　顔もお人形みたいに可愛かわいい。体も小ちっちゃくて赤ちゃんみたい。

（桃井くんが大事にするのもわかるなぁ）

　素直にそう思った。

　栞の視線に気づいたヒナが、ちょっとだけ意地悪く唇の端を吊つり上あげて、

「ふふん。やっぱり羨うらやましいんでしょ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……うん。羨うらやましい」

「へ？　あ、いや、そんな……」

　思いがけない返答に、喧けん嘩かをけしかけたヒナの方が恐縮してしまった。

「ねえ、ヒナちゃん」

「な、なあに？」

「ヒナちゃんは桃もも井いくんのこと好き？」

「あったり前でしょっ。巧たくみくん、宇宙一カッコイイもん」

「そっかぁ。本当に仲が良いんだね」

「……た、立たち花ばなさんは？」

「何が？」

「だからその………す、す、好きか？　巧くんのこと好きであるか？」

「ええ？　わ、私？」

　なぜか思いもしなかった質問に、ヒナの言葉遣いが変になっていることをツッコむのも忘れて困惑する。

「……桃井くんは私のこと嫌いだと思う。だから心配しないで」

「そ、それじゃ答えになってないよっ」

　と責められても、苦笑いで誤ご魔ま化かす。

　ヒナは何やら口をもごもごとさせてから、

「あ、あのね、巧くんは、嫌ってないと思う、よ？　だから心配しないでいい、と思う」

「ありがと」

「う、嘘うそじゃないよ？　巧くん、本当は………」

「いいの。私、彼に嫌われても当然なことばっかりしちゃったから」

　ザブン、と栞しおりは湯に頭を沈めて、顔を出すと同時に浴槽から出た。

「先にあがるね」

　そう言って、振り返りもせずスタスタと歩いていく。

「……」

　ヒナは均整の取れたしなやかな後ろ姿を、切なげに目を細めて見送った。



　巧とヒナは商店街で夕飯を買ってから家に戻った。

　隣の部屋には明かりがついておらず……

　自宅の明かりもつかなかった。

　電源スイッチを何度入れても明かりがつかない。けど、ブレーカーは落ちていない。

　ヒナが原因に気づいた。

「あ……ごめん。ヒナ、電気料金の支払いするの忘れてた……」

「いや、ヒナのせいじゃないよ」

　巧たくみは給料を全額ヒナに預けているのだが、ここ数すうヶか月げつは収入が少なかったし、なにかと出費が多かった。それらを加味して多めに給料をもらわなかった自分に責任がある。

「懐中電灯とかあったっけ？」

「ない。ロウソクもない。ごめんねぇ……」

「だからヒナのせいじゃないって。泣くなよ」

　電気が使えないのでテレビもつけられない。空はすっかり闇やみに包まれている。雲に覆われているので今夜は月も見えない。街灯からかすかに光が差し込んでくる程度だ。

　暗がりの中、買ってきた弁当を食べてみたが、ひどく味気ない。いつもギャーギャーと賑にぎやかな食卓が静まりかえる。

　部屋に電気がつかない。

　ただそれだけのことが、巧には強烈だった。

　もしかしたら、不思議な能力に気づいた時よりもショックかもしれない。

　ギリギリのところで支えていたバランスが崩れる寸前にまで追いやられた。

「……ごめんな、ヒナ」

「え？　どうして巧くんが謝るの？」

「いや……なんかもう、色々とごめん」

　今だけのことじゃない。楽させてやる、と言っても、いつも貧しい思いをさせている。約束も守ってやれていない。それらが重なって肩にのしかかってくる。

　巧は嘆いてばかりの男ではない。

　それどころか、理不尽な不幸に立ち向かってきた。文字どおり、体を張ってきた。そうやって仕事をしてきた。無能だと突きつけられ、恥辱に耐え、必死で働いてきた。

　なのに、部屋に電気がつかない。

　電脳世界に行けば、わけのわからないことばかり起きて、傷つけられて、仕事を休むと言えば、貧しさが大口を開けて待ち構えている。

　どーしてオレばっかり？

　あと何回、血を吐く思いをすればいい？

　一体いつになったら抜け出せる？

（マジやってらんねぇよ……）

　疲労と憂ゆう鬱うつで心身共に押しつぶされそうになった。涙も出てこない。

　暗がりで顔が見えなくても、彼の妹がその様子に気づかないわけがない。

　ヒナは暗い雰囲気を吹き飛ばそうと明るく声を弾ませた。

「そこまで言うなら、今日こそは一緒に寝るの刑ねっ」

「……うん」

「一緒に寝て、おやすみのチューもするからね」

「………わかった」

「おやすみのチューのあとにもっとすごいこともするよ？」

「…………ん」

「……」

　ヒナは弾むようだった声のトーンをかつてないほど低くした。

「巧たくみくん、カッコ悪い」

「……は？」

「カッコ悪い。今の巧くん、宇宙一カッコ悪いって言ってるのっ」

「な、なんだよ急に？」

　これまで数え切れないほど言い争いをしてきたけど、妹がそんな風に言うのは初めてのことで、巧は少なからず動揺した。

　ヒナはさらに低い声で巧の心を抉えぐる。



「巧くんが謝っても電気はつかないよ？」



　そのひと言で充分だった。

　たったひと言で、巧の中に巣くっていた恐れや迷いを吹き飛ばした。どんよりと曇っていた心に光を注いだ。

　なんのことはない。

　電脳世界でモンスターに怯おびえることと、この部屋に電気がつかないことは、まるで別の問題のことのようだが、根は同じことだ。

　立ち向かうだけでは足りない。

　立ち向かって、勝たなければ意味がない。

「ヒナは暗くてもご飯が食べられなくても、つらいけど、つらくないよ。巧くんと一緒にいられるのならそれだけで幸せ。巧くんが仕事に疲れたらヒナが代わりに働いてあげる。巧くん泣き虫だからすぐ泣くけど、その時は、ヒナが元気づけてあげる」

　でもね、とヒナは口調を優しくした。

「立たち花ばなさんを泣かしたのは巧くんだよ？　あの人、お風ふ呂ろで泣いていたよ？」

「栞しおりが？」

「巧くん、謝る相手を間違えてるよ」

「……！」

「ヒナは巧くんがヒナ以外の女の子に優しくしたり仲良くしたりするのすごく嫌だけど、女の子を泣かせてもそのことに気づかない巧くんはもっと嫌。最高にカッコ悪いよ」

「……そっか。うん。たしかに今のオレは世界一ダセェな」

「宇宙一だよ」

「ダサラビよりもダサいな」

「さすラビだよ」

「ヒナ」

「なあに？」

「オレ、ちょっと出かけてくるけど、暗くても平気か？」

「うん」

「ちゃんと戸締まりするんだぞ？　誰だれか来ても――」

「いいから早く行っておいで」

「……おう！」

　巧たくみはヘルメットを抱え、玄関の扉を開ける。その背中に、いつものように、

「待って」

　と、ヒナが声をかけた。また例のあれか、と呆あきれ気ぎ味みに巧が振り返る。

「なんだよ？　行ってきますのチューなら――」

「ちゃんと帰ってきてね」

「……は？」

「ヒナ、待ってるから。帰ってきてね」

「う、うん。当たり前だろ」

「ならいいの。はい、さっさと行ってきなさい」

「……？」

　巧は首を傾かしげながら部屋を出て、愛車のエンジンをかけた。

　排気音が遠のいていくのを耳にしながら、

「うーん……いい女すぎるかなぁ」

　真っ暗な部屋でヒナは苦笑いした。





　電脳世界内『初めての森』――。

　この世界にも朝昼晩という時間の流れ（設定）が存在する。今、森は夕暮れ時。紅色の光が砂利道の上に長い影をつくっている。その影が鋭く動く。

「やああっ！」

　金髪碧へき眼がんの女剣士が剣を振る。左から右へ。上段からから下段へ。剣筋は大きな軌道を描く。一振りごとに、ブウンッ、と風を斬きる音が伴う。しかし、斬れるのは風だけで剣が目標物に当たると、

　びしゃっ。

　という水を弾はじく音に変わる。栞しおりが剣を振るっているのは、水でできた魔法のカーテン。その防御壁の中心にいるのはあどけない顔の少年魔法使いだ。

「シオリン、足がお留守だよっ」

　キッドが杖つえを振るう。魔法のカーテンからまるで触手のように水が伸びて、栞の足元を狙ねらう。

「はっ」と息を吐き、栞がジャンプ。

「だから飛んじゃダメだって」

　空中で身動きの取れない体勢となった栞に、水の塊が飛んでくる。左手の盾で受け止とめようとするも、水の塊が意志を持っているかのようにするりと軌道を変え、盾をかわし、腹部に直撃。栞は後方に弾はじけ飛とんで尻しりから着地する。

　すぐに立ち上がり、剣を構える。呼吸は荒いが、眼の力は輝きを増す。

　キッドは水のカーテンを解いた。

「もうやめよう」

「私はまだ平気だからっ」

　と、意気込む栞をいなすようにキッドは木陰に腰を下ろした。

「シオリンは充分、強いよ」

「そんなことないっ、私はまだまだ――」

「てゆーかね、こんなことしても無駄だよ」

「……」

　気落ちした栞を見て、キッドは大きく両手を振る。

「あ、や、ごめん、変な意味じゃなくて、ボク相手じゃ練習にならないってこと。相性っていうか、魔法使い相手に剣の練習をしてもあまり意味がないというか……」

「……うん。そうだね」

　優しく微笑ほほえんで、剣を鞘さやに収める。そして、キッドの隣に腰を下ろす。

　二人はここ数日、このような組み手形式の練習を続けていた。練習になっているのは栞だけで、キッドはそれに付き合っているに過ぎないのだが。

「キッドくん、毎日ありがとう」

「いいのいいの。言ったでしょ？　シオリンのファンになったんだって。だから、いくらでも付き合うよ～」

　少年は弾けるような笑顔を崩さないのだが、栞は沈ちん鬱うつな顔で黙り込む。

「シオリン？」

「……私、そんなにいい子じゃないよ。本当の私はすっごく嫌なヤツなの。だからファンになんかなってもらえるような子じゃないよ」

「……」

「私ね、ずっと一人だったの。生まれた時も一人。途中で家族ができたけど、でも、一人だった。だから、幸せそうに暮らしている人が妬ねたましくて……って、ごめん。なんか暗いよね、私って」

「ううん。全然いいよ～。それに、ボクはね――」

　と、キッドがつぶらな瞳ひとみで栞しおりを見上げた。

「シオリンのこと、友達だと思ってるよ」

「……友達？」

「現実のシオリンは本当に嫌な子なのかもしれない。だけど、少なくともこの世界にいる女剣士シオリンはいい子だよ。ほら、面と向かったり電話じゃ話せないけど、メールなら言えるとかあるでしょ？　それと同じ。あっちとこっち、二人のシオリンはどっちも本物で、ボクはこっちのシオリンと友達でいられればそれでいい。それじゃダメかな？」

「……嬉うれしい。友達なんて言ってもらえたの初めてだから、すごく嬉しい」

「ほらまた～。あっちとこっちをごちゃ混ぜにしてる」

「うぅ、難しいな……」

「ま、そういうとこもシオリンのいいところだけどね」

　快活に笑うキッド。淀よどんだ空気を一変させるその笑顔を見て、栞はまた現実世界と電脳世界をクロスさせた。少年の顔にヒナが重なる。よく見ればさほど似ているわけでもないけれど、背格好や仕草がヒナを連想させる。

（楽しかったなぁ）

　数時間前、一緒にお風ふ呂ろに入ったことを思い出す。毎日があんな風だったら、どれだけ楽しいだろうか。

　だけど、それはない。

　彼女とも、彼女のお兄さんとも現実世界では友達になんてなれないだろう。

　それでもいい。

　贖しよく罪ざいなんて大袈裟な気持ちではない。でも、これまでの非礼を詫わびたい。現実世界ではまともに謝罪もできないだろうから、せめて、この電脳世界で彼のためになることをしてあげたい。

　そう、決意を新たにした時だった。

「――きたっ！」

　と、キッドが立ち上がり、同時に杖つえを抜いた。

　栞もすぐに反応する。何が、とは問わない。立ち上がり、剣を抜き、構える。

　二人はトレーニングをしながら、この時を待っていた。

　もしかしたら現れるかもしれない、と予想し、備えていた。

　がさがさと道沿いの草木が揺れ――ライカンスロープが現れることを！

「う、ううゥ……」

　喉のどを鳴らし、のそりのそりとライカンスロープが二本足で近づいてくる。

　その姿はさらに獣の度合いが増している。もはや「人じん狼ろう」とは呼べない姿だ。黒い毛がびっしりと全身を覆い、舌とヨダレと長い牙きばを口から出している。そこに知性は見受けられず、ただ血を求めるだけの飢えた獣。いや、魔獣。

「……っ！」

　栞しおりは唇を噛かみしめ、震えを殺す。

（やれるはず！）

　と言い聞かせる。ここ数日、無駄な時間は過ごしていない。キッドも「強い」と言ってくれた。以前のような醜態を晒さらすことはしない。してはいけない。

　何が何でも勝つ！

　そして、何らかのヒントを掴つかんでみせる。あの腕輪。そして彼の身に起きた怪奇現象。その解決策を、手がかりを、掴んでみせる。

　飛ぶな。大袈裟に避けるな。動きは常にコンパクトに。鋭く。速く……

　キッドから貰もらったアドバイスを反はん芻すうし、入念に叩たたき込む。気合いが充実し、かつてないほど精神が研ぎ澄まされていくのが実感できた。

　ブウン……とキッドが水のカーテンを張った。それもかつてないほど高く、波のようにそびえ、少年を囲う。圧倒的な防御壁。それに向かって内側からキッドが杖つえを振るった。

　ドン！

　音を立てて塊が飛ぶ。キッドが自身の体よりも大きな水の塊を放ほうった。

　その刹せつ那な――。

　黒い残像が巨大な水の塊の横をすり抜けた。残像は水の壁をぶち破り――

「がっ……」

　とキッドの口から声が漏れたのと、魔法が解けるのと、少年の小さな体が草むらへ消えていくのが同時に起こった。

　少年が弾はじき飛ばされた速度についていけず、空中に真っ赤な血液が取り残される。

　草をなぎ倒し、三度ほどバウンドしてから止とまったキッドの体は、それ以降ピクピクと痙けい攣れんする以外の動きをしない。

　ようやく残像から元の姿に戻ったライカンスロープは、燃えるような赤い眼で女剣士を捉とらえた。

「――――」

　栞の頭は真っ白になっていた。完全なる空白。丹念に練り上げた気迫は露と消え、精神が崩壊している。意識は肉体から離れ、あらぬ場所を漂っている。

「ひ、ひひ、ひきょう……モノは？」

　魔物が喋しやべる。だが、耳に届いてこない。震えはない。恐怖もない。栞しおりは、道の脇わきに生えている植物と差異のない一個の物体と化していた。碧へき眼がんだけが大きく見開かれ、その瞳ひとみには何の意志も宿っていない。

「……ヌシ……で……いい」

　また魔物が喋った。

　それから軽く踏ん張って、こちらに向かって走ってきた。それらがスローモーションで展開される。まるで流れている時間が違うかのように、ゆっくりゆっくり、魔物が迫ってくる。口を開け、牙きばを近づけてくる。

　栞は動くこともできない。

（あ）

　と、意識が戻った時、たった一つの事柄を伝え、栞はそれをすんなりと受け入れた。

（死ぬ）

　そのことに対する根源的な恐怖心はまだ戻っていないらしい。それが妙に可お笑かしくて、栞の唇が薄い笑顔の形になった。



「栞!!」



　はっきりと届いた声。

　次の瞬間。

　栞の体は誰だれかに抱きかかえられ、そのまま遠くに飛躍していた。

　自分を食わんとしていたはずの魔物が、自分が立っていたはずの場所に立っている。

「え……？」

　碧あおい目玉を微動させる。すぐ側に、黒髪に赤メッシュの入った男の子がいる。それが誰なのか、まだわからない。思考が追いついてこない。

　その男の子が、魔物の前に立った。

「…………桃もも井いくん？」

　巧たくみは答えない。

　滑るような足捌さばきで魔物に向かい、斬きりかかった。剣先が魔物の肉を斬り、だが、骨を断つには至らない。

　ひとっ飛びで後退したライカンスロープが、胴に刻まれた一筋の傷を手でなぞり、血を見つめる。かすかにおののいてから、喜悦の笑みを浮かべた。

　そして、反撃に転じる――のではなく、草むらへ身を移し、倒れている少年魔法使いのローブを掴つかんで持ち上げた。少年は何の反応もしない。

「……こ、これ……ヒトジチ……」

　とだけ言い残し、再び黒い残像となって草むら奥へと消えていった。

「……ちっ」

　巧たくみは舌打ちをするも、後を追わない。振り返り、栞しおりに歩み寄る。

　栞の中で失っていた感情と思考が一気に蘇よみがえり、暴発した。

「――あ、あああああっ！」

　視点の定まらない瞳ひとみで、初めてできた友達が連れ去られた方向へと突進する。

　巧がそれを抱きしめて止とめる。

「落ち着け！」

「いやあっ！　キッド……キッドくんがああ！」

　栞が腕の中でもがく。首を振り、手足をばたつかせ、暴れる。

「落ち着け。大丈夫だ。小僧は死なない」

　巧の言葉は魔法となって、荒れ狂う栞の心と体を静めた。

「う……うぅ……」

「泣くなよ。そのために来たんだから」

　巧は金色の髪を優しく撫なでて、栞が泣なき止やむまでそうしていた。

　そんな二人の様子を、草むらから見つめる目が二つ。

　茜あかね色いろの木漏れ日が、大きな剣の銀色に反射している……。





　埋め立て地を抜け、橋を渡り、湾岸道路を二人乗りのバイクが走る。

　自慢であるワインレッドのタンクは夜にこそ似合う、と巧はゴーグルの下のくちばしを誇らしげに歪ゆがめ、胸を反らす。背中にコツンとフルフェイスのヘルメットが当たった。

「もっとしっかり掴つかまれよ」

　そう言うと、

「……う、ん」

　頼りない返事をしながらリアシートに座る栞は、腰に回している手の力を強めた。

　女は乗せない――と以前に言ったのは、決して意地悪ではなく、巧のポリシーである。単車は万が一のことが起こり得る。だから女は乗せないと決めていた。

　しかし今、その禁忌を破っている。美少女とのタンデムに酔いしれる気分などどこにもなく、もともとの安全運転志向に輪をかけて慎重にハンドルを握っている。

　後ろに座る栞にも風を楽しむ余裕はないだろう。電脳世界から帰還してまだ一時間弱。プレイヤーズブースでも散々に泣いて、泣き止むのを待ってから部屋を出たのだが、今も鼻をすする音がかすかに聞こえてくる。

　やがて、家の近くの交差点に差しかかり、赤信号で停止する。左に曲がれば五分もしないうちにアパートへ帰れるだろう。

「栞しおり」

「は、はい」

「もう少しドライブしてもいい？」

「え？」

　信号が青に変わる。巧たくみはギアを一速に入れて勢いよくアクセルを回すと、左には進路を取らず、直進した。

　そのまま三十分も走り続け、辿たどり着いたのは住宅街にある小さな公園。入り口にバイクを停車させて、自動販売機で缶コーヒーを買って、二人はブランコに並んで座った。栞は今いる場所がどこかもわからず、右隣で気け怠だるそうにブランコを揺らす巧が何を考えているのかもわからず、持て余し気ぎ味みに缶コーヒーを手の中で転がす。

「さっきは……ありがとう」

　と、栞が先に沈黙を破った。

「一応、まだ研修中なんだから、無茶するなよ」

「どうにかしたくて……キミの代わりにどうにか……私は、何かあっても悲しむような人いないから……でも、それでキッドくんが……」

「あれ」

　と、栞の言葉を遮って、巧が遠くを指さした。

「あれ……って？」

　戸惑いながら指が示す先を追う。一軒家が建ち並ぶその向こうに、高層のマンションが見えた。

「昔、オレとヒナが住んでいたマンション」

　栞は改めてマンションを眺める。高さもさることながら、豪ごう奢しやな造りからも高級なマンションであるとわかる。今住んでいるアパートとは比べることすら愚かしい。

「あそこの１１０１号室。三人で暮らしてた」

「三人？」

「オレとヒナと親父おやじ」

「あ……」

「と言っても、ほとんどヒナと二人暮らしだったけどな。親父は家に帰ってこない人で、数すうヶか月げつも顔を見ないなんてことがザラにあった。たまに帰ってきても、テーブルに生活費だけ置いてすぐに出て行くとか。恨み言じゃなくて、本当にどんな声だったのか思い出せないぐらいだ」

　巧の声には本当に怨おん念ねんめいた色合いがない。昔を懐かしむような淡い音色で、語る。

「そんな環境だったから、妹の面倒をみるのがオレの仕事。朝起こすことから始まって、夜寝かしつけるまで。ガキなりに一生懸命やったと思う。ヒナは昔からちょっと変わった子供だったからホント苦労したよ」

　ふふ、と栞しおりが久しぶりに顔をほころばせた。

「だからヒナちゃんは、お兄ちゃん子になったんだね」

「お兄ちゃん子っていうのかな……」

「お兄ちゃん命って感じだよね」

「……育て方を間違えた」

「桃もも井いくん、親みたい」

「そんな立派なもんじゃねぇよ。さっきもヒナに怒られたばっかりだし」

「ヒナちゃんが桃井くんを？　どうして？」

　巧たくみは気恥ずかしそうに口をパクパクさせてから、

「………栞に謝ってこい――って」

「私に？　そんな……謝るのは私の方だよ。ひどい態度ばっかりとって――」

「まあね。たしかにひどかったよね。この間はグーで殴られたしね」

「うぅ……」

「でも、栞がオレを嫌いになるのもわかるし、オレも栞が嫌いだった」

「……だった？」

　じゃあ今は――と訊たずねる前に、

「私はお金が欲しい――って、栞は言っただろ？　初めて電脳世界へ行った日に」

「あ、いや………うん」

「オレ、それがすごく嫌だった。腹立つとかムカつくとかじゃなくて、嫌な気分。オレが一生懸命、見て見ぬフリしていることを真っ正面から見せつけられて、すごく嫌な感じがしたんだ」

「見て見ぬフリ……？」

「うん。お金お金って……なんか生々しいだろ？」

　ブランコの揺れを止とめて、巧は真まっ直すぐにマンションを見つめる。

「そーゆーのが嫌で目を逸そらしていたんだ。生きるために金を稼ぐことは当たり前のことなんだけど、それを直視すると、逆にも思えたから。オレは金を稼ぐために生きてんのかなぁって……これといった取り柄も目標もないし、マジでそう思えてきたんだ」

「……」

「だからオレは、言い聞かせた。妹を守る。ヒナを養う。アイツが独り立ちできるようになるまでオレが支えてやる。ヒナが素敵な人と出会った時に恥ずかしい思いをしないよう、一日でも早く借金を返そう――とか、色々」

「素敵なことだと思うよ？」

　巧たくみは小さく首を横に振る。

「それも小こ町まちさんに怒られた。ヒナに押しつけるな、妹を言い訳に使うなって。その時はカッとなって言い返しちゃったけど……そのとおりだ……」

　小町の言葉が、巧を介して栞しおりに届けられ、胸を打つ。

　栞も誰だれかのために戦いたかった。だから、その「誰か」を強引に打ち立てた。

　結果、友達と呼んでくれた少年を傷つけ、自分はただ泣くことしかできなかった。

　巧がヒナのためにと思う心も、栞が巧のためにと思ったことも、嘘うそではない。

　嘘ではない、けれど。

「誰かのために……なんて、きれいすぎだよな」

　巧が言って、

「うん」

　栞が力強く頷うなずく。

　生きるために稼ぐのか。

　稼ぐために生きるのか。

　答えは――生きるために稼ぐ、だ。

　どれだけ美化しても、それが揺るぎない事実。

　目を逸そらしたくなるような事実だが、避けては通れない。

　心底やってられないと思っても、やらなければいけない。

　彼らが真に戦うべきものは、バーチャルの中ではなく、この現実にしかないのだ。

「そうだよな……うん。そうなんだよ……」

　巧の言こと葉ば尻じりが頼りなくなっていく。栞がちらっと横を見ると、タレ目にうっすらと涙を浮かべていた。

　こうなってしまえば、直情型の（というか、根が単純な）栞は、開き直りも立ち直りも早い。

「私はお金がほしい！」

　ぴょん、とブランコから飛び降りて、栞は巧に笑顔を向けた。

「……やっぱストレートすぎじゃね？」

「だって私は貧乏だもん。桃もも井いくんもでしょ？」

「まあ、そうだけど」

「貧乏人は貧乏人らしく、生々しく、小汚く、泥臭く、お金を稼ぎましょうっ！」

「……ああ」

　巧もブランコから飛び降りた。顎あごを上げて、月と街灯を交互に眺める。

「金がなきゃ、部屋に電気もつけられねぇからな」

「何それ？」

「桃もも井い家の話」

　美化された理由も理想もすべて本物にすればいい。

　そのためには力が必要で、力とはつまり――金、でもある。

　散々に迷った挙げ句、しかし、迷わなければ辿たどり着けなかった場所に二人は立った。

　あとはその上に積み重ねていくだけでいい。

　プルルルル！

　巧たくみの携帯電話が鳴った。もちろん相手は小こ町まちで、珍しく電話だった。巧は通話ボタンとスピーカー機能のボタンを押した。

『新しいクエストが出たわよ』

「どんな？」

『説明はあと。やるかやらないか、どっち？』

　二人同時に答えた。

「「今すぐ行きます！」」



    

  
    
      

終章　最高のパートナー





「新しいクエストは、これよ」

　小町が例によってプリントアウトした用紙を巧と栞しおりに手渡した。

　その一行目。

【　捕らわれた魔法使いを救出せよ　】

　とあった。

「な～んか、こっちの動きを見られているようで気き味み悪いわね」

　小町が苛いら立だたしげに言い、

「あぁ……キッドくん、無事なんだ……」

　栞がホッと胸を撫なで下おろし、

「囚とらわれの姫とかじゃないのがテンション下がるよなぁ」

　巧が率直な感想を述べて、小町と栞に殴られた。順番的には栞の左ボディが先で、悶もん絶ぜつしたところに小町の右ハイキックがヒットした。

「小こ町まちさん。私、段々と彼との接し方がつかめてきました」

「そうみたいね。でも、骨にヒビが入るぐらいまでならオッケーだから遠慮しないで」

「オッケーなわけないでしょ！」

　巧たくみの切なる叫びを二人は聞き流した。

　ブースへと移動して、小町が、二人を電脳世界に送り込むためのセッティングをする。

　準備が整ったところで、

『二人とも気をつけてね』

　と、普段は言わない見送りの言葉を添えた。

「……はいっ」

「うぃっす」

『じゃあ行くわよ――ログイン！』

　小町はエンターキーを普段よりも強めに押した。



　電脳世界内『広場』――。

　赤メッシュに作業服姿の巧と、金髪碧へき眼がんで露出度高め装備の栞しおりがベンチに座っている。栞は、やっぱり巧の軽装備が気がかりで、

「それで大丈夫なの？」

「途中で町に立ち寄る。そこでオレも栞も少しはマシな装備を買おう」

　それから巧は、自分の剣を右手で握り「んっ」と力を込めた。すると右腕の黒い腕輪がポーッと赤色の光を放ち――剣が二つに分裂した。

「わぁ」

　と、感心する栞をよそに、巧は分かれた剣を重ね合わせる。剣は一つに『同化』した。続けて「んっ」と同じ動作を繰り返すと、今度は腕輪も光らず、分裂もしない。

「――なるほど」

　巧が満足げに頷うなずく。

「なるほどって、何が？」

「この力は一回のアクセスで一度しか使えないらしい」

「え？　ということは……？」

「今回はもう使えない。現実世界では今のところ回数制限はないようだけど、こっちでは一回きりの力だ」

「えー、なんか勿もつ体たいないような気が……」

「また入り直せばいいんだよ」

「……ごめん。言ってる意味があんまり……」

「栞って、鈍にぶいよな……」

　女剣士の豪腕が唸うなり、それを予測していた巧たくみが立ち上がって避ける。

「ちょ、マジで『こっちの世界』では殴るの勘弁してくれよ。オレは一度ログアウトしてから入り直すから、ここで待ってて」

　と説明して、巧は広場中央のステージに上がり光に包まれた。

「……初めからそう言えばいいでしょっ」

　栞しおりはいなくなった相手に不満を漏らしつつ、私って鈍にぶいのかな……と軽く落ち込んだ。

　ほどなくして巧が戻ってきて、今度は二人一緒にステージへと上がった。



　次なる場所は『初めての森』。

　なんだかんだで栞はこのエリアにしか来たことがないので、今はどこへ行くにもまずはここを通らなければならない。そのことが申し訳なくて足取りの重くなる栞に、

「気にするなよ」

　と、また心を読んだように巧が言う。その言葉は優しいのだが、顔はひたすら前だけを向いていて、栞の数歩前を進む。

　隣に並んであるくべきか、散々に悩んだ末の位置だった。

　栞は栞で、似たようなことを悩み、巧の背中に近づいたり、離れたりを繰り返す。

　何ともいえない距離感を保ちながら、二人は森を進む。

　しばらくすると、道の舗装が少しずつ荒くなった。奥に行けば行くほど、木々が高さを増して、陽の光を遮断する。薄暗く不ぶ気き味みな色合いが濃くなる。

　だが、モンスターは一匹も出現しない。

「これのお陰だろう」

　と、巧がポンポンと右腕の黒い腕輪を叩たたく。

「この腕輪がオレの強さレベルを上げているらしい」

「それで敵が寄りついてこない？」

「多分」

「それって一体何なんだろうね？」

「ま、そのうちわかるだろ」

　と言う巧だが、内心では、そんなに簡単に解明できないだろう、と思っている。簡単に謎なぞが解けるような代物ではない、と身をもって思い知らされている。

　なので、今は深ふかく考えない。

「とにかく目の前のクエストに集中しよう」

「……うん」

　やがて分岐点に差しかかった。道（といえるような道ではない）が二つに分かれ、右は草原エリアに繋つながり、左が町に繋がる。

　当初の予定通り、二人は左に進路をとった。



　森を抜けた先には広大な田園が広がっていた。

　その田畑の中心に小さな集落がある。

　巧たくみが先導して、二人はそこへ向かった。

　一本の通りを挟むようにして、レンガ造りの家々が建ち並んでいる。家と家との間隔は広く、人の数も多くない。畑を牛や農耕馬がのろのろと歩いている。栞しおりはその風景を見て、有名な絵画「落ち穂拾い」を思い出した。

　町というより村である。

「それにしても……」

　と、栞は改めてこの世界の精巧さに舌を巻いた。なにしろプレイヤー以外でヒューマンタイプのキャラを見るのは初めてなのだ。その数は少ないものの、通りを歩き、畑仕事に勤いそしみ、立ち話をしている。そこにまったく違和感というものが感じられない。

「本当にすごいね。あの人たちとお喋しやべりできたりするの？」

「うん。でも、そのうち同じことばっかり繰り返すようになるけど」

「……それはちょっと怖いかも」

「所しよ詮せんはゲームだから。んなことより、武器屋に行こうぜ」

　巧がスタスタと通りを歩き、武器屋に入った。レンガ造りの店内には、壁にいくつかの剣が立て掛けられている。防具の類たぐいは机に並べられていた。種類は多くない。どころか、栞が着用している革製の物と、鉄製の物しか置いていない。この村はプレイヤーが最初に到達する場所なので、ごく基本的な装備しか売っていないのだ。

　巧はまず剣を物色する。これも基本装備である鉄製の剣の改良型がいくつか置いてあるだけで、威力や切れ味に差はない。刀身の幅や長さの違いから使い勝手のよさそうな物を探す。とはいえ、今は買う必要もないのだが、

「ねえねえ、こっちの長い方がいいんじゃない？」

　ど素人のくせに栞が横から口を挟む。ショッピングという行動が女の子的な何かを刺し激げきするのだろう。あれこれ剣を手に取ってはブンブンと振ってみたりしている。

　巧はその剣捌さばきを見ながら、

（う、うわぁ……）

　と悪い意味で舌を巻いた。前々からそうじゃないかとは思っていたけど、それにしてもなんという不器用さだろう。具体的には手首と肘ひじが異様に固い。肩を支点とした上下運動にしか見えない。まるで棒が剣を振っているようだ。

（これは大変だなぁ……）

　指導係である巧は頭を抱えた。爆発的な運動能力などは類を見ないほどの才能なのに、細やかなセンスに欠ける。というか、ゼロだ。これは教えてどうにかなるものじゃない。

　そもそも剣という武器が栞しおりに合っていない。栞に適しているのは、おそらく槍やりだ。が、今それを言っても仕方ない。この店には売っていない。

「栞」

「なに？」

「栞は剣を振り回すんじゃなくて、こう……前に突き出せ」

　上からの突き刺しではなく、前方への突き。現状でもその攻撃が一番効果的だろうし、将来的にも意味があるはずだ。

「前に……こんな感じ？」

　ドッフゥン！

　空間に穴を穿うがつほどの鋭さで突き出し、剣が巧たくみの顔の横をかすめた。ミリ単位の際どさだった。

「ご、ごめん！　わざとじゃないよ？　本当だよ？」

「………もうやだ」

　巧は半泣きで項うな垂だれた。

　続いて防具を購入する。巧は革製の防具一式を揃そろえ、栞は鉄製で揃えた。

　揃えたと言っても……

「ね、ねえ、これはどこで着替えたらいいの？」

「ここ」

「んなっ……ここって、ここ着替えるようなスペースないよ？」

「うん。ないよ」

「だ、だから、どこで着替えればいいのかって――」

「だから、ここだよ。別に誰だれも見てないんだから気にすんな」

「き、き、気にするよっ。それに店員のオジサンが――」

「機械のオッサンに見られてもどーってことないだろ」

　と言いながら、巧が服を脱ぎ始めたので、栞はとりあえず鉄の胸当てでどついた。

「いってえな！　なんですぐに殴るかなぁ！」

「キ、キミがいきなり脱ぐからでしょ！　前々から思ってたんだけど、キミ露出狂の気があるの？」

「あーもう、ホント面倒くさい……栞が後ろ向けばいいだけのことだろ」

「……キミも」

「はいはい……」

　巧が栞に背を向けて、栞も巧に背を向ける。

　残念なことに、鉄製の防具一式は、革製のそれとデザインがまったく一緒だったので、露出度も変化なしだった。初めの頃ころよりは慣れてはきたけど、やっぱり恥ずかしい。早く新しい（全身を覆う）防具が欲しいと願う栞しおりだった。

　しかし、とっても残念なことに女性キャラの防具はすべて露出度が高いということに、後々になって思い知らされるのである。

　ともあれ、新たな武具を手に入れた巧たくみと栞は、店を出た。ちなみに支払い方法は店員に話しかけるだけで勝手に個人データから必要額だけ減算される仕組みになっている。

　それから武器屋の向かいにある道具屋で回復薬をそれぞれ二つずつと、巧は彼が好んで使う煙玉を購入した。武具と道具すべての代金は巧が支払った。

　せっかく一新させたのに、巧はまた革製という軽装備なことがいよいよ気になって、

「どうして鉄にしなかったの？」

「ん……あれ動きにくいから」

　そう適当に答えるだけだった。



　町を出発してからしばらく田園地帯が続き、あぜ道をひたすら歩く――。

　太陽の光が優しく、風が心地よく頬ほおを撫なで、田んぼには昆虫（蝶ちように似た姿の）が飛んでいる。のどか、という言葉がぴったりの穏やかな景色である。

　栞は、これから戦場に赴くことを忘れてしまいそうになるほど雰囲気を堪能していた。

（なんかデートみたい……）

　と、数歩後ろから巧の背中を見て、頬を赤らめる。もちろん、栞は現実世界での高校生男女がこんな風にデートをするとは思っていない。どんな風にデートをするのかもわかっていないのだが、ここがあくまでも電脳世界であるとは自覚している。それでも、二人で買い物をして散歩みたいなことをしていれば、やっぱりそう思ってしまうのだ。

「なんかデートみたいじゃね？」

「やっぱりね」

「え？　なにその返事？」

　巧が振り返り、栞は頬の火照りを違う意味でも倍増させた。

「い、いや、別にっ、デートとかそんな風には思っていないけど私は全然」

「そっか。やっぱ違うんだ」

「……あれ？　キミはデートとかしたことないの？」

「ないよ」

「へぇ、そうなんだぁ……」

　栞は口元をむにゅむにゅとほころばせ、なぜそんな動きになるのか自分で不審に思ってすぐに結んだ。

「オレだってデートとかしたいけど、ヒナがうるさいだろうし、単純に金もないし。まあそれ以前に相手がいないんだけど」

「そう、だね……でもさ、キミって本当に貧乏なの？」

「さらっと嫌なこと訊きいてくるな……」

「だって、バイクに乗ってるし。維持費とか結構かかるでしょ？」

「まあ、そうなんだけど……」

「けど？」

「オレが少しぐらい贅沢しないと、ヒナも贅沢できないから。アイツ、そーゆーところは妙に律儀だからさ」

　栞しおりの頬ほおの赤みがひいていく。横に並びかけた立ち位置も数歩後ろに戻す。

「………ヒナヒナヒナばっかり……」

「ん？　なんか言った？」

「別に」

　刺とげ々とげしい物言いに、巧たくみは、

（し、しまった……！）

　猛反省した。何がよくなかったのかはわからないけど、これじゃまるでオレが女の子と上手に話せないヤツみたいじゃないか、と。実際その通りなのだが、プライド的なものが許さなかった。

　だから巧は、次なる言葉を放つタイミングを慎重に計って、

「栞は、ゆ、夢とかある？」

　放ほうり込んだ。女の子は夢トークに弱い、という浅すぎる知識を直球で放り込んだ。これには鈍感娘である栞もさすがにちょっと引いた。

「………どうしたの、急に？」

「いや、ほら、なんてゆーか……あるのかないのかどっちだよっ」

　逆ギレた。何も意識しない時は、けっこうなキラーパスを放つ巧だが、狙ねらってしまうと可哀想かわいそうなほどセンスがなかった。

　しかし、そこはさすがのミス鈍感である。さらりと流して真剣に考え始めた。

「私はそうだな……保母さんとか保育士になりたいかな。昔、そういう施設で育ったから今度は私がそういう子たちの役に立てたらいいなぁって思う」

「へーそーなんだー」

「……何その薄い反応？　あ、そういう施設って言い方がわかりにくかったなら――」

「いいよ。わかるよ。わかるけど……重い。すごく反応しにくい……」

「キ、キミが訊いてきたんでしょっ！　だったら、そっちはどうなのよ？」

「オレは詐欺師だよ」

「へーそーなんだー」

「……なにその死ぬほど退屈そうな顔？」

「奇を衒てらいすぎっていうか、正直あんまり面白くないっていうか……」

「衒ってねぇよ、マジだよ」

「えぇー……それはそれでどうかと……」

「ま、まあ、女にはわかんねぇだろうけどなっ」

　もう救いようのないセリフだが、わからないなぁ、と栞しおりは受け流した。鈍にぶさは時として優しさにもなるらしい。

「どうして詐欺師なの？」

　待ってましたの問いかけに、巧たくみは目を輝かせる。

「『スティング』って映画、知ってる？」

「ううん。知らない。面白いの？」

「面白いなんてもんじゃねーよ。オレのバイブルだ。愛車のレッドフォードは主演俳優の名前から頂ちよう戴だいしたんだ」

「どんな話？」

「簡単に言えば、詐欺師たちによる騙だまし合いだな。ストーリーが二転三転して、騙したと思ったら騙されて、騙されたフリをして騙して、最後まで結末が読めない。結末を知っていても何回も観みたよ」

「それで詐欺師に憧あこがれた、と」

「詐欺師にってゆーか、そーゆー生き様みたいなものに。最後の最後にひっくり返して、ニヤリと笑う男の格好良さ。渋さ。浪ろ漫まん。わかる？」

「んー……あんまりわからないかも。私はもっとわかりやすいのが好き」

「……じゃあ、詐欺師が騙しやすい人って、どんな人かわかる？」

「……私みたいなタイプって言いたいんでしょ？」

「そうでもない。栞みたいに単純な人は逆に騙しにくい」

「……バカにしてる？」

「褒め言葉のつもり。栞みたいに裏表のない真まっ直すぐな性格の人は、自分が騙されていることにも気づかない場合があるから、騙し甲が斐いがない」

「う～……やっぱり微妙にバカにされているような……」

「そんなことないって」

「じゃあ、ヒナちゃんみたいな人は？」

「ヒナみたいなタイプも難しい」

「小こ町まちさん」

「近い」

「もう、教えてよ」

「答えは――オレだ。人を騙だまそうとする人ほど騙しやすい。疑うたぐり深ぶかい人ほど罠わなにかかる」

「……なるほど」

「つまり、栞しおりみたいに何も考えない人が詐欺師には天敵だってこと」

「うっ。やっぱりバカにしてる」

「違うよ」

「じゃあ何が言いたいのよ？」

「これから戦う相手のことだ」

「――！」

　巧たくみが立ち止どまり、険しい視線で前方を見据える。いつの間にかあぜ道は小高い丘にぶつかっていた。その丘の上に古びれた館やかたが建っている。城と呼ぶには小さく、屋敷と呼ぶにもやや足りない。そんな大きさの建物だ。石造りなので外壁は灰色。その壁にびっしりとツタがはっている。

　今回のクエスト目的地『洋館』である。

　巧の双そう眸ぼうはその館を捉とらえていた。栞は雰囲気の急激な変化に戸惑ったけど、すぐに気を引き締めた。

「簡単に落とし穴にはまるようなヤツが、今は人質を取って逆にオレを誘っていやがる。つまり、賢くなっている。狡ずる賢がしこくなっている。詐欺師的発想だ」

「う、うん」

「となると、オレとヤツは腹の探り合いになる。詐欺師同士、騙すか騙されるかだ。ただこれはポーカーなんかと違って戦闘だ。ぶっちゃけ殺し合いだ」

「……っ」

　物騒な言葉に栞は唾つばを呑のんだ。

「単純な戦闘能力じゃオレは数段劣る。そこにプラスで腹の探り合い。はっきり言って、分が悪い」

「そんな……今そんなこと言わないでよ……」

　巧は、小さく震える栞を横目で見ながら微苦笑した。どうにも、この天才は粗が多い。ちょっと悲観的な話をしただけですっかり怯おびえてしまった。不器用さよりも臆おく病びようさを克服することが先決かもしれない。

「オレが何を言いたいか、わかるか？」

「だ、だから、敵はすごく強くて、その……」

「違う。栞を頼りにしているってこと」

「へ？」

　惚ほうけた顔で「へ？」ときた。巧は笑いたいのを堪えて真面目まじめな顔をつくる。

「さっき話したばっかりだろ。栞は詐欺師の天敵なんだ」

「あ……」

「いいか？　オレたちは実力じゃ劣るけど勝っている部分もある。それは数だ。一対一の勝負じゃ望み薄だが、二対一なら可能性が見えてくる。つーか、そこに賭かけるしかねぇ。だから――切り札はお前だ、栞しおり」

「……わ、わかった！」

　惚ほうけていた顔にみるみる精気が宿る。単純なヤツだ、と呆あきれる反面、頼もしい。

　巧たくみは、すっ、と右手を差し出した。その意味がわからなくてまた栞が惚ける。

「ガッツリ稼ごうぜ」

「あ……うん！」

　ようやく意味を悟り、栞は巧の手を握った。

　二人は精神的高揚をほどよい地点にまで高め、戦いの準備を終える。

　そして、丘を登り、洋館の重い石扉を開けた――。



　洋館の中は暗い。壁にいくつか灯とう籠ろうはあるけど、火はついておらず、火をつけることもできない。窓からうっすらと差し込む光だけを頼りに館内を見渡す。

　扉を開けるとすぐにフロアが広がり、そこには赤い絨じゆう毯たんが敷かれている。フロアの左右、それと正面奥にドアがある。それらの先にはまた別の部屋があるのだろう。

　フロアには階段もあり、それを上った二階部分にも同じようにドアがある。

　天井から豪華なシャンデリアが吊つるされているのだが、埃ほこりが積もっていた。このシャンデリアに明かりが灯ともり、床もきれいに磨いて、絢けん爛らんなドレスを着た女性を招けば、たちまち舞踏会会場になりそうなのだが、いかんせん暗くて不ぶ気き味みである。

「タクミ様っ！」

　フロア奥の柱に縄で縛り付けられているキッドが先に気づき、叫んだ。

「よう。案外、元気そうじゃねぇか」

「助けに来てくれたんだねっ」

「仕事しに来ただけだ」

　会話を交わしながら、巧は容易には近づかない。このまま縄を解いてクエスト達成めでたしめでたし、なんて都合の良い展開はあり得ない。だから巧は慎重に歩を進める。

　そうしてフロアの中心部分に差しかかろうとした時――

「危ないっ！」

　と、これもキッドが先に気づき、叫んだ。観察力の差ではなく立ち位置の関係でキッドの方が先に目にする。

　ダンッ

　二階部分から黒い影が舞い降りてきた。

　巧たくみは素早く剣を抜き、黒い影の正体を見る。薄暗い部屋よりも濃厚な黒の体毛、鋭利な牙きばと爪つめ……ライカンスロープだ。

　が――。

「ひ、ヒキョウ……モ……」

　最後の一文字を吐けず、ライカンスロープは巧の眼前で光の粒子となって消滅した。

　そして、光の粒子の向こうから一人の男が姿を現した。

　巧は眉み間けんに深ふかく溝をつくるも、決して驚きはしない。

「やっぱりアンタだったのか……」

　大剣を背負った男――ディフは禍まが々まがしい笑みを浮かべた。





　時間は少し遡さかのぼる――。

『広場』に栞しおりを残して、巧が一人で現実世界に帰還した時。

　巧と小こ町まちは、栞には内密の会話をしていた。以前、喫茶店で話した「犯人っぽい人」についてのことである。

「――一人だけ怪しい人物を見つけたわ」

　と、小町から切り出した。

「誰だれですか？」

「その前に」

　小町が、ブース内の黒い椅い子すに座る巧を、それはそれは恐ろしい形相で睨にらみつけた。

「このこと誰にも言っちゃダメよ？　会社とかそういう次元じゃなくて本当に誰にも言っちゃダメ。マジでダメ。軽く二桁けたは法律違反してるから」

「……は、はい。ボク、イイマセン」

　後半部分がカタコトになるほど、鬼神の如ごとき威圧感だった。小町自身も相当危ない橋を渡ったのだろう、額に脂汗が滲にじんでいた。

「――でね。何しろアンタはアバターも本体も同じ姿してるから、正直、特定なんてできないんだけど、一人だけ、アバターでも本体でもアンタと関かかわりの深い人間がプレイヤーとしてこの会社と契約しているのを見つけたの」

「だから誰ですか、それは」

「名前は近こん藤どう国くに義よし」

「……誰それ？」

　小町は長いため息を吐いてから、

「アンタと栞ちゃんの担任教師よ」





「よく気づいたな、タクミ」

　ディフは「教え子」を褒めた。

「世界一美人で優秀な探偵に依頼したんだ」

「そうか。是非ともお会いしたいな、その方に」

「ひと目見た瞬間、全身ビリッビリになるぜ」

　軽口を叩たたき、平然を装う。しかし、情けないことに心の乱れを押さえられそうもない。声が震えてしまっている。

　対するディフは落ち着いた所作で、悠然と周囲を見渡す。

「お前一人か？」

　そう。洋館には巧たくみ一人で乗り込んでいた。栞しおりの姿はどこにもない。これは巧の作戦なのだが、

「いいや。二人で来たぜ」

　と、あっさりタネを明かした。むろん、意味はある。もう一人がどこかにいる、と伝えることで注意を分散させるのが狙ねらいだ。

「もう一人は立たち花ばなか？」

「！」

　この時点で巧の希望的観測は砕かれた。先生がプレイヤーとして働いているとしても、それがディフとは限らない――という期待は外れた。栞のことを名字で呼んだのが何よりの証拠だ。それでも巧は、

「ディフ」

　とキャラ名で呼びかけた。

「一体なにが目的なんだよ？」

　気け怠だるく視線を漂わせ、声のボリュームを上げる。

「きっかけは、お前の相棒だ」

「……は？」

「彼女がこのゲームにエントリーした瞬間、同調率が飛躍的上昇を遂げた。お前も覚えがあるだろう？」

「それが栞と、どう関係するんだよ？」

「フッ……お前も薄々、勘づいているだろう」

「……」

　勘づいている。それこそが『負荷』だろう。

「強すぎるんだよ、彼女は。今でも充分に脅威なのに、この上に経験を積まれたら、誰だれも勝てなくなる。ゲームがチートになる。だから、同調率を上げたんだよ」

　いや――と言葉を挟んで、

「上がったんだよ、勝手に」

　婉えん曲きよくな言い回しに、巧たくみは要領を得ない。それを見透かし、

「言ってる意味がわからないだろう？　俺おれも教えてもらうまでわからなかった」

「誰だれに？」

「まあ、待て」

　と遮り、また周囲を見渡す。どこからか栞しおりの反応がないか、あざとく探す。

「このゲームは『アズラ』という名前なんだそうだ。知っていたか？」

「……いや」

「俺も知らなかった。でも、教えてもらった」

「だから、誰にだよ」

「知っている人に」

「言葉遊びするつもりはねぇ」

「慌てるな。肝心なところだ」

　定評のあった問題児の扱い方そのままに、ディフは憤る巧を話術でいなす。

「他ほかにも色々と教えてもらった。たとえば『呪のろい系アイテム』のことや、この電脳世界を造り出すもののことなど。長年プレイヤーとして働いてきたこの俺が知らなかったことをいくつも教わった。……何が言いたいか、わかったか？」

「……ブレイン・カンパニーも知っている、ということか？」

「いいぞ。だが、もう一歩足りん」

　巧は内心、吐き気がするほど苛いら立だったが、問答に付き合う。

「アンタはすでにブレイン・カンパニーに属していない――ってことだろ」

「そうだ。タクミ、お前もこっち側に来い。それが俺の目的だ」

「………」

「老婆心……いや、情愛だ。この世界でも現実でも面倒をみてきた生徒への愛だ。断りはしないよな？」

「……断ると言ったら？」

「斬きる」

「……っ」

「そう怯おびえるな。悪い話じゃない。言っただろ？　お前には可能性がある。俺がサポートしてやる。こっち側に来れば、お前を悩ます様々な問題が――」

「もういい」

　と言って、巧は剣を構えた。

「オレは仕事をしに来たんだ。くだらない話をしに来たわけじゃねぇ」

「……そうか。残念だ」

「こっちのセリフだ」

　ディフも背中の大剣を抜いた。地に根をはったようなどっしりとした正眼の構え。その構えを見るだけで巧たくみの背筋に冷たい汗が流れる。

　じりじり、と摺すり足あしでディフが詰め寄ってくる。

　わずか数センチ単位の移動だが、巧の胃は縮みあがっていく。元・指導係であるディフには一度も勝てたことがない。一合すら浴びせたことがない。デビュー当時の苦い記憶が肉体に染みついている。

「どうした、かかってこい」

　というセリフも当時と変わらない。そして、それに乗る自分も。

　ふっ――と息を吐き、一度体の力を抜いてから踏み込む。師に教わった摺り足ではなくトンとわずかに跳ねて斬きりかかる。体重の乗らない一撃は大剣の上でぬるりと滑り、柳のような柔らかさでいなされた。そして、返しの一撃。逆袈裟に振るわれた大剣をバックステップでかわす。間合いを計るための攻撃と退却。しかし、胸の鎧よろいを裂かれた。

（やっぱりムリか……）

　実力差を嘆くと同時に、違和感も覚える。

（今ので……なんで？）

　踏み込みすぎた相手を仕留め損ねるほど師の腕前は鈍にぶくない。たんなるミスか？　それとも手を抜いたか？　抜いたのならなぜ？　一連の推測に、自分が強くなったのかも、という項目は入らない。こと戦いに関しては、巧の思考はどこまでも客観的になる。

「……そんなに栞しおりが気になるか？」

　と、最も可能性の高そうな推測をぶつけてみる。ディフはあっさりと首肯した。

「シンプルだが実にいい作戦だ」

「どーも」

「しかし、破るのもまたシンプルだぞ」

　ずいいいいっ

　ビデオカメラのズームアップのようにディフの巨体が迫った。両腕は頭上に持ち上げられていて、それをそのまま振り下ろされる。竜巻の如ごとき轟ごう音おんと空気のうねり。巧はサイドステップで避ける。皮一枚の超近接距離で大剣をかわす。

「いい反応だ」

　ディフは尚なおも追う。いや、寄る。すり寄る。そして大剣を上段から振り下ろす。

「――っ！」

　スウェーバックでかわす。また皮一枚。これが巧の限界ギリギリの距離感だ。これ以上近づけばアバターの肉体は真っ二つになる。これ以上離れても間合いがずれて逆に動きが緩慢になる。

「どうした、剣を使え」

「やだね」

　剣など使えない。ディフが手本を示すかのようにやってみせた受け方はできない。相手が二流ならいざ知らず、ディフほどの剛剣なら受けた瞬間に剣が折れる。

　ディフがさらにすり寄る。繰り出される剣けん戟げきをミリ単位でかわす。さらに寄る。かわす。寄る。かわす……フロアの中央で繰り広げられる攻防は、剣舞さながらに鮮やかだ。

　が、一瞬でも気を抜けば首と胴が離れるだろう。

　だから研ぎ澄ます。集中力を高める。

「逃げてばかりでは埒らちがあかんぞ」

「うるせぇよ」

　吐く息に減らず口を乗せると独特のリズムが流れて、体を躍動させる。今なら弾丸すら避けられそうな気がしてくる。だからこそ……

（おかしい）

　ディフの剣は弾丸をも凌りよう駕がする。なのに、当たらない。ディフの注意が栞しおりに向けられているとしても、その策を破るべく、自分に集中しているはず。主戦兵を倒せば伏兵の存在意義はなくなる、と考えているはずなのに。

（あくまでオレを殺さないようにしてる？）

　仮説を立てて、すぐに否定する。大剣に込められた殺気がそれを否定する。

（だとしたら……なんだ？）

　考えている間にも、ディフの攻撃は続く。上段から振り下ろされる剣を、左にステップしてどうにか避ける。

　――と、そこで初めて気づいた。

　フロアの中央で、まるでダンスを踊るように「左回り」に動いていることに。

　つまり、ディフは自分の右側だけを狙ねらっている。

　閃ひらめきは記憶の中の映像を呼び覚ます。

　四人で出立したクエストで、ライカンスロープが分裂した時、ディフは自分を助けてくれた。

　だが、その時のディフはライカンスロープの右腕しか切断しなかった。あの場面ならば体を切断できたはずなのに。

（そういうことか……っ！）

　巧たくみは後方に大きく飛び下がった。これまで精密に保ってきた間合いを自ら捨てた。距離をあけることで視野が広がり、解けたパズルが新たな事実を突き止とめる。

「アンタもか、ディフ！」

　ニヤリと笑い、ディフは両手に持った剣を前に出した。

　その、右手の中指に――『黒い指輪』がはめられている。

「まったく不思議なアイテムだよな。お前の腕輪は『物を分裂』させ、俺おれの指輪は『モンスターを操る』ことができる」

「……なに？」

「そこまでは気づかなかったか？」

　歯がゆいばかりだが、ディフのヒントで巧たくみの思考速度が勢いを増す。

「てことは……ライカンスロープがエリアを越えたことも、小僧をさらったのも、すべてアンタの仕業か」

「俺の可愛かわいい生徒たちにまとわりついて邪魔だった、というのは後付けだな。余興だよ。なんせ俺もまだこの能力に慣れていなくてな」

「回りくどいことばっかしやがって」

「お互い様、と言いたいところだが、どうも性に合わんな。ここからは正攻法で行こう。そして、お前の右腕と腕輪を頂く」

「じゃなきゃ、アイテムが消えるから、だろ？」

「お前は頭が回りすぎていかん」

　下品な笑みを浮かべ、音のない摺すり足あしでディフが迫り来る。

　やはり間合いを捨てたことが仇あだとなり、巧の対処が一瞬、遅れた。

　その一瞬が致命的だと、悟る。

　かわすこともできない。受けても、応戦しても、敵かなわない。

「――くそっ！」

　巧は床に煙玉を叩たたきつけた。炸さく裂れつ音おんが響き、モクモクと煙が上がる。

「本当に好きだなぁ、これ」

　と、煙の中から呆あきれた声が聞こえた。

　そして、その声に被かぶせるように――

「やあああっ！」

　叫び、二階から栞しおりが飛び降りてきた。

　目標はまさに煙の中。そこに見える人体の影をめがけて、金色の弾丸は得意の空中突き刺しを決めようと襲いかかった。

　だが、渾こん身しんの一撃は、すっ、と移動するだけでかわされた。予測していなければ絶対にできないタイミングで。着地した栞の体と、剣が床に刺さる衝撃が床を伝って足に響く。

「惜しかったな」

　と、ディフの呆れきった声と微笑。

　栞は柄に額を乗せて、恥辱で顔を歪ゆがめる。それを一いち瞥べつしてから師が弟子に詰め寄った。

　剣を構えることもせず突っ立っていた弟子は……

「惜しくねぇよ」

　不敵に笑って、突然、身を屈かがめた。

「？」

　標的の奇っ怪な行動に眉まゆをひそめるディフ――の眼前に、屈んだ巧たくみの体を飛び越えて、金髪碧へき眼がんの女剣士が再び現れた。

　驚く間も与えず、迫り来るディフの顎あごに凶悪な右のカウンターパンチを――

　ぶち込んだ！

「……くぁ……」

　ディフは弾はじけ飛とばず、白目を剥むいて前のめりに昏こん倒とうする。

　そのすぐ側で『もう一人の栞しおり』も膝ひざをついた。

「――っはあ！　はっ！　はああっ！」

　体全体で息をして、大きな胸を上下に揺らす。数メートル向こうにいる「剣を突き刺しにかかった方の栞」も荒い呼吸を繰り返している。

「すげぇ……」

　と、罠わな――栞の分裂――を仕掛けた張本人ですら、目を疑った。洋館の前で握手をした時に分裂させ、策を授けた巧本人でさえも。

　まず巧が真っ当にディフを倒そうとする初弾。

　それが敵かなわない場合、煙玉の合図で上空から栞が突撃する第二弾。

　すべてが外れた時の最終手段として「もう一人の栞」を出現させる第三弾。

　綿密に練った三段構えだが、成功するとも思っていなかった。あまりにも成功率の低いギャンブルだ。なぜなら……

「桃……じゃなくて、た、たく……うぅ、頭がガンガンするよ……」

　ＫＯパンチを当てた方の栞が、目を回しながら訴える。

　アバターの分裂。それはすなわち、二人分の情報量が一挙に現実世界にいる本体に流れ込むことになる。一つの脳で二人を動かすことになる。そんなことをすれば脳がパンクをしても何ら不思議ではない。

　でも、栞ならばできる――という可能性に賭かけた。驚異的な『脳の潜在能力』を有する栞ならば、と。

　そして、その期待に見事すぎるほど応こたえたのだ。

（とんでもねぇな……）

　巧は胸中で唸うなる。そこには驚愕と賛美と、隠しようのない嫉しつ妬と心しんが混ざっている。

　しかし。

　何よりも大きな感情は、興奮だ。

　今、巧たくみの体内を人生で最大の衝撃が駆け巡っている。小こ町まちや栞しおりと出会った時のものなど比較にならないぐらい、身み悶もだえするほどの衝撃だ。

　己の新たな可能性を見つけた喜びと興奮に目眩めまいがする。

　一人では到底勝てなかったディフを、栞はたったの一撃で沈めた。それも拳こぶしで。この上ないタイミングで顎あごを打ち貫いた。そんなことは教えていないのに！

「………」

　巧は身震い――いや、武者震いの止とまらない右腕を見た。右腕の黒い腕輪を。

　考えてみれば『現実への浸食』は、この腕輪が最初じゃない。ずっと前から、この電脳世界に初めて来た時から侵されていた。心を侵されていた。

　――オレには才能がない。取り柄なんてない。

　誰だれに言われたわけでもないのに、そう思い込んでいた。限界という線を引いていた。

　それを、目の前で、栞がぶち破ってくれた。

　オレはまだまだ策を練れる。もっともっと考えられる。

　その思い描いた作戦を、栞ならば実践してくれるだろう。

　栞がパートナーでいてくれたら、どんな壁も乗り越えられそうな気がする。

　一人ではできなかったことも二人ならできる――という新たな可能性を教えてくれた。

　この喜びを、身を震わせることでしか表現できない自分が、ひどくもどかしかった。

「桃……じゃなくて……ううぅ……」

　栞に声をかけられ、数秒にも満たなかった人生最大の衝撃から覚める。

「――ああ、ごめん。ほら、早く『同化』しろよ」

「う、うん……」

　巧が手を貸してやり「剣の栞」までエスコートする。

「「なんか気持ち悪い」」

　と、二人同時に言われた巧はもっと気持ち悪いものを感じたが、口には出さない。

　二人の栞が手を重ね合う。

　すると片方に吸い込まれるようにして……一人に戻った。

「大丈夫か？」

「な、なんとか……」

「助かったよ。ありがとな」

「い、いや、そんな……」

　顔を見合わせ、視線がいい感じに絡まったところで、

「シオリンすごいすごいすご～いっ！」

　捕らわれているキッドが大声ではしゃいだ。

「あっ、キッドくん！」

　栞しおりは、策がはまった瞬間よりも会心の笑みを浮かべ、しかもさっきまで目を回していたとは思えない元気さでキッドの元へと駆けていく。

「なんだかなぁ……」

　巧たくみは色んな意味で苦笑してから、すぐに顔つきを戻す。気絶している師の元へ歩く。

「う……うぅ……」

　ディフがおぼろげながら意識を回復させた。しかし、まだ体は動かせないようで這はいつくばった姿勢のまま目玉だけを上に動かす。巧はしゃがみ込んで、

「聞きたいことは山ほどあるぜ、先生」

「桃……井……」

　ディフが何かを訴えようとして、右手を伸ばし、巧の右腕を掴つかもうとした。

　巧は切ない吐息を吐く。

「この期に及んでも腕輪がほしい――」

　言葉を遮ったのは、水の魔法だ。

　球体ではなく、薄い円盤状の水魔法が、ディフの右手首を切断した。

　同時に。

「きゃ………っ！」

　栞の千切れるような悲鳴が聞こえて、巧は戦せん慄りつとともに振り返る。

　最初に見えたのは、床に横たわるパートナーの姿。

　当然、その側にいるのは――少年魔法使いである。

「……小僧……テメェもか……？」

「ご名答～」

　どこまでもあどけない態度でキッドが笑った。

　さっきまで最高潮だった巧の感動は、泡となって散る。

「も～っ、ディフってば喋しやべりすぎぃ。ついでだから、もう少し教えてあげるねっ」

　見た目そのままに、子供のような無邪気な口調。

　巧は我知らず頷うなずいていた。今ばかりは頭を働かせることもできない。

「ディフはそれほど多くを知っているわけじゃないよ。ボクが味方だということも知らなかったんだ。つまり、新入りなんだ」

「……」

「ちょっとしたアクシデントがあってね、ボクらのチームに数名の欠員が出たの。それで補充しなきゃいけないってことになって、まずディフが選ばれたんだ。ボクは反対したんだけどね～。だって、弱いモン」

「……弱い？」

「うん」

　信じられない。今でもディフの実力は遥はるか高みにあると感じているのに。

「でね、次に白羽の矢が立ったのが、タクミ様だよ。ディフの推薦で。これはボクも賛成した。ファンだって言ったのは嘘うそじゃないんだよ？　ずっと前から興味を持っていたの」

「オレに？」

　これもまた信じられない。自他共に認める最弱プレイヤーに興味を持つだなんて、冗談にしても笑えない。

「これも前に言ったと思うけど、大切なのは『いかにして戦うか』だよ。その点、タクミ様ほどユニークな人はいない。ボクは大好きだ――けど」

　と言って、キッドは笑顔を消した。まるで別人のような酷薄さが現れる。

「今はもう、あんまり興味ない。今一番興味があるのは……」

　キッドの視線が床に倒れている栞しおりに移る。

「この子はホントにすごいよね、ワクワクする。ボクの手でじっくりと育ててあげたい」

「……！」

　巧たくみの本能が危険を知らせ、無意識のうちに剣を構えていた。

「だめだめ。タッチャンはタッチャンで認めてるんだから」

　と、キッドは取り合わず、杖つえすら抜かない。巧はそのことに苛いら立だちはせず、秘ひそかに胸を撫なで下おろした。戦っても勝てないと肌で感じている。だから、口だけで抵抗する。

「……その呼び方やめろ」

「はいはい。てゆーか、話戻してもいい？」

「……っ」

　完全に見下されているのに、それでも巧は怒れない。時間が進むにつれ、恐怖心が増大していく。

「まあ、戻すもなにもディフが言ったことと同じなんだけどさ」

「チームに入れってことか？」

「どうする？　別に断ってもいいよ？　その時はシオリンだけをもらっていくから」

「なめんなっ！」

　栞のことを言われたら、怯おびえている場合ではなくなった。床を蹴けって、キッドに斬きりかかる。

　とはいえ、巧は信条を曲げたりもしない。怒りに身を任せたりはしない。あくまで策を弄ろうする。とっておきの秘策を用いる。

　まず左から右へ横薙なぎに払う。キッドが避ける必要もない位置で、わざと空振りする。

　狙ねらいどおり、身動き一つしなかったキッドに、左の手のひらをかざす。

　五本の指先が光り、まばゆい閃光がほとばしる。

　巧は『雷の魔法』を放った！

「！」

　と、驚愕したのはキッド――ではなく、巧たくみ。

　渾こん身しんの奇策である雷魔法をキッドが真正面から受けたからだ。

　小さなアバターの肉体がブスブスと焦げ、白煙がのぼる。

　その煙の中でキッドは、恐ろしいほどの無表情で立ち尽くし、それから自らに水の回復魔法をかけた。みるみるうちに焼けただれた体が元の状態に戻る。

　そして、ひと言。

「つまんない」

「……知ってたのか？」

「知らなかったけど、タッチャンは卑ひ怯きよう者ものだから、まだ何か隠してると思ってた。それが魔法剣士だったことには驚いたよ。でも、ガッカリだ。話にならない」

「………ち、くしょ……」

　万策尽きた巧が、反撃すら受けていないのに、膝ひざをついた。文字どおり「とっておき」なのだ。巧の魔法は著しく体力を消費する。

「交渉決裂だね」

　キッドはようやく懐ふところから杖つえを出し、巧に向ける。

　杖先から巨大な水の塊が飛んで、被弾すると同時に、巧は意識を失った。



　その時、スイッチが切り替わった。

　巧の体に新たな可能性が宿った。

　キッドはもちろん、巧本人すら想像していなかった現象である。



「ん～ボクって甘いなぁ……どうしよっかなぁ……」

　仰あお向むけになって倒れている巧の体を足あし蹴げにしながら、キッドが言う。

　巧を生かすか殺すか、処遇を決めかねている。

「ま、とりあえず回収、回収」

　一いつ旦たん、巧のもとを離れて、床に転がるディフの右手を拾う。そして『黒い指輪』を抜き取る。不要となった右手はゴミのように投げ捨てた。

「さて」

　と、再び巧の方へ向き直ろうとした時――。

　キッドは絶命した。

　背後から何者かに剣で斬きられて、死んだ。

　キッドの体から光の粒子が生まれ、風で吹き飛ぶ砂のように、消えゆく。

　斬ったのは――巧だ。

　意識を失っている巧たくみとは別の、だけど同じ姿をした『もう一人の巧』である。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

　バーチャルとはいえ、人間を殺したことへの罪悪感から、巧はどんな表情もつくれずにいる。

　最後の最後に大逆転してニヤリと笑う、という憧あこがれの生き様は、できるわけがない。

　そのまましばらくの間、放心していた。

「……栞しおり」

　思い出したように、気絶した栞に歩み寄る。

「すごいね～」

「!!」

　これもまた背後から聞こえた。慌てて振り返る。

　死んだはずの――たしかに殺したはずの――キッドが起き上がって、笑っていた。少年魔法使いが羽織っている黒いローブ、左手首のあたりが内側から赤い光を放っている。

「……な、なんで？」

「それはボクのセリフ」

　二人の策謀家は、互いを見つめ合い、それぞれの謎なぞを解かんとする。

　先に答えに辿たどり着いたのはキッドだった。



    

  
    
      



    

  
    
      「そうか……現実の分裂ダブルか……」

「……ご名答」

「そんなことができるんだ」

「オレも驚いた」

　今回のクエストに出発する前、一度ログアウトした時に、現実世界で桃もも井い巧たくみの体を分裂させていたのだ。そして、二つの体で同時にログインしようとした。

　だが、それは不可能だった。生身の肉体を同時に動かすことはできなかった。一つの体しか動かせなかった。

　それでも思うところがあって、肉体を一つに同化させず、二つにしたままで電脳世界に入り直した。

　ただそれだけのことで、いわば失敗に終わった策である。

「多分、一方のオレが意識を失ったことで、もう一方に主導権が移ったんだ」

「なるほどね～。すごいね、タクミ様」

　元に戻った呼び名と、白々しい謙けん遜そんぶりをフンと鼻で笑う。

「ダブルが使えるのはオレだけじゃないんだろ？」

「ふふふ、ご名答だよ」

　笑いながら、キッドはローブの裾すそから左手を伸ばして見せた。

　その左手首には『黒いブレスレット』が、はめられている。

「ま、ボクの場合はダブルの意味合いが違うけどね～」

「単純に『二つ』なんだな」

「命が、ね」

　話ながらキッドと巧の二人は、剣と杖つえを構えていたのだが、それをどちらからともなく解いた。キッドが杖をローブの懐ふところに仕し舞まい、巧も剣を鞘さやに収める。

　巧は、脳細胞の疲労が限界を超えていた。

　キッドの生き返った肉体は、わずかなダメージも受けられない。今度こそ確実に死ぬ。

　互いに口には出さずとも、察していた。

「ねえ、やっぱりボクたちのチームに入ってよ」

　キッドが洋館の入り口へと後ずさりながら、言う。

「少しだけ補足をするとね、ボクはブレイン・カンパニーからはアクセスしてない。別の場所からこの世界に入ってる。ボクたちとブレイン・カンパニーは『呪のろい系アイテム』を巡っての対立構造ってやつ」

「……それで？」

「どっちが正しいと思う？」

「興味ねぇな。オレは仕事をする。そして金を稼ぐ。それだけだ」

「……ボク、あきらめないからね。タクミ様♪」

　と言い残し、キッドは洋館から立ち去った。

　その姿を確認してから、

「はぁ………疲れたぁ……」

　指一本動かすのも億おつ劫くうなぐらい、疲れ果てた。今すぐ横になりたい。でも、まだ仕事は残っているので、足を引きずるようにして歩く。

「おーい、大丈夫か？」

　と、床に横たわっている栞しおりの肩を揺する。

　大丈夫であることは確信していた。キッドの栞に対する執着は狂気じみていたけれど、だからこそ危害は与えないだろう。

　案の定、栞は瞼まぶたを開けた。

「んんっ……あれ？　桃もも井いくん？」

「その呼び方、禁止したはずだぞ」

「あ、ごめ……ん？　え？　キッドくんは？」

　何も覚えていないのか、何も覚えさせないようにしたのか。おそらく後者だろう。

　巧たくみは逡しゆん巡じゆんしてから、

「小僧は先に帰ったよ。安心しろ、無事だ」

「……よかったぁ」

　栞が心の底から安あん堵どした様子で微笑ほほえむ。そして、ゆっくりと起き上がる。

「……え？　何これ？　何で？」

　当たり前だけど、状況が飲み込めない栞。巧は説明しようとして、やめた。

「帰ってから話すよ」

「う、うん。でも……」

　栞は、二人の巧を交互に見て、

「気持ち悪い」

　悪意なく、素直すぎる感想を述べた。

　巧の疲労が（主に精神面で）倍増されたことは、言うまでもない。

　そうして栞が巧を、巧がディフを抱えて、洋館の外に出現していたワープホールに身を投じた――。





　ブレイン・カンパニー本社ビル地下三階・７号室――。

　プレイヤーズブースの黒い椅い子すに座る『三つの体』につけられたヘッドフォン型ディスプレイを小こ町まちが外し、甘い口調で、

「おかえり」

　と、出迎えると、

「はい」

　栞しおりが立ち上がり、

「ただいまっす」

　巧たくみも立ち上がり、

「………」

　もう一人――顔中が腫はれ上がっている巧は起きなかった。タレ目も閉じたままである。

「……コイツ、死んでないよね？」

　本人がとっても不安そうに漏らす。

「そんなこと私たちにわかるわけないでしょ。気持ち悪いからさっさと同化しなさいっ」

　小こ町まちに小突かれた巧が、よろめきながら『もう一人の自分』の上に重なった。

　すると『顔が腫れている方の巧』に吸い込まれるようにして――一つに同化した。

　だが、まだ動かない。

「………」

「………」

　小町と栞がごくりと唾つばを呑のんで、最悪の事態が脳裏をよぎった時――

「いってええええええええ！」

　叫んで、巧が椅い子すから飛び起きた。

「はぁ……」

「ったく……」

　小町と栞が胸を撫なで下おろす。

　巧はあまりの痛さに悶もん絶ぜつし、床をゴロゴロと転げ回る。

　ゴロゴロ転げ回って、栞の足下まで転がって、ローアングルから見上げてしまった。

「あ……」

「きゃ……」

「ごめ――」

「きゃあああああ！」

　栞はびょんと後方に飛び下がり、下がると同時に瓦かわら割りの要領で左右の拳こぶしを叩たたきつけた。巧の目を重点的に殴り倒した……。

　途中から動かなくなった巧が、再び活動するまで二十分ほどかかった。

　その後、巧は『自分が二人いた』ことについて栞に説明をした。

　栞は一つの脳で「二人分のアバター」を操作したが、巧は「二つの実態」を同時に操作することができなかったこと。

　一人の人間が一人のアバターを動かす、という原則からは外れられなかったこと。

　それらを、なるだけ簡単にわかり易やすく伝えた。のだが……。

「ふぅん……」

　栞しおりはいまいちよくわからなかった。でもいいや、と流して、次の質問に移る。

「どうして体を一つに戻さなかったの？」

「もし片方が死んでも、なんとかなるかもと思って。保険だな」

「キミが軽装備しかしなかった理由は？」

「魔法剣士は鉄系の防具が装備できないんだよ」

「どうして最後の最後まで魔法を使わなかったの？」

「使うと体力の消耗が激しいから。言っておくけど、そんなに強くないんだぞ？　むしろ剣か魔法かに特化してる方がいいとオレは思ってる」

　さっきよりは納得できた。最後に最も肝心な質問をする。

「……どうして色んなことを私に隠していたの？」

「そ、それは……」

「それは？」

「栞、口が軽そうだから」

「………」

　黄金の右が放たれそうになって、巧たくみが慌てて止とめる。

「ちょ、ちょっと待って！　これ以上はマジでヤバイから！」

「私は詐欺師の天敵なんでしょ？　だから……殴るねっ」

「ねっ、じゃない！　栞ちゃん、笑顔が怖いよ！」

「ふふふ……」

「ああっ、そうだ、小こ町まちさん！」

「何よ？　助けないわよ？」

「そうじゃなくて、ディフ！　ディフどうなりました？」

　あっ……と気づき、栞は危ない感じの薄ら笑いを消した。ディフの正体をまだ知らされていない（数日後に聞かされて、巧はボコられる）のだが、安否は気になっていた。

　小町の返答は、

「大丈夫よ。クエストは達成されているわ」

　だった。

「……へ？」

　と、小町の言った意味がわからない栞とは対照的に、

「よっしゃ！」

　巧は拳こぶしを握った。当然、栞は質問する。

「何がよかったの？　というか、ディフさんはどうなったの？」

「これだよ、これ」

　巧たくみが得意気にくちばしを吊つり上あげ、一枚の用紙を栞しおりに見せた。その一行目には――

【　剣士ディフを助け出せ　】とあった。

「もう一人のオレはこっちのクエストを受けたんだ。最初は意味がわかんなかったんだけどさ、でも、こっちのクエストが達成されているということはディフは助かっているということ」

「まあ、最初の『魔法使い救出クエスト』は失敗扱いになったけどね」

　と、小こ町まちが補足したが、栞の耳にはほとんど入っていなかった。また隠してたのね、と巧に殴りかかることもしない。

　ヘナヘナと崩れて、唖あ然ぜんとした顔で巧を見つめていた。

（な、なんなの、この人……）

　栞は、自分が頭の回転の早い人間ではないと自覚している。最初に『三段構え作戦』を聞かされた時だって、その発想力に腰を抜かしそうになった。もちろん、良い意味で。

　でも、ここまでくると、さすがについていけない。

（詐欺師になりたい？）

　詐欺どころではない。奇術……いや、魔術だ。悪魔的発想だ。

　数日前、あれほど恐怖していた『分裂の力』をもう使いこなしている。ゲームの中ならまだしも、現実で。しかも自分の体に使っている。シャープペンシルと同じように、己の体を道具のように扱っている。

　何かが欠落しているとしか思えない。薄ら寒いものを感じる。

　その一方で、悪魔じみた感性と知謀の持ち主に、どうしようもなく胸が高鳴っている。

（この人の指示に従っていれば。彼の思うがままに私を使ってくれたら……）

　どんなモンスターにも勝てそうな気がする。

　いや、ゲームの中だけじゃない。

　桃もも井い巧の側にいれば、立たち花ばな栞はきっと刺し激げき的な毎日を送れるだろう――と、予感よりもはっきりとした、確信に近い感覚が生まれている。

　そんな自分に一番戸惑い、軽い放心状態になっていた。

「……わ、私って……Ｍなのかな……？」

「ん？　どうした、栞？」

「い、いや、何でもない……」

「……？」

「――とにかく。今回はみんな無事でよかったわ」

　と言って、小町が労をねぎらった。

「そ、そうですね。よかったです……」

　放心状態から戻った栞しおりも頷うなずいた。

「……いや、よくない」

　と、巧たくみだけが否定した。

　今の今まで喜んでいたのに、黙考し始めた。

（ちっともよくねぇ）

　たしかに無事に帰ってくることはできた。ディフ救出のクエストを達成して報酬も得られる。

　しかし、それらは栞の才能やディフの生命力によるところが大きい。運がよかっただけとも言える。なにより自分は何もしていない。策を弄ろうしたに過ぎない。キッドを打倒することもできなかった。

　腕輪に関することも依然、謎なぞのまま。

　それ以上にもっと大きな謎も抱えてしまった。

　満足できる要素はないに等しい。

（オレはまた立ち向かっただけだ……）

　せめて何か一つでもいいから戦果を残したい。

　この手で何かを掴つかみ取りたい。

「巧、どうしたの？」

「桃もも井いくん？」

　黙然とする巧を不審そうに見つめる小こ町まちと栞。その視線に答えることもせず、巧は満まん身しん創そう痍いの体で走って部屋を飛び出した。

「ちょっと、どこ行くのよ？」

「え？　どうしたの？」

　と、追いかける小町と栞を置いて、巧はエレベーターに乗り込んだ。



　巧が向かった先は同ビルの地上十八階。

　第四開発部部長室のドアを勢いよく開けた。

　机に座っている蛇のような顔をした男が、驚きもせず目だけを動かして入室者を見る。

　巧は、この男と面識がある。

　父親が借金を残して蒸発したことを告げたのも、借金返済を条件に今の仕事を紹介してくれたのもこの男だった。ひいては、電脳世界に呼び込んだ張本人とも言える相手だ。

「……ノックぐらいしたまえ」

　という事務的で抑揚のない声も忘れられない。

「久しぶりだな、横分け」

「横よこ山やまだ。そういう君はたしか……」

「桃もも井い巧たくみだ」

「ああ、そうだった」

　バン！

　巧が机に両手を叩たたきつけた。それでも横山は眉まゆひとつ動かさない。

「名前なんてどーでもいい。つーか、色んなことがどーでもいい！」

「言わんとすることがわからんな」

「お前が、お前らがなに企たくらんでるのかも、あの小僧が言ってたチームってやつも、オレが身につけちまった能力も、そもそも『アズラ』って一体なんなのかも……とにかく全部だ！　全部どーでもいい！　大して興味が湧わかねぇな！」

「……」

「オレはヒナと暮らせれば、それでいい」

「ヒナ？　ああ、たしか――」

「妹だ！　オレは妹のためなら、なんだってやってやる！　今は口先だけじゃなく心からそう思ってる。ヒナに楽させてやれるのなら、ヒナを守ることに繋つながるのなら、どーでもいいこと全部まとめてオレが解決してやる！　そのかわり――」

　バン！　ともう一度、机を叩き、顔を至近距離にまで近づけて横山を睨にらんだ。

「給料上げろ」

「………フッ」

　横山が薄く笑った。彼を知る人間なら腰を抜かして驚くであろう、大珍事である。

　もちろん、巧はそんなことを知らないので、

「なにが可お笑かしいんだよ？」

「いや……随分と俗っぽいところに落ち着いたなと思ってね」

「ああ、そうだよ。金は大事だからな。なんせ――」

　巧も横山を真ま似ねたわけではないが、唇を吊つり上あげた。

「金がなきゃ部屋に電気もつけられねぇ」

「……いいだろう。君だけではなくプレイヤーとして契約している者すべての給与を一律アップさせよう」

「助かる。んじゃ、そーゆーことで」

　巧は机から離れ、ドアへと歩き出す。その背中に、

「できるのか？」

　すっかり無表情に戻った横山が事務的に、だけど、嘲あざ笑わらうかのように言った。

「あん？」

「君に、そんな大それたことができるのかと訊きいている」

　巧たくみはしばし沈黙し、今度は悲しげに笑った。

「オレはやれば出来る子だ……って、言った人がいる。だから大丈夫なんじゃね？」

「……そうか。では、期待しておこう」

「期待しとけ」

　巧は静かにドアを閉めた。



　エレベーターの前で、栞しおりが待っていた。

　興奮から冷めて痛みを思い出したのか、巧はただでさえ腫はれあがった顔をさらに苦痛で歪ゆがめながら、歩く。

「大丈夫？」

　と、手を貸そうとしたけど、巧が遠慮して、二人でエレベーターに乗り込む。

　沈黙のまま、地上一階へと下りていくエレベーター。

　栞の頭の中は忙しかった。巧にかける言葉を懸命に探している。

（スカッとしたよ……かな？）

　栞も横よこ山やまに誘われて仕事を始めたから、あまりいい印象はもっていなかった。巧の啖呵には胸のすく思いがした。

（感動した、じゃ弱いかな……格好良かった……は言いすぎか……）

　うんうんと唸うなる栞よりも先に、巧が、

「泣くぞ」

　と、また突拍子も脈絡もないひと言。

「へ？」

「自慢じゃないけどオレは泣き虫だからな。栞が死んだりしたら、絶対に泣くぞ」

　栞の、感謝の言葉探しは終了して、負けず嫌いの彼女らしい憎まれ口に変わる。

「………バカ」

「なんで？　つーか、なんで泣くんだよ？　なにげにオレより泣き虫だな、栞は」

「う、うるさい！　キミが悪いんでしょっ」

「えぇー……まあいいけどさ、とにかく泣くなよぉ」

「だって……」

「栞が泣いたら、ヒナに怒られる」

「………」

　ぴたーっと涙が止とまった。嘘うそみたいに涙が止まった。それを見て、

「おお、泣なき止やんでくれたか。よかったよかった」

　と喜ぶ巧を、栞は吊つり目をキッと尖とがらせて睨にらむ。

「な、なんだよ？」

「………またヒナヒナヒナヒナ……さっきもヒナヒナヒナ……」

「は？」

「何でもない！」

　エレベーターが一階に到着して扉が開いた。栞しおりはブツブツと文句を言いながら降りる。

　が、巧たくみは降りない。さりげない手つきで地下一階駐車場フロアのボタンを押す。

「桃もも井いくん、降りないの？」

「オレ、ほら、バイクだから」

「そんな体で、さすがに今日はバイクなんか運転しちゃダメだよ」

「い、いや、まあ、なんとかなる、と思う……」

「………」

　栞は、なんとなく察しがついた。無性に腹立たしくなったので、持てる力をすべてふりしぼって渾こん身しんの笑顔をつくった。そこに上目遣いまで加えた。

「あ、あのね、心配だから、一緒に帰――」

　ぱたん、とドアが閉まった。

「………この、シスコン！」

　黄金の右でドアを軽くへこませ、栞は確信する。

　どんなモンスターよりも、あの愛くるしいパンダの方が強敵だ。





　私立青せい嵐らん学園一年Ａ組。三時間目の授業中――。

「むっ」

　と、授業中であるにもかかわらず唸うなり声が響いた。犯人は授業中であるにもかかわらず、机に突っ伏している桃井ヒナである。まだ入学して一ヶか月げつと少しなのだが彼女の奇行には目を瞑つぶる、という暗黙のルールができていて、教師もクラスメイトも見て見ぬフリと聞こえないフリをしている。

　ヒナは情緒不安定だった。彼女の心を乱すのは世界で唯一人、最愛の兄しかいない。

　その兄が昨晩から帰ってきていない。送り出したのは自分なのだが、よもや朝帰りするとは思わなかった。というか、もう朝じゃないし、帰ってきてもいない。

（まさか……）

　脳裏をあらぬ想像がよぎる。あの人とピンク色の世界へ旅立ったのか？　開けてはいけない扉を開けやがったのか？

　しかし。でも。しかし。仮にそうだとしても、それを後押ししたのは自分であるから、怒るに怒れない。いや、怒るべきか。うん。怒るべきだ。いやいや………

　といった調子で、一時間目の授業中から唸りっぱなしなのだ。

「む……むっ！」

　計百十五回目の唸うなり声の最中、突然、ヒナが立ち上がった。さすがに看過できず、教師が注意をする。

「お、おい、桃もも井い――」

「巧たくみくん？」

「……は？」

　教師の注意も疑問も奇異の視線もすべて無視して、ヒナは窓まで走り、外を見る。

「巧くんだ！」

　大きな大きなタレ目を爛らん々らんと輝かせて窓を開け「とうっ！」と教室の外へと飛び出した。

　ヒナが全力疾走で校庭を走る。のたのたのたのた……誰だれかが歩くよりも遅いスピードだが、ヒナ的には人生最高の速さで両の足を回している。

　目指す先は校門付近で倒れているバイクと巧だ。そこへ脇わき目めもふらず急ぐ。

「巧くん！」

「ヒナ！」

　と笑った巧の顔は、見るも無惨に腫はれている。倒れたバイクも、それにもたれ掛かっている巧本人も起き上がろうとしない。彼が負傷しているのは遠目にもわかった。

　そんな傷ついた巧の体に、ヒナは迷わず飛びついた。

「おかえり！」

「ただいま」

　と言って、抱きしめられた。ギュッと力強く抱きしめられた。

「ええっ？」

　予想外の行動にヒナはバッと顔を上げる。

「ん？　どーした？」

「……ううん。何でもない」

　ピンク色ではないだろうけど、新しい扉を開けたことはわかる。デコボコになっている顔が、昨日までにはない輝きを放っている。誰も気づかないだろうけど、世界で一番巧を見てきたヒナにはわかる。

　それを少し……いや、かなり悔しく思う。

（でも、まあいいか）

　こうしてちゃんと帰ってきてくれたのだから。

「あ、そーだ。これを見ろ」

　と、巧がある物をヒナに見せた。

「あーっ！　さすラビのスカートだ～っ！」

「約束だったからな」

「……あれ？　でも、これじゃお揃そろいにならないよぉ」

「それを見越してのスカートだ」

「むっ、つまんない」

「そう言うなよ。それより寿す司しを食いに行こう。回らない寿司を」

「え～っ！　いいの？」

「うん。でも、その前に電気代を払いに行かなきゃな」

　立ち上がろうとする巧たくみに、

「あ、待って」

「なんだよ？」

「おかえりのチューしてあげよっか？」

　巧は気恥ずかしそうに頭やら頬ほおやら鼻の頭をかいて、

「………………うん」

　予想外すぎる返答にヒナは数秒間、停止してから、ようやく驚きの声をあげる。

「ええええっ？」

「嘘うそだよ」

「……聞こえません」

「あ、バカ、こらっ、離れろ、ここは学校だぞ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「学校じゃなかったらいいんだねっ」

「そーゆー意味じゃない！」

　桃もも井い兄妹のじゃれ合いは三時間目の授業が終わるまで続いた――。





　校庭の片隅で桃井兄妹が抱き合っている姿を、屋上から眺める女子生徒が一人。彼女の左手首には『象形文字のタトゥー』がある。

　その女子生徒が憎らしげに、呟つぶやく。

「ボクはあきらめないよ……」

　そこへもう一人、男子生徒が現れた。

「負けて帰ってきたらしいな」

「引き分けだよ」

「手を貸してやろうか？」

「余計なことはするな」

　吐き捨て、女子生徒が屋上を去る。去り際に、

「ばれるなよ。キッド」

　そう言って、男子生徒は、くいっ、とメガネを上げた。





《桃井巧たくみ・今回の仕事結果》

　クエスト『魔ま鉱こう石せきを入手せよ』達成。報酬百万円（八十五万円を返済）

　クエスト『ライカンスロープを討とう伐ばつせよ』失敗。

　クエスト『捕らわれた魔法使いを救出せよ』失敗。

　クエスト『剣士ディフを助け出せ』達成。報酬三百万（栞しおりと折半し、百万円を返済）



　桃井家の借金残り総額――８２１５万円也なり。



　借金完済も、妹離れも、まだまだ遠い……。







　ＧＯ　ＴＯ　ＴＨＥ　ＮＥＸＴＧＡＭＥ



    

  
    
      


あとがき





　はじめまして。

　もしくは、お久しぶりです。

　もしかすると、お待たせしました。

　樋ひ口ぐち司つかさです。

　新作『ダブルアクセス』いかがだったでしょうか？

　僕の好きな言葉に、

『若い頃ころに出逢った小説のいくつかは、生しよう涯がいの親友になる』

　というのがあります。この小説がそうなれたら――なんて、おこがましいことは思いませんが、親友さがしの「きっかけ」になれたらいいなぁ、と思います。



　今シリーズは「兄妹」の物語です。

　とにかく「頑張る兄妹」の話が書きたくて、書いちゃいました。

　実は、当初の設定では「兄妹」ではなく「姉弟」だったのですが、僕にはリアルに姉がいるので、なんだかむず痒くなってやめました。

　そこでモデルにしたのが僕の親友です。リアルに妹がいる親友を参考にしました。

　やっぱり「兄妹」の「兄」であるということは性格にあらわれるんですよね。

　いや、それは「姉弟」でも「兄妹」でも同じか。

　とにかく「お兄ちゃん」「お姉ちゃん」をやっている人は、優しいです。妹や弟のワガママを、なんだかんだ言いながら聞き入れてあげる優しさがあります。

　親友もそうです。普段は僕とバカなことばっかりやっているヤツなんですが、妹のことになると途端に「お兄ちゃんの顔」になる。

　心配して、口では文句を言ったりもするけど、最終的には「しょーがねぇな」と言ってフォローしてあげる。

　そのへんは妹や弟にはない感覚ですよね。少なくとも末っ子Ｂ型の僕にはありません。ワガママ言いたい放題で、それが受け入れられないと露骨に拗すねます。

　……んまあ、僕のことはともかく。

　その「しょーがねぇな」の部分が羨うらやましくて、格好良くて、主人公に投影させました。

　もちろん、親友兄妹は、巧たくみとヒナのようなブッ飛んだ関係ではありません。とても仲の良い兄妹ですけど、さすがにあそこまで歪な関係ではないです。

　ただ、巧には親友と同じ「しょーがねぇ」の精神で、今後も「お兄ちゃん」を頑張ってもらいます。



　さて。

　こんな話を書くぐらいなので、僕も大のゲーム好きです。さすがに最近は時間的な制約もあり、ハードユーザーってことでもないのですが、それでも隙すきあらば槍やりを担いで狩りに出かけたり、エルフ（女性）になって魔法を放ったりしてます。

　今巻では「主人公たちが現実と向き合う」といった点に比重を置いたので、ページ数が多いわりにゲーム描写が少なくなってしまいました（単なる筆力不足です。あとホントにページ数多くてゴメンなさいです）。

　一応、僕の中ではゲーム設定は細かく組んでいて、次巻から展開させていく予定です。

　が。

　皆様のアドバイスを聞きたい、というのも正直なところであります。

　たとえば、こんな武器はどうだ、とか、こんな場所、こんな敵モンスター……といったソフトなものから、ハードでコアでマニアックなゲーム環境作りまで幅広くアドバイスを頂けたらなぁと。……い、いや、別に、ネタに困っているとかでは……。

　せっかくの題材なので、ＭＭＯＲＰＧならぬＭＭ小説（おや？　なんかどこかで聞いたような名前だ……）を皆さんと一緒に創れたら楽しいだろうな、と思うのです。

　よかったら、ご意見お聞かせください。



　さてさて。ここから謝辞です。

　全身全霊の謝辞です。

　のりたまさん、鬼スケジュールを押しつけてしまい心からお詫わび申し上げます。そして素敵すぎるイラストに心の底から感謝いたします。ラフを頂くたびに、小こ躍おどりしました。この作品は、のりたまさんの絵が必要不可欠です。これからも一緒に戦ってください！

　担当さん。いやもうマジでホントにすいません……。仕事だけではなくプライベートな相談にまで付き合ってもらって感謝の言葉もございません。

　編集部をはじめ、出版にあらゆる形で尽力頂いた皆様にも心からの感謝を。毎度のことながら多大な迷惑をおかけしているであろう校正さんには、特大の感謝です。

　最後に、読者の皆々様へ。

　冒頭にも書きましたが、この物語が少しでも楽しい「きっかけ」になれるよう、感謝の気持ちをエネルギーに変えて全力で執筆に励みます。

　今後も『ダブルアクセス』をよろしくお願いいたします！



　それでは、また近いうちに逢いましょう。



樋ひ口ぐち　司つかさ



    

  
    
      

　著者

　樋口　司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　愛犬ゴエモンと戯れつつ、執筆に勤しむ毎日。

　　好きな映画は「シャロウ・グレイブ」



　イラスト

　のりたま

　　11月27日生まれ。

　　ＰＣユーザーサポート、プログラマー、美少女ゲームメーカーのグラフィッカーを経て現在フリー。

　　雑誌「Ｅ☆２」やＴＣＧ「アクエリアンエイジ」

　　小説挿絵「わがままプリンセスナイト」等のイラストで活動中。



    

  
    
      

ダブルアクセス



発行日　　２０１０年９月10日

著　者　　樋口　司

イラスト　のりたま

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17
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©Tsukasa Higuchi



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ダブルアクセス』（２０１０年１月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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